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　お兄ちゃん、と自分を呼ぶ声を、タカトは今でも覚えている。

　タカトの故こ郷きようは雪の深い山村だった。暮らすには不ふ便べんな場所だったが、それでも都会では決して見ることの出来ない、豊かな自然の景観を贅ぜい沢たくに見渡すことが出来て、タカトにとっては最高の場所だったと思う。

　雪の下から顔を出す緑を見つけたり、逞たくましい大地を踏ふみしめたり、澄すみ渡る蒼そう空くうを見上げるだけで幸せを感じたのだから──辻つじ神がみなんてものに関わる前から──元々感受性の豊かな子供だったのだろう。

　そんな寒さの厳しい自然の中で、タカトは体の弱い妹を持った。

　油断するとすぐに体調を崩して、苦しそうにベッドの中で喘あえぐ妹の姿は、とても放っておけるものではなくて。だからといって、何も出来ない自分がとても歯がゆかった。

　そんな悔しさを感じながら育ったせいか、タカトはいつからか、家族を守れるような強い男になりたいと望むようになっていた。

　──病気は治せなくても、せめて傍そばに居るだけで人を勇気づけられるような、そんな男になりたい。

　幼い胸にしっかりと根付いたのは、タカトなりに目指す強さの種。いつかその花を咲かせられるように、微力でも妹を守って生きていこうと、そう決めた。

　結局、何年経たっても妹の病気は良くならず、いつになっても体に不安を覚えながらの生活が続いたが、それでも調子の良い日にタカトと二人で外に出た時には、いつも二人で蒼あおい空を見上げて、未来を思い描いた。

「ねぇお兄ちゃん、どうしてそんなに空が好きなの？」

「え？　さぁ何でかな……上う手まく言えないけど、見上げるだけでワクワクしてこないか？」

　高く高く、どこまでも羽ばたいていけたなら。遠く遠く、未まだ見ぬ地平線のその向こうを見渡すことが出来たなら。速く速く、全身に風を受けて翔かけ抜ぬけていけたなら。

　窮きゆう屈くつな山村で生まれ育ったからだろうか。もっと広い世界に憧あこがれを抱いていたのは間違いない。嫌いではないものの、一時間もかからずに見渡しきってしまえる小さな村が、自分の世界の全てだなどと受け入れるのは嫌だったし、何より退屈だった。

　だが、見上げた先にある蒼空は違う。

　まだ幼いタカトの心に、無限の夢を魅みせるほど。どんな芸術よりも精せい巧こうで美しい『世界』がそこには広がっているのだ。

「ほら、あの空の向こう。見えるだろ？」

　流れていった白雲のカーテンが晴れた、その向こう。蒼空の只ただ中なかに悠然と浮かぶ、大地の姿が眼に入る。

「あの浮ふ遊ゆう大たい陸りくにも、住んでる人たちが沢たく山さんいるんだ。技術も凄すごく進んでるんだって。選ばれた人しか行けないみたいだけど……いつか俺おれが、お前をあそこに連れて行ってやるよ。そしたら、お前の病気を治す方法も俺がきっと見つけてやる」

　それがタカトが空に描いた、始まりの夢──。

「一緒に、空に行こう。病気が治ったら、きっとどこまでも自由に、自分の好きなところに行けるようになるはずだろ？　だから、その時は一緒にこの空を冒険しような！」

　タカト自身が空に抱く憧あこがれとは別に、病弱であまり遠出することが出来ず、タカトより更さらに狭い世界を生きている妹に、自由に世界を羽ばたける翼つばさを与えてあげたい。

　あの空になら、きっとその翼がある。

　病気がちな癖くせに、いつも自分より家族の心配ばかりする妹に、何の力もない今の自分が出来ることと言えば、漠ばく然ぜんとしていても、美しく心を彩いろどってくれるこの空に、同じ夢を魅みせることくらいだったから。

「約束な」

　そう言って差し出した小指に、嬉うれしそうに細い小指を絡ませてくれた妹の、その約束の温もりを今でも覚えている。

「……うん！　連れて行ってね、お兄ちゃん！」

　妹の笑顔に、この『蒼ゆ天め』を目指し続けようと、決意を固めたことも。

　この約束を果たすため、全力で生きていこうと誓ちかったことも。

　全て、今でも力になってくれる大切な記憶だ。

　だから──この記憶の終点が、地獄の業ごう火かで塗ぬり潰つぶされてしまったことが許せない。

「……ミサゴ」

　妹の名を呼び、タカトは紅ぐ蓮れんの炎に撒まかれる悪夢から覚める。

　体を起こし、月明かりの射さす窓から妖あやしく輝かがやく月を見上げて、タカトは黒い火傷やけどの痕あとが残る右腕を握にぎり締しめた。

　汗ばんだ体にため息をついて、タカトは顔を洗おうと起き上がる。

　あの日、忌いまわしい辻つじ神がみの統とう率そつ種しゆに踏ふみ潰され、故郷が焼き尽くされた惨さん劇げきから、もう五年の月日が経たとうとしていた。

　タカトは今でも、あの日、煉れん獄ごくの炎に囲まれて必死に助けを求めるミサゴに──背を向けてしまったことを──深く後悔している。

「……寝よう、明日も訓練だし」

　冷えた水で洗った顔を鏡に映して、過去から今へと意識を切り替える。

　もう二度と大切な人に背を向けない。その決意だけは決して曲げまいと、タカトは月明かりの寝床へ戻っていく。

　新しい居場所と、家族同然となった新しい仲間たちに、せめて胸を張れるように。
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　辻つじ神がみ。それは、十七年前に突とつ如じよとして出現した、人類の天敵。

　各地の伝説の中で語られる、巨大な魔ま獣じゆうの姿をした辻神たちは、大自然の中で暮らす動物たちを配下として従え、強大な軍勢と化して、瞬またたく間にそれまでの人類を蹂じゆう躙りんしていった。

　大きくその数を減らした人類は安全を求めて、天空の大地である世界各地に点在する浮ふ遊ゆう大たい陸りくへと逃げ延び、着々と反はん撃げきの機会を窺うかがっている。

　そんな浮遊大陸のうちの一つに、ネスト５と呼ばれる大地があった。

　およそ一月前。大型の辻神に何度も急きゆう襲しゆうを受けたこの浮遊大陸が、世界の行く末を左右しかねない激げき闘とうの地であったことを知る者は少ない。

　そして、人と辻神が歩み寄った、奇跡のような出来事があった地であることも──。

　嵐のような戦いから一か月という時間を置き、いつまた巨大な魔獣が牙きばを剝むいてくるのかと、予兆のない嵐を恐れるように、静寂の中で怯おびえていた住民たちの緊張が、ようやく落ち着いてきている近況の中。

　空に暮らす人々の安全を守る戦士たちは、今日も慌あわただしく一日を始めるのだった。

「これより作戦を開始する！　各員、目標を捜そう索さくし、捕ほ捉そくした後に身柄を確保！　即座に連行せよ！　迅じん速そくな作戦の遂すい行こうを期待する！」

　統とう率そつの取れた応答を返すのは、スカイア・ネスト５支部の第二部隊。通称ミカヅチ隊と呼ばれる、遊撃を主とした部隊だ。

　作戦開始を告げた隊の副隊長に、堂々とした面つら構がまえで応えた隊員たちは、一斉に担当する区画を目指して疾しつ走そうを開始する。

　朝一で開始されたこの最重要作戦の標的は、他でもない。

「リン隊長を捜さがせ──っ！」

　三日に一回は、訓練の前に行方不明になり、その度に支部内のどこかで熟じゆく睡すいしているところを発見される、ミカヅチ隊の隊長、リン＝ミカヅチ。

　どうも今日はその三日に一回の日らしく、朝一で行われる予定だった訓練が、始まらないという事態になっている。

　いつものことではあるので、全員ランニングを兼ねて全力でリンを捜しだし、中にはタイムを競う者、今日はどこで寝ているか賭かける者までいる始末だ。

　現状、浮遊大陸ネスト５を守護する優秀な戦士たちというレッテルを貼られている部隊の実情が、こんなんで良いのだろうかと──他の隊員たちと並走しながら、タカト＝ミソラマは配属一か月となる部隊を思ってため息をつく。

「おいタカト！　俺おれは奥の広場から捜す！　お前は上の階から当たれ！」

　声をかけてくるのは、同じく第二部隊に配属され、同い年とはいえスカイア内では一応の先せん輩ぱいとなる、親友のジャールだ。

「了解、見つけた方に昼飯おごりな」

「分かってるっての！　今日は負けねーからなっ！」

　歯を見せて笑ってから、ジャールは数人の隊員と一緒に支部内に突入していく。

　部隊の中でも少々特殊な立場に収まっているタカトは、一人非常階段を使って支部を駆けあがる。

　しばらく前、リンが眼を擦こすりながらこの階のバルコニーにこそこそ入っていくのを目もく撃げきしたことがある。この階は人の出入りがあまりない。いるとしたらそこの可能性が高いはず。

　一気に目的地まで走り抜けようとしたタカトだったが、その前に、通路脇から引きずりそうなほどの白衣を纏まとった少女と鉢はち合あわせした。

「うわっ！」

　全身でブレーキをかけるも間に合わず、小柄な少女に激突したタカトは、そのまま少女に覆おおいかぶさるように廊下に転がった。

「す、すみません！　大丈夫ですか──げ」

　体のすぐ下で、タカトに呆あきれたような半眼を向けていたのは、この支部で知らぬ者のない少女だった。

「……私を押し倒しておいて、『げ』とはご挨あい拶さつね」

　冷たい口調で言い放たれ、タカトは飛び上るように立ち上がって敬礼を返した。

「ご、ごめんクラウディア……じゃ、なくて……失礼いたしました。クラウディア技術統とう括かつ。兼、支部長代理」

　ぱっぱと制服の埃ほこりを払って立ち上がったクラウディアは、見事な金髪に指を通してタカトに向き直る。

「別にいいわ。気にしてないから懲ちよう戒かい処しよ分ぶんで許してあげる」

「……それは許されたうちに入るんですかね」

「ふふふ、冗談よ。他に人もいないし楽にしてちょうだい。敬語もいらないわ」

　そう言って、現在このネスト５支部を仕切っているクラウディアが、魅み惑わく的てきに微笑ほほえんだ。

「ありがとうございます……おはよう、クラウディア」

　一か月前。あの戦いで、この支部を取りまとめていた支部長を初め、幹部メンバーたちが軒のき並なみ死亡してしまったため、今では、死んだ支部長の一人娘であり、その職務のほとんどを熟知していたクラウディアが、支部長代理としてこの支部を動かしている。

「仕事、大変そうだなクラウディア。作業量、尋じん常じようじゃないだろ？」

「まぁね。けど心配無用よ。長期遠征に出てる第一部隊ももうすぐ帰ってくるようだし、いずれは正式な次の支部長も配属されるでしょうから、もう少しの辛抱ね」

　まだ若く、一介の研究員でしかないクラウディアが実権を握にぎることに反対する者もいたらしいが、恐るべきはその凄すさまじい才覚で、見事な手際で支部を立て直した手腕を認められたクラウディアは、そのまま支部長の座に就ついてもらいたいという声が出始めるほどの人望を獲得したのだ。

　一方で、アイギスを初めとした、対辻つじ神がみ戦せんの研究の第一人者としても活動を続けており、この支部に配備されているアイギスの調整と、専用機開発の総指揮を、引き続き執とっている。

「元々の仕事に、死んだ親父さんの仕事を上乗せする形になるんだもんな……責任ばっかり大きくなっていくなんて、俺おれだったら正直やってられないと思うよ」

「ふふ、管理職は向き不向きがあるからね。けど……結果的にとはいえ、父を死に追いやってしまったのは私だもの。血も繫つながっていなかったし、親らしいことなんて何一つされた覚えがないけれど……こうしてここにいられるのは、父のお陰だから。何の償つぐないにもならないでしょうけど、今は、出来ることをしないと」

　澄すました顔でそう言ったクラウディアは、以前と違って、含むところのない微笑ほほえみを見せてくれた。

　クラウディアなりに、あの事件を乗り越えて前に進もうとしているようだ。

「貴方こそ、そこら辺の新兵よりずっと忙しいでしょ？　体は平気？」

「あぁ。どこかの支部長代理が嫌がらせじみた実験をもう少し減らしてくれれば万全だよ」

「そう。ふふ、じゃあ当分は万全になりそうもないわね」

　あれ以来、クラウディアの絶好の研究対象になってしまったタカトは、日々の訓練時間外でも研究所に呼び出され、様々なデータを取るための実験に参加させられていた。

　元々強引なところのある性格だったようだが、最近ではチャイムとも個人的に親しくしているらしく、段々あの傍ぼう若じやく無ぶ人じんぶりが移ってきているようにも感じる。

「リーダーに似てきたなクラウディア……まぁ、アクロポリスに帰る時間が取れないのは痛いけど、俺もそういう道を選んだわけだからな。それに、俺の力のことを具体的に調べられるのはクラウディアだけだから、別に嫌ってわけじゃないんだ。やりがいはあるし、お陰様で充実してるよ。……それより、リンさん見かけなかったか？　訓練始められなくて」

「あの無気力ライオンなら、この先のバルコニーですやすや寝てるわ。面倒くさいから放置してきたけど」

「助かる。それじゃ、また後で」

　笑みを交わして、タカトは再び走り出す。

　一月前。多くの悲劇をばら撒まいた、漆しつ黒こくの辻神──まだ、そのことを引きずっているのではないかと心配していたが、あの様子ならきっと大丈夫だろう。

　雲の晴れたあの微笑みを、信じようと決めたのだから。







　扉を開けば、背もたれのない長なが椅い子すが並んだ小さなバルコニーがあり、その奥、扉からはやや見えづらい位置に、目的の人物は横になっていた。

「見つけた！　リ、ンさ……ん……」

　その格好に、思わずタカトは赤面して眼を泳がせながら、顔を引きつらせる。

「……クー……クー……」

　第二部隊隊長リン＝ミカヅチ。専用機であるブラックレオンにちなんだ、黒くろ獅じ子しという異名を持ち、真しん紅くの稲いな妻ずまと共に蒼そう天てんを駆け抜ける、凄すご腕うでの戦士だ。

　が、今タカトの視界の真ん中で、あどけない寝顔に幸せそうな微笑を浮かべた女性が、まさか華々しい武名を轟とどろかせる黒獅子その人だと思う人はまずいないだろう。

　おまけに制服の短いスカートのまま、足をこちらに向けて横向きに寝転がった姿勢からは、白い下着と綺き麗れいな尻が完全に丸見えで、女性らしい慎みも何もあったものではなかった。

「あーもう……またですかリンさん」

　片手で自分の顔を覆おおい、柔らかそうに並んだ二つの丸みと、それを覆う純白の布から懸けん命めいに眼を逸そらしつつ、タカトはリンの頭の方に回って、その肩を揺らす。

「リンさん、訓練の時間ですから、起きてください！」

　タカトの呼びかけに、とろんとした顔でリンが眼を開ける。

「ほぇ、タカトくん……？　あー、もう訓練……むにゃ……代わりにやっといて……」

「出来ればそうしたいくらいですが、起きてください」

　何とか上半身を引っ張り起こすと、億おつ劫くうそうに伸びをしたリンがのんびりと欠伸あくびをする。

「むー……分かってないなぁ。休息だって大事な任務なんだよタカトくん？」

「そうですか、重要任務ご苦労様でした。ほら行きますよ」

「未熟者ー……先せん輩ぱいをいぢめたら駄目なんだぞー……」

　嫌がる腕を捕まえて立たせながら、こんな有様で、どうやって隊長になったのかとため息をつく。本当に不思議で仕方ない。というか、クビになってもおかしくないような勤務態度だ。

　勿もち論ろん、一度でも共に戦場に出れば、あらゆる意味で失ってはいけない人だということは痛感するのだが、それにしてもサボり癖ぐせや、常習的な寝坊が放任され続けているのは何故だろう。

　そんな、スカイアに入って以来ずっと抱き続けている疑問に吐と息いきした、その時だ。

「──あ、れ……？」

　それは突然のことだった。不意に全身が重くなったような感覚に襲おそわれたタカトは、思わずその場に膝ひざを突く。

　一瞬、疲れが出たのかと思ったが、しかし。すぐ傍かたわらのリンも、眉み間けんにしわを寄せながら、ベンチに手を突いていた。

「い、今の……何？」

　二人同時に感じた強烈な眩暈めまい。状況が分からず、眼を瞬またたかせながら顔を見合わせる二人だったが、更さらに次の瞬しゆん間かん。

　腹の底に響ひびくような鳴動と共に、大地が僅わずかに震ふるえた。

「じ、地震!?」

　これまでに経験したことのない『浮ふ遊ゆう大たい陸りくの地震』という現象に、全身が硬直する。

　揺れは十数秒の後に収まったが、凄すさまじいエネルギーが蠢うごめいているような、人の潜せん在ざい的てきな恐怖を刺激する揺れ方に、外でも職員たちの戸惑う声が上がっているようだ。

「……ふぅ、収まったみたいだね。何だったのかな？」

　急な異変に眼が覚めたのか、紅くれないの瞳ひとみを丸くしたリンが小首を傾げる。確かに、眼に見える異変は収まったようだ。

　だが、何かおかしい。リンの方はもう何ともないようだが、無視できない異常は、まだタカトを襲おそい続けていた。

「り、リンさんは……何ともないんですか？」

「え？　タカトくん、どうかしたの？」

「よ、よく分かりませんけど、何か……凄すごく、嫌な感じが……」

　ずぶ濡ぬれになった服を着こんでいるような、全身にまとわりつく圧迫感と寒気が取れない。

　言いようのない悪お寒かんに表情を強こわ張ばらせながら、どうにか真まっ直すぐ立ち上がった。

「大丈夫？　とにかく一いつ旦たん降りようか。部隊の皆と合流してから状況を──」

　ようやくリンが自発的な行動を開始しようとした、その矢先。

　バタバタと騒そう々ぞうしい足音を立てながら、バルコニーの扉が勢いよく開いた。

「タカトいるか！　お、いたいた！　あ、リン隊長もここでしたか！　丁ちよう度どよかった！」

　リンに素早く敬礼し、ジャールが走り寄ってくる。

「大変なんだ！　アイギスが飛ばなくなっちまったんだよ！」

「……は？」

「さっきの地震の時、飛行訓練してた連中が一斉に広場に落ちてきたんだ！　辻つじ風かぜをまともに発生させられなくなっちまったって、下で大騒ぎになってる！」

　アイギスの故障だろうか。だが、訓練中の戦士が一斉に落ちてきたというのはどういうことなのか。

「今、クラウディア統とう括かつが格納庫まで機体のチェックに来てくれてます！　リン隊長にもすぐ来てほしいって！」

「分かった、このままそっちに向かうよ」

「あ、それからタカト！　入り口にリーダーと鍔つば芽めちゃんが来てるんだ。大至急お前に会いたいって」

「リーダーと……鍔芽が？」

　その名前に、思わずリンと眼を見合わせる。突とつ如じよとして発生した異変と、時を同じくしてやってきた鍔芽という存在。そしてわざわざタカトに会いに来たという言葉。

　全てに関連性があるとしたら、これらの異変はもしかしたら──。

「タカトくん、鍔つば芽めに会いに行ってあげて。こっちは大丈夫だから。行くよジャール隊員」

　恐らくはタカトの内心を察してくれたのか、リンが状況の確認をタカトに任せてくれた。

　これはきっと、辻つじ神がみに関係する異変なのだと、あの戦いを共にしたリンも思ったのかもしれない。

「分かりました。後で合流します！」

　そう言って、それぞれがバルコニーを後にする。

　階段を駆け上ってきた時の足の軽さが噓うそのように、重い体を引きずるような足取りで、タカトは来客用の入り口へ向かった。







「……あ、タカトさーん！」

　視界の先、透き通った声を上げてタカトを呼ぶ少女がいた。白いひらひらの服と、翼つばさのようなストールを巻いた小柄な姿は、一月前、あの嵐のような戦いの中心となった少女、鍔芽で間違いない。

　走ってくるタカトに向けて、小さく飛び跳ねながら嬉うれしそうに手を振っている可愛らしい姿からは、この少女が、人じん智ちを超えた辻神の一人であることなど、誰にも想像出来ないだろう。

　そして、そんな鍔芽とは対照的に。

「ふはは、遅いぞタカト。私の貴重な人生が五分も無駄になってしまった、どうしてくれる」

　鍔芽の隣となりで黒い衣服に身を包み、怜れい悧りな顔に意地悪な笑みを浮かべながら、ネスト５に名だたるダストデビルズのリーダー、チャイム＝アーサーが腕を組んで仁に王おう立だちしていた。

　──どっちが神様か分からないな……。

　隣に立っている本物の神様より、何倍も雰囲気や存在感のあるチャイムに呆あきれるように苦笑しながら、タカトは数週間ぶりに二人と再会を果たした。

「久しぶりだな鍔芽。中々帰れなくてごめんな、こっちも色々忙しくて。ミオは？　くっついてきてないのか？」

「ふははは、ミオがいると話が長引きそうだから置いてきた。『あーん、お留守番なんて嫌ですーっ！　半径五ミリ以内にタカト様がいない生活なんてもう無理ですーっ！　寂しくて朝も起きれませんーっ！』……と最後まで駄々をこねていたが」

「目覚ましをセットして寝るように伝えてくれ」

　タカトがいなくなっても、アクロポリスの日常は相変わらずのようだった。

「鍔芽、アクロポリスにはもう慣れたか？　体の調子は大丈夫そうか？」

「はい！　リーダーもミオちゃんも優しくしてくれますし、毎日とっても楽しいです！　お友達も出来たんですよ！　体調も随ずい分ぶん良くなりました！」

　たった数週間だというのに、その胸にはもう、思い出が沢たく山さん詰まっているらしい。

　一月前の戦い──漆しつ黒こくの辻つじ神がみ『顎あぎ斗と』との激げき闘とうの中、鍔つば芽めは自分の限界を超えた力を短い間に多用したために、しばらくは出歩けないほど体調を崩してしまった。

　スカイアでの新生活が始まるにあたり、仲間を守るため、文字通り身を削って戦ってくれた鍔芽の傍そばにいてやれないのはタカトにとっても歯がゆかったが、チャイムやミオが、後は任せろと言ってタカトの背中を押してくれたことと、鍔芽自身の心配要らないという言葉を信じて、後ろ髪を引かれるような思いながら、タカトはアクロポリスを離れ、こうしてスカイアでの生活に身を投じたのだ。

　だから、こうして笑顔で再会出来たことはとても嬉うれしい。安心感からタカトの顔にも優しい笑みが浮かぶが、しかし。

「さてタカト、積もる話は後だ。忙しいのは重々承知だが……どうやら緊急事態らしい」

　チャイムの一言に、朗ほがらかだった場の空気が途端に重くなる。

「……タカトさん、急いで私たち『支し配はい種しゆ』のことを知っている人を集めてください」

　鍔芽の方も一転、蒼あおく澄すんだ瞳ひとみの奥に、焦しよう燥そうと強い決意を感じさせた。

「それは……さっきからまとわりついてる、この嫌な感じと関係あるのか？」

「はい、さっきの地震で確信しました。あまり猶ゆう予よはないと思います」

「何が起きてる？」

　未いまだに体を圧迫する悪お寒かんと、かつてない地震。そして、まるでそれらの異常を予期していたかのようなタイミングで、疲ひ弊へいした身を押して出張ってきた鍔芽。

　ただ事ではないことは、容易に想像がつく。

「タカトさん、このままでは……ネスト５が……滅んでしまうかもしれません」

「……な、に？」

　唐突に告げられた言葉に理解が追い付かず、狼ろう狽ばいするようにタカトが後退した、その時。支部内に、辻神の接近を知らせる警報が鳴り響ひびいた。

『警告！　従じゆう属ぞく種しゆの大群が、セントラルに向かって接近中です！　各員、戦闘配備！』

　焦燥感を一気に煽あおる、けたたましい警告音。ここ数週間の訓練で、指示に対して体が反射的に最適な行動を取れるようになっていた。

　すぐさまアイギスの格納庫へと爪つま先さきを向けたタカトだったが、すぐに今の状況を思い出す。

「そういえば、アイギスが飛べなくなったって……」

　アイギスのチェックに向かったリンたちは、どうなっているのだろうか。

「リーダー、とりあえず鍔芽を連れてクラウディアの研究所に行ってくれ！　後で落ち合おう！」

　走り出そうとするタカトに、鍔芽が声を上げる。

「た、タカトさん！　今のネスト５はいつもと違います！　十分に気を付けてください！」

　その言葉の意味を理解しきれないまま、頷うなずきだけを返してタカトは走り出す。

　何の前触れもなかったというのに、どうして今日、突然の異常が連続するのか。鍔つば芽めの口にした、ネスト５の滅びとはどういうことなのか。

　あまり猶ゆう予よはないという。ならば一刻も早く、迫る暗雲を切り払うのみ。

　重い体を奮ふるい立たせながら、タカトは蒼そう天てんを切り裂く愛機の下へと向かった。

　ネスト５支部のアイギス格納庫は、各部隊員がスムーズに使えるよう、施設の外と内から入れる構造になっている。普段なら装備を整えた隊員たちが集結し、戦闘に臨のぞむ緊張感に満ちた場所ではあるのだが──今日の格納庫付近には、異様な光景が広がっていた。

「だ、駄目です隊長！　まともに上昇できません！」

　そんな声と共に、タカトの眼の前に、見知った隊員がアイギスを着たまま落下してきた。

「ジャール!?　お前、どうしたんだ！」

「ぐっ、み、見ての通りだよ！　アイギスの出力が上がらねーんだ！」

　開いた口が塞ふさがらないまま、辺りに集結しているミカヅチ隊を見回す。

　いつもの訓練では、等間隔の陣じん形けいを維持して、見事なフォーメーションを構築しながら辻つじ神がみに向かっていくミカヅチ隊だが、勇名を馳はせる戦士たちが今、軒のき並なみアイギスを着たまま地面に転がっていた。

「遅いわよタカト、急いであれを装備してきなさい」

　白衣を翻ひるがえして、難しい表情のクラウディアが進み出てきた。

「クラウディア、これ、一体……？」

「原因不明。けど、例外なく全てのアイギスの出力が、およそ三十パーセント低下してるわ」

　三十パーセント。それは一般的な戦士が辻つじ風かぜを操ることの出来る割合の、平均値だったはずだ。そして今、全てのアイギスの出力が三十パーセント低下しているという事態が、何を意味するか。

「ネスト５に構えている戦力のほとんどが、使い物にならなくなったってことね。一部の隊長格以外は、死にかけのハエも同然よ」

　啞あ然ぜんとして空を見上げれば、専用機ブラックレオンを身に纏まとったリンが、若じやつ干かんふらつきながらも上空に静止していた。

「タカトくん、急いで！　今まともに動けるのは──多分、君しかいないから！」

「こんな状況で辻神の侵入を許したら、迎げい撃げきは不可能に近いわ。タカト、貴方なら動ける可能性はある。幸い、接近してきてるのは小型の従じゆう属ぞく種しゆばかりよ……意味が分かるわね？」

　クラウディアが、いつになく真に迫る表情でタカトの肩に手を置いた。

　嫌でもその意味は伝わる。たった一人で戦場に飛び込めと、そう言われているのだ。

　思わず全身が強こわ張ばる。だが、辺りのミカヅチ隊の面々も、悔しそうな表情ながら、タカトに希望を託すように声を上げていた。お前しかいないのだと。

「……分かった。俺おれが先行します！」

　本来、肩を並べる戦士たちの翼つばさが、眼に見えぬ鎖くさりで大地に縛しばり付けられている。今、その鎖を引き千切って大空へ飛び立てるのは、一部の選ばれた者だけ。

　その中でもタカトは──恐らくは人類で最も、神に抗あらがう力を持った人間だ。

　無言の決意を固めると同時に、振り向かずに格納庫の中へ飛び込み、その一番奥に安置されている、蒼そう天てんの色を宿した機体へと手をかける。

　憧あこがれた大空を。帰るべき場所と、もう一度会いたい仲間たちが暮らす、この第二の故郷を守れるのは、この手と、この翼だけ。

「……行くぞ、ブラストホーク」

　蒼あおき鷹たかの翼を身に纏まとったタカトは、胸に輝かがやくコアを作動させる。

　一月前の戦いで失われたコアの代わりに、今その胸でタカトの意思に応えるのは、クラウディアが用意してくれた、統とう率そつ種しゆ『グリフォン』のコア。鷹の上半身と、獅し子しの下半身を持つ怪物、今のタカトに相応ふさわしい力強さを秘めたコアだ。

「はあぁぁぁぁっ！」

　展開させた辻つじ風かぜの結界に包まれ、外へと飛び出す。ミカヅチ隊の声援に押し上げられるように空へ舞まい上がったタカトは、すぐに滞空しているリンの隣となりへと飛ひ翔しようした。

「タカトくん、行けそう？」

「確かに、普段より風が重く感じますけど……何とか！」

　重りをつけて飛んでいるような、動きづらい気持ち悪さに顔をしかめるが、それでも他の戦士のように、まるで動けないということはなさそうだ。従じゆう属ぞく種しゆが相手なら、これでも戦える。

「わたしのレオンも大分参ってるみたいだけど、必ず追いつくから先に行って！」

　リンに了解の返事をし、タカトはネスト５を囲うメタルネットから飛び出すべく、空中を全速力で駆け抜けた。

　重い風を引きずり、粘ねん液えきの中を泳いでいるような機動に奥歯を嚙かみしめながら、焦しよう燥そう感かんに突き動かされて空を疾しつ走そうする。

　十数秒でメタルネットから飛び出すと、眼下に迫る敵影が空をまだらに塗ぬり潰つぶしているのが見えた。

「来たか……っ！」

　確かに統率種の姿は見えないが、それなりの数だ。足止めに失敗すれば、ものの数分でメタルネットまで上昇されてしまうだろう。

　隣に誰もいない、背を預けられる人がいない空。少しでも気を抜けば、牙きばを突き立てられ、肉を食いちぎられ、一人孤独に、無様に地上へ落ちていくしかない。

　たった一人の戦場は、タカトの全身を恐怖で押さえつけ、容赦なく自由を奪おうとする。

「何て数だ……やれるのか……俺おれ一人で、本当に……」

　いつかのように、仲間を救いたいという衝しよう動どうに突き動かされ、恐怖という感覚がマヒしている訳でもない。迫りくる神々の咆ほう哮こうに、今すぐこの場から逃げ出してしまいたいと思う、人として当然の衝動に駆られるが、しかし。

『──お兄ちゃん──』

　脳裏に過よぎったのは、温かい妹の声。その声が、恐怖という茨いばらに締め上げられ、窮きゆう屈くつな鼓こ動どうを続けていた心臓を、優しく解いてくれた。

　この五年間。勝ち目の薄い『敵』に挑む時、いつも勇気をくれたのは、記憶の底で今もタカトを励ましてくれる妹の声と、その声が否いや応おうなしに思い起こさせる、かつての後悔だった。

「もう……逃げるわけには、いかないんだ」

　決意を口にし、抜ばつ刀とうする鋭するどい金属音で、体を縛しばるあらゆる重みを振り払う。神々の怒りの咆哮に負けじと叫びながら、タカトは前へと飛んだ。

　ネスト５から距離を取り、両刃の剣を天高く掲げて、疾しつ走そうを開始した次の瞬しゆん間かん。

「っ！　何だ、体が急に軽く……？」

　その前進が本当にタカトを縛っていた正体不明の束縛を振りほどく。どこか頼りなかった辻つじ風かぜは急速に勢いと清涼感を取り戻し、全身にのしかかっていた重みも噓うそのように消え去った。

　──まさかアイギスの異常は、ネスト５の中だけで……？

　ネスト５から距離を取った途端に回復した出力を見れば、そう結論づけるより他にない。

　とにかく、この空を自在に翔かけ抜ぬける力は戻ってきた。タカトは耳の通信機に手を当てる。

「クラウディア、聞こえるか！　アイギスを装備してる戦士たちを、とにかくネスト５から外に飛ばせ！　ネスト５から離れれば出力が回復する！」

　そう報告し、タカトは剣を正面に構え、眼下から接近する無数の辻つじ神がみに改めて向き直る。

「時間は──俺おれが稼かせぐっ！」

　皆が駆けつけてくるまで、敵を引きつけネスト５に近寄らせないこと。これが今為なすべき使命だ。タカトの決意に呼応するように、ブラストホークの翼つばさが威風堂々と展開する。

　起動したウィングから超圧縮された辻風が吹ふき荒すさび、タカトを一気に前へと押し込んだ。

「うおぉぉぉぉっ！」

　遠目からはアリの大群が蠢うごめいているようだった敵影も、近づいてみれば一体一体が、獰どう猛もうな肉食の獣だ。

　機体特性である驚異的な加速力を最大限に利用するため、部隊内でのタカトの役目はもっぱら、加速からの強きよう襲しゆうと一撃離脱という、文字通り『鷹』のような戦法だった。

　ブラストホークは、辻神のコアの位置を見抜けるタカトの能力を万全に活かすべく、高速強襲からの一撃必殺をコンセプトに調整が為されている。

　よって、巨大な統とう率そつ種しゆを相手にする場合には真価を発揮するが、従属種の群れを相手取るとなると、一体を仕留めるのにも敵の群れの中に飛び込んでいく必要があるため、攻撃の瞬しゆん間かんに他の従属種に死角から接近される危険性が高まり、戦い辛いのが実状だ。

　更さらに、今はその隙すきをカバーしてくれる僚りよう機きがいない。

　だからこそ、こうした一対多の状況を想定して、タカトが編み出した戦法がある。

「さぁ、ついて来い！」

　辻つじ風かぜの出力を上昇させ、タカトは敵陣を掠かすめるように飛行する。当然、タカトという敵の存在を認識し、辻つじ神がみたちがその命を食い破ろうと、我先にと追ってくる。

　タカトは以前、鳥の大群が一斉に移動する光景が、巨大な龍に見える写真を見たことがあったが、今自分を追ってくるのはまさしく、従じゆう属ぞく種しゆの群体が形成する龍のようだった。

　だが、この状況こそタカトの狙い通り。

　タカトは大群の先頭を引き離した所で反転する。視界の中央に迫ってくるのは、こちらを追うために一直線に並んだ敵の群れだ。

「お望み通り、今その腹に入ってやる」

　不敵な笑みと共に剣を正面に構え、タカトはブラストホークの最大出力で、長大な龍の大おお顎あごへと突撃する。

　直線機動で最大の威力を発はつ揮きするブラストホークで多数の敵を同時に討うち破るには、敵を一直線上に並べ、正面からまとめて撃げき墜ついしてしまえば良い。ブラストホークの圧倒的な速度で突撃をかければ、従属種程度の相手なら止められるはずがない。

　かつて五十メートル級の統とう率そつ種しゆ、オルトロスの首を一撃で撥はね飛とばしたブラストホークの全開の出力で、タカトは無数の辻神たちに、正面から突撃を仕掛ける。

「はあぁぁぁぁぁっ！」

　鏃やじり型がたに展開した辻風の先端を、龍の鼻先に捻ねじ込こむように飛び込み、タカトは群体の龍の胴体を頭から一気に貫いていく。

　風に弾かれ、刃に抉えぐられ、次々と背後に吹き飛んでいく辻神たちを視界一杯に収めながら、タカトは速度を落とさず、群体の龍の尾まで走破し、再び晴れやかな蒼そう天てんの下に飛び出した。

「どうだ！」

　一網打尽とまではいかないまでも、効率よく多数の敵に打撃を与えられるように考えたこの戦法だったが、どうやら一定の効果はあったようだ。

　駆け抜けてきた背後で、群体の龍が体をくねらせてバラバラに空に散らばっていく。あの速度で正面から激突すれば、その衝撃は甚じん大だいだろう。気絶した従属種の一群が、海上へと力なく落ちていくのが見えた。

　今ので敵のおよそ六割ほどを無力化できたはずだ。残敵は再びまばらな群れになっていったものの、その規模は襲撃してきた時に比べ、かなり小さい。

　このままいける、と剣を握にぎりなおしたタカトだったが──再び飛び出す前に、妙なものが眼に映った。

「……何だ？」

　タカトの攻こう撃げきをしのいだ従じゆう属ぞく種しゆは、そのままタカトに攻撃を仕掛けてくるかと思いきや、フラフラとタカトを無視して、ネスト５の底とも言える、大地の下部に張り付くと、そのままじっと動かずに停止してしまった。

　メタルネットまで上昇して島内の人間を襲おそおうともせずに、ただ磁石に砂鉄が吸い寄せられるように、浮ふ遊ゆう大たい陸りくの大地へと身を摺すり寄せている。

　辻つじ神がみが人間を無視するという奇妙な状況に戸惑いながらも、動かないのなら好都合だと、タカトはもう一度突撃を仕掛けようとした、その時だった。

「……っ!?」

　ぞっとするような悪お寒かんが全身を襲うと同時に、タカトの胸の奥が強烈にざわついた。

　背後から、尋じん常じようでない『敵意を秘めた何かの視線』を確かに感じたのだ。

　振り向いた視線の先、それは音もなくそこにいた。

「な……っ！」

　しなやかで細長い胴体と、剣のように鋭するどく長い尾。小麦色の滑なめらかな体毛に包まれていながら、各部に流線型の天てん鎧がいを纏まとったその姿は、さしずめ狐きつねの化け物のように見える。

　やや離れた場所で、身動き一つしないまま、その十メートル級の統とう率そつ種しゆは、じっとタカトを見据えていた。

　タカトは辻神の気配を探知することが出来る。従属種の気配は微弱だが、統率種の気配に気づかなかったことはない。なのに、はっきりと姿が見えるまで接近を許すなど、タカトにとってはあり得ない事態だった。

　亡霊のように、見えているのに気配が感じられない。その衝撃は少なからずタカトを動揺させてはいたが、タカトの動きを完全に止めてしまったのは、そんなことが理由ではなかった。

「あいつ……あいつは……っ！」

　全身が総毛立つ。静かに微動だにせずこちらを見据えている統率種、蒼そう空くうの只ただ中なかで不気味に光る、その『藍あい色いろの眼光』に──見覚えがあったからだ。

　忘れるはずがない。見間違えるはずがない。

　五年前。タカトの故郷を、夢を、思い出を、家族を、血の色に変えた統率種。

　タカトから全てを奪い、地獄を見せつけた魔ま獣じゆう。タカトが暮らした土地に古くから残る伝説レジエンズで語られた、その名は。

「クトネシリカ……っ!?」

　こみあげる憎悪と共に、その忌いまわしい名前を口に出す。

　クトネシリカ。本来はタカトの故こ郷きように伝わる伝説に登場する、神獣を宿した宝剣の名前だが、あの狐は、その剣に宿っているとされた獣の姿に瓜二つなのだ。

　鮮烈にフラッシュバックするあの日の光景に、タカトは体の芯が凍り付いたような錯覚を覚えると共に、更さらにその奥底で、激しい感情が燃え上がるのを確かに感じた。

　今ここで、決着をつけたい。家族と故こ郷きようの皆の仇かたきを討うち、あの日逃げ出してしまった、弱く幼かった自分と決別するために。

　そして何より、助けを呼ぶ妹、ミサゴに背を向けてしまった自分の罪を償つぐなうためにも。

　だが、しかし。

　──駄目だ……抑えろ……っ！

　スカイアに入る前のタカトなら、躊躇ためらわず突っ込んでいただろう。だが今は、守るべき者と共に、その背に力ある者としての責任がのしかかっているのだ。

　今は大人しいようだが、従じゆう属ぞく種しゆはまだそれなりの数が残っている。タカト一人で統とう率そつ種しゆと交戦状態になってしまえば、雑ざ魚こに構ってなどいられなくなるだろう。メタルネットにまで上がられてしまっては、対処が遅れ、侵入される可能性の方が高い。

　クトネシリカもすぐに襲おそい掛かって来ないところを見ると、理性的に、こちらの出方を窺うかがっているようだ。刺激しなければ、援軍が来るまで時間を稼かせげるかもしれない。

　感情に任せて、戦力が大幅に落ちている今のネスト５からタカトが離れてしまっては、それこそネスト５は何の防備もなくなってしまう。

　憎しみの泥沼に足を踏ふみ入れるギリギリのところで、タカトはどうにか、心を闇やみに引きずり込もうとする憎悪の魔ま手しゆを振りほどいた。

「タカトくん！」
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　その時、タカトの背後で猛もう烈れつな雷鳴が轟とどろき、ネスト５の下部に張り付いていた従じゆう属ぞく種しゆたちが数体、落下していった。

　壮絶な憎悪とのせめぎ合いを辛かろうじて乗り越えたタカトの下に、ブラックレオンを纏まとったリンが舞まい降おりてくる。

「遅れてごめん！　あの統とう率そつ種しゆは？」

　猛たける闘とう志しをみなぎらせて、黒刀を抜いたリンがタカトの隣となりに並ぶ。

　対するクトネシリカは、増援のリンを厄介と見たか、こちらを嘲あざ笑わらうように甲高い鳴き声を上げると、優雅に尻尾しつぽを一振りさせて、真まっ直すぐに地上へと急降下していった。

「あれ？　逃げた？　珍しいね……」

　拍子抜けした様子のリンだったが、すぐに眼つきを鋭するどくし、残る従属種たちへと向き直った。

「本当にネスト５から出たら体が軽くなったね、雑ざ魚こ相手ならわたしたちだけでも十分やれる！　一緒に行くよ、タカトくん！」

「……はい！」

　心の靄もやが晴れないまま、タカトは一度だけクトネシリカが下りていった先を振り返る。

　まるで幻のように消え去ってしまった悪狐の姿を思い、タカトは剣を強く握り直すと、リンと共に残敵の掃そう討とうへと飛翔した。

　正しい判断をしたはずなのに、どうしようもない悔しさと、虚むなしさを心に感じながら。







　その後──辛うじて駆けつけてきた他の部隊員とも合流し、従属種の残党を狩り尽くしたタカトたちは、突とつ如じよ発生したアイギスの異変に不安を覚えながら帰投した。

　最優先の課題は、アイギスの出力が大幅に低下するこの状況を一刻も早く打開すること。

　支部内で最も練度の高い第一部隊が、長期遠征に出てしまっているということもあり、この状況は考えられる限り最悪の事態と言えた。

　辻つじ神がみの襲しゆう撃げき時じに出撃が遅れることを防ぐために、防衛を主な任務とする第三部隊を中心に、出力低下の影響が出ないネスト５外周の空中に部隊を布陣させ、その間に、クラウディア技術統とう括かつを筆頭に対策会議を開くという名目で、タカトたち、支部内の数名が集められた。

　つまりはネスト５の中で、辻神の支し配はい種しゆの存在を知る者が全員集まっていることになる。

「タカトさん、リンさん、お疲れ様でした！　大丈夫でしたか？」

　会議室の中央で、アイギスを外しただけの姿で急いでやってきたタカトとリンに、鍔つば芽めが椅い子すから立ち上がり、心配そうに声を上げた。

「久しぶりだね鍔芽。お陰様で何とか乗り切ったよ。けど、いつもよりアイギスの反応が鈍いから、もう汗だくでね……統率種が近寄って来なかったのはラッキーだったかな」

　汗で普段よりも肌にピッタリしたアイギススーツ一枚という、体のラインがはっきりした際どい格好のまま、リンが苦笑しつつ椅い子すに腰を下ろす。

「はっはー、タカトもご苦労だったな！　流石さすがは期待のエースといったところか？　くくく、全身タイツの英雄というのも、新鮮でいいじゃないか」

　会議室の奥、鍔つば芽めの隣となりでふんぞり返っているチャイムが、足を組んだ姿勢のまま、威勢良くタカトに声をかけてくる。が。

「……そんなことないさ」

　力のない微笑だけを返して、タカトも席につく。視界の隅で、チャイムが一いつ瞬しゆんだけ眼を細めたのが分かった。

「さて、改めて二人ともご苦労様。全員揃そろったわね」

　タカト、リン、クラウディア。そして、チャイム。これがネスト５で支し配はい種しゆについて深く知った人間たちだ。

　チャイムに関しては一月前の事件の後、タカトが鍔芽を初めとした支配種に関する事情を説明している。

　クラウディアは研究の対象として、鍔芽をスカイアの支部内で生活させようとしたのだが、鍔芽はどうしてもアクロポリスで暮らしたいと、頑として譲ゆずらなかった。

　仕方なく外部の人間に支配種のことを説明し、鍔芽の保護者、兼、監かん視し役やくという役目を引き受けてもらう必要があったのだ。

　──リーダーなら、仲間を守るって点においては絶対の信頼をおけるからな。

　人間の姿をした辻つじ神がみが存在する──支配種のことが公になってしまえば、人々の間でパニックが起こりかねない。当然アクロポリス内にも疑ぎ心しん暗あん鬼きの空気が生まれてしまうだろう。

　その危険性を理解した上で、鍔芽の身を守るために手を尽くし、かつ人間的な信頼がおける人物となると、チャイム以外に適任者がいなかったのも事実だ。

「えーっと？　チャイムさんでしたよね、お久しぶりです。タカトくんとジャール隊員からお噂うわさはかねがね。その節はどーも」

「こちらこそ。リンさんでしたね、うちのタカトとサルが世話になってます。ちょくちょくクラウディアに会いに支部には顔を出してるんですが、中々お話する機会がありませんね」

　あの事件で心に傷を負ったクラウディアのフォローをチャイムがしたこともあり、二人が友人として、たまに会っていることはタカトも知っていた。

「この女が一方的に会いに来ては、めぼしい物を持って去っていくだけだけどね……」

「はっはー、会いに来てくれて嬉うれしい癖くせに照れるな照れるな」

　そう言って、チャイムが隣となりに座るクラウディアの金髪をぽんぽんと叩たたく。

「り、リーダー……その人、一応この支部で一番偉い人だぞ……」

「ん？　そうか。私はこの宇宙で一番偉いんだが、それでも問題か？」

「……ならいいや」

　悔しさと恥ずかしさが入り混じった赤い顔をしているクラウディアの横で、高笑いするチャイムの姿は相変わらず過ぎて、何も言えなかった。

「ふはは、さて挨あい拶さつも済んだところで……私は退室させてもらう。実はもう鍔つば芽めから事態の触さわりは聞いているんだ。込み入った話になりそうだし、話を長引かせても悪いしな。鍔芽、タカト、後は任せるぞ」

　そう澄すました笑みで席を外したチャイムは、すれ違いざまタカトの頭に手を置くと、耳元で一言だけ「鍔芽の力になってやれ」と囁ささやいてから会議室を後にした。

「な、何か、噂うわさ以上に強烈な人だね」

　突き抜けた人柄に触れたリンの驚きの顔に、苦笑しながら頷うなずきを返す。鍔芽の件も含めて、あの人が味方についてくれて本当に良かったと心から思う。

　ただ──チャイムに支し配はい種しゆのことを話した時、オーバーリアクションを交えて、驚きよう愕がくしたフリこそしていたものの、本当に驚いているように見えなかったのが、少し気になっているが。

「こほん……いいかしら、本題に入っても。それじゃあ鍔芽。状況を聞かせてちょうだい」

　クラウディアの咳せき払ばらいで空気がリセットされ、視線が鍔芽へと集中する。

「はい。まずは突然押し掛けてきてごめんなさい。けど、緊急のお話があります……原因は分かりません。ですが……ネスト５を覆おおう辻つじ風かぜの結界が、綻ほころび始めているようなんです」

「結界に、綻び？　どういうことだ？」

　人間が生活をしていくには過酷な、高高度の上空に浮いている浮ふ遊ゆう大たい陸りくの中で、人々が問題なく暮らしていられるのは、浮遊大陸そのものを巨大な辻風の結界が守護しているからだ。

　しかし、その結界に綻びが生じているとはどういうことなのか。

「……タカトさんは感じていますよね？　今もまとわりついてくる、嫌な感じを」

「あぁ、さっきの地震の直前からだ。急に眩暈めまいみたいなものを感じて、それからずっと体が重くなったような、嫌な感覚がする」

「その嫌な感覚ですが……実は私も、あの一か月前の戦いの後からずっと感じているんです」

「あれからずっと？　な、何でもっと早く言わなかったんだ！」

「む、無理をしてたわけじゃありません！　初めは私も体調不良の一いつ環かんなのかなって思ってたんです。程度も軽かったですし、すぐに良くなるだろうって思いこんでて……だけど最近、体の調子が良くなってきて、ようやく分かったんです。この空気がのしかかってくるような感覚は、体の不調とは全く違うものだって」

　空気がのしかかってくる。鍔芽の的確な表現に、リンやクラウディアと、戸惑いの視線を交わす。

「私は辻つじ神がみの支配種。本来この浮遊大陸に暮らし、星の環境を安定させることが使命です。ただ、知っての通り……私はこれまで浮遊大陸で暮らしたことがありませんでした……なので上う手まくは言えないんですが、どうやら私たちには自然環境、特に、浮遊大陸の異変に関しては、本能的に危機を察知する力があるらしくて……」

　鍔つば芽めは支し配はい種しゆとはいえ、浮ふ遊ゆう大たい陸りくで暮らした経験がなかった。だから、具体的な自分の能力が把は握あくできないらしく、慎重に言葉を選ぶようにして続けていく。

　必死に言葉を紡つむいでいく姿からは、混乱させまいとする気遣いと、不安にさせたくないという優しさが伝わってくるようだった。

「辻つじ神がみの本能で、結界の異常に気付いたというわけね……まぁ信用するわ。けど、結論から言ってくれるかしら？　この先、一体何が起こるの？」

　焦じれたように鍔芽を急かすクラウディアの視線に、一いつ瞬しゆんびくっと体を震ふるわせてから、鍔芽はゆっくりと、その答えを口にする。

「綻ほころびによって、本来生物を守護する辻つじ風かぜの結界が、ネスト５の内側に不自然な負荷をかけています。それは多分、風の力に敏感な私や……タカトさんのような人ほど、はっきりとした負担となって表れるはずです」

　風の力を感じ取る特異な性質が、かえって体にとって負担になってしまう。それが、この体の重みの真相のようだ。

「恐らく風の異変はこの先もずっと続いて……むしろ酷ひどくなっていくと思います。アイギスの出力が上がらないというのも、ネスト５の結界が安定を求めて、内部で生じたアイギスの辻風を、抑え込もうとしてしまうから。このままだとそう遠くないうちに……ネスト５の内側で、空を飛ぶことが出来なくなります」

「そ、そんなことになったら……どうやって辻神と戦えばいいの！」

　リンが机に手をついて立ち上がる。鬼き気き迫せまる表情からは、隊長という責任ある立場だからこそ感じ取れる、明確な焦あせりが浮かんでいた。

　出力の完全な停止を恐れて、常に戦士たちを空中に配備するなど、文字通り、土台無理な話だ。安心して地に足を付けることが出来るからこそ、タカトたちはアイギスという翼つばさで飛び立つことが出来るのに。

「それだけじゃないんです。結界の綻びは、こうしている今も大きくなっていて、結界そのものが、どんどん不安定になっています。最悪の場合……結界自体が消滅してしまうかもしれません。さっきのあの地震は、ネスト５がバランスを失って、ほんの少し傾かたむいたことが原因です。まだ何とか持っていますが、もしこの先、結界が完全に消滅してしまったら、この空に浮遊大陸を安定して滞空させ続ける力が消えることになって……」

　高所で足を踏ふみ外はずした時のような、命を落とす恐怖の感覚が、全身を襲おそった。

「ネスト５が……落ちる？」

　その場の全員が、呼吸すら止めて、最悪の未来を幻げん視しした。

　現実を飲み込むまでの間、異様に長く感じる重い時間が続いた。風の異変の上から、更さらに不安という重石が、体の内側にまで負荷をかけてくるようだ。

「対策は？　何か出来ることはないの？」

　静寂を破ったのは、クラウディアの掠かすれた声だった。

「……ごめんなさい。結界を修復する方法があるかもしれないんですが……私には、どうしたらいいのか分からなくて……」

　浮ふ遊ゆう大たい陸りくで暮らしたことのない、未熟で幼い支し配はい種しゆ。一月前のダメージを引きずる体で、結界の異変と、それがもたらす危機に気づくのが遅れてしまったのは仕方がないことだ。

　だが、自分が何かしなければいけないのに、何の力にもなれない無力感に、鍔つば芽め本人が誰よりも強く打ちひしがれていることは、俯うつむいた力のない姿から嫌と言うほど伝わってきた。

「だけど……考えがあるんです！　辻つじ神がみには、環境や浮遊大陸の異常を察知して、それを何とかしようとする一種の防衛本能があることは、私が異変に気付いたことからも分かります」

　かつてミオが教えてくれた、辻神が自然環境を守るために、火を消し止めようと群がってくる習性と、同じようなものということだろう。

　上位種である支配種が異変に気付いた以上、その指揮下にある辻神が同じように異変を察知し、空に上がって来たというのは納得できる。

「そういえば、さっき襲ってきた従じゆう属ぞく種しゆたちも様子がおかしかったな……ネスト５の下部に張り付いてるように見えたけど、あれはもしかして、浮遊大陸を安定させようとして？」

「可能性は高いと思います。更に言えば、地上の従属種が異変に気付いているということは、地上に暮らす他の支配種の方々にも、この異変は伝わっているはず。そして私と同じように、何とかしなければと考えている方も、きっと沢たく山さんいるはずです。その中にこの異変を解決する方法を知っている方がいるかもしれません」

　そこで言葉を区切り、自分の中でより決意を固めるように深く息を吸ってから、鍔芽は一息にこう言い放った。

「だから──私が地上まで出向いて、他の支配種の方に、知恵と力をお借りしに行こうと思うんです！」

　驚きに眼を見開く一同だったが、確かに現状、他に有効な対策は思いつかない。鍔芽の一声が僅わずかな希望の光となって皆を包んだが、しかし、別の不安がすぐに浮かんできた。

「いや、けど……」

「分かっています。以前の……顎あぎ斗とのこともありますから……顎斗の思想は独特なものでしたけど、少なくとも人間を憎む支配種が、人間に協力しようとする私を疎うとましく思うのは、当然のような気もしますし……下手に協力を呼びかけて反感を買ってしまったら、私を含めて、またネスト５が他の支配種の標的になってしまう。それだけは絶対に避さけないといけません」

　迂う闊かつな行動は新たな危機を呼び込む事態にもなりかねない。それは確かだ。

「ですが一人だけ、私に力を貸してくれるかもしれない方を知っているんです！　地上で目覚めた私を見つけて一緒に暮らしてくれた支配種……いつも調べ物があると言って各地を飛び回っている方なんですが、月に一度。必ず決まった時期に、決まった場所に帰って来るんです」

「その支し配はい種しゆは、信用できるの？」

「少なくとも私が知る中では誰よりも聡そう明めいで、信頼の置ける方です。その方はいつも満月が近づくと、地上のとある湖へと戻ってきます。そこで私が合流して事情を説明出来れば、きっと力を貸してくれるはずです！」

　言葉に熱がこもる鍔つば芽めにつられるように、場の空気も少し温まる。だが。

「満月と言えば……あと三日しかないわね」

「となるとミッションは、鍔芽を伴った夜間の地上遠征。ってことになるね……ははは、これは大仕事になりそうだなぁ……」

　力の衰おとろえた鍔芽、つまりは非戦闘員を連れて。

　夜目が利きく従じゆう属ぞく種しゆの危険性が跳ね上がる夜間に。支配種の存在を知る極ごく少数のメンバーで、狂暴な辻つじ神がみがひしめく地上を、鍔芽を護衛しつつ、特定のポイントまで向かう。

　具体的な作戦を立てる前から、その難易度に頭が痛くなってきそうだった。

　だが、この作戦は見方を変えれば──。

「確かに大仕事ね……けど、支配種である鍔芽と共存する私たちが次に取る行動としては、至し極ごく自然な流れじゃない？　ネスト５の異常はともかくとして……他の支配種との平和的接触と、友好関係の構築。可能であれば、私たちが知らない多くの情報も手に入れたいところよね」

　確かに、ネスト５にとって。スカイアにとって。そしてゆくゆくは、人類全てにとって。重要な一手になることは間違いない。

　ネスト５の存続を賭かけて。人類と支配種が、一つの目的のために、初めて平和的に歩み寄ろうとする試みになる。

「……話は分かったよ鍔芽。その支配種は、どんな奴やつなんだ？」

　宝石のように蒼あおく澄んだ瞳ひとみをタカトに向けて、鍔芽が自身の恩人である名前を告げる。

「かつて私に多くの伝説レジエンズを語って聞かせてくれた、探究の風を操る高こう位いの支配種。名を……『冠かん照てら』様といいます」
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　満月まで残り三日。それまでに鍔つば芽めを交えた地上遠征の準備を万全にしなければならない。

　状況の整理を終えたタカトたちは、早速作戦会議を開いた。

　場所を移し、クラウディアの研究室の大きなテーブルには、鍔芽の記憶を元にして導き出した、目的地周辺の地図が広げられている。

「目的地となる湖はここ、細長い川のような水路が海まで伸びています。私が暮らしていた場所は……この川の中流付近にある、この辺りのはずです」

　全員で鍔芽が指差す場所を確認する。ポイントとなるのは、いかに安全かつ迅じん速そくに、鍔芽を伴って目的地まで辿たどり着くかだ。

「鍔芽はまだ力が完全に戻っていない。つまり、天てん鎧がい化かしたり統とう率そつ種しゆの召しよう喚かんが出来ない状態なのよね。更さらに問題はそれだけじゃなくて……鍔芽、貴方が支し配はい種しゆだからと言って、他の辻つじ神がみに襲おそわれないとは限らないんでしょ？」

　クラウディアの問いかけに、鍔芽が難しい表情で小さく頷うなずく。

「厳密には、襲われにくい……が正しいですね。辻神は同族殺しを極端に嫌うので、少なくとも私は、地上を徘はい徊かいしている従じゆう属ぞく種しゆには襲われないと思います。だけど……私がいるからといって、同行するタカトさんや、リンさんが襲われない保証は出来ません。支配種は、直接支配下に置いた辻神にしか命令権を行使できませんので、例えば私を無視して従属種たちがタカトさんたちを攻こう撃げきし始めたら、私は見ていることしか出来ないんです……」

　支配種を伴っていても、絶対安全、というわけにはいかないようだ。この辺りの話は以前、地上に降りた時に、タワーの内部で鍔芽に聞かされたこともあった。

「鍔芽がいるからって、空から堂々と目立ちながら目的地まで向かうってのは、危険が伴うのか……俺たちは、地上に暮らす支配種たちの状況をほとんど知らないし、どんな奴やつが、どこで、何を考えて潜んでるのか分からない以上、下手に目立つのはやめた方がいいな」

　支配種たちも、浮ふ遊ゆう大たい陸りくの異常には気が付いているはず。というのが鍔芽の見立てだが、ならばその浮遊大陸から人間と一緒に降りて来た鍔芽に、接触しようとする支配種がいてもおかしくないだろう。

　予期せぬ支配種との接触で、余計に話がこじれるよりは、まずは話の分かる相手とだけ穏おん便びんに接触したいところだ。

「うーん、万全を期きすっていうのも難しいよねぇ……もし、わたし達が襲われたら、鍔芽を守りながら戦うのは厳しいし。同行とは言うけど、具体的にどうやって地上に降りるのが一番良いかな？」

　この遠征の戦力は必然的に、タカトとリンに限られてしまう。

　可能なら鍔芽の存在や、ネスト５の現状を皆に伝え、それなりの人数を揃そろえた上で地上降下したいところだが、支配種の情報や、遠からずネスト５が滅ぶ可能性を安易に広めるわけにもいかない。

　それに、ネスト５の防御力が落ちている今、実力者を多数地上遠征に回してしまっては、ネスト５が丸裸になってしまう。戦力の消しよう耗もうは極限まで抑える必要があるのだ。

　高い生存率を誇る少数精せい鋭えいでの作戦となれば、、やはり動けるのはタカトとリンしかいない。

「地上に降りるだけなら、俺おれが鍔つば芽めを抱きかかえて飛んで行けば手っ取り早いんだろうけど、襲おそわれるリスクがあるんじゃ無茶だしな……空中で落としたらアウトだ」

「あぅぅ……私、本当にお荷物で、ごめんなさい……」

　指先を合わせながら涙目で唇を歪ゆがめる鍔芽を、リンがまぁまぁと慰なぐさめる。その横で、クラウディアは地図を見ながら目まぐるしく思考を回転させているようだった。

「幸い、目的地は川で海と繫つながっているわ。辻つじ神がみに発見されにくいルートなら、普段地上遠征の時に使う方法があるわよ。直接地上に降りるんじゃなくて、まず海上に降下してから、低空で目的地までの川に入るの。その後は低空を維持したまま進行するのが基本ね。まぁ辺りを海に囲まれた小さな島国だからこその手段だけど」

　何となく田舎者を馬鹿にするような言い方に、リンと並んでむっとするが、目的地までのルートは、これが妥当だろう。

「あの、実は一つ気がかりなことがあるんです。私がネスト５に来て、大体一か月になりますけど、そのせいで先月は地上の家を空けてしまっていますよね？　当然冠かん照てら様も会いに来てくれていたと思いますし、私の不在にも気づいているはず。もしかしたら、私の家に何かメッセージが残されているかもしれません。ひょっとしたら私を待ってくれている可能性も……」

「なるほどな。なら、水路の途中で鍔芽の家に寄って、冠照と合流出来なければ湖まで行ってみるって流れが正解だな。後の問題は……戦せん闘とうになった時の対応、か」

「いい？　敵と遭そう遇ぐうしたら場所や状況にかかわらず、即座に撤てつ退たいするのが原則よ。これだけは厳守してちょうだい。正直、ネスト５が滅ぶとしても……貴方たちがまとめて地上で死ぬことの方が、人類にとっての損失になるわ」

　冷れい徹てつだが、誰よりも大局を見たクラウディアの一言に、タカトも鍔芽も押し黙る。

　人類に友好的な辻神の支し配はい種しゆと、その支配種の力を宿した人間。その重要性と稀き少しよう性せいが世界にとってどれほど重大か、今更言うまでもないだろう。

「だいじょーぶ。タカトくんは頼もしいし、鍔芽もわたしが絶対に死なせたりしないから」

　安心させるように笑うリンの気遣いを、ありがたいと思いながらも、タカトは改めて自分の手を見下ろした。

　──俺たちの生存が最優先、か……そうだよな。

　軽率な行動や、考えの浅い判断は許されない。改めて、自分の双そう肩けんにかかる重圧を感じるタカトの隣で、クラウディアは少し考え込んでから口を開いた。

「私は、小型の探査船で向かうのを提案するわ。以前にタワーまで貴方たちを捜そう索さくに行った時のものね。黒く塗装すれば夜間目立たずに済むし、操縦も簡単だから練習すれば鍔芽でも乗りこなせるはずよ。これならタカトとリンは外で護衛が出来るし、非常時は装備された発はつ炎えん筒とうを撃うち出せば囮おとりになるから、撤てつ退たいの隙すきも作れるはず」

　それに、と指を立ててクラウディアは続ける。

「首尾よく冠かん照てらと合流し、協力してもらえたとして……どういう形の協力関係になるかは分からないけれど、冠照をここまで連れて戻ってくる必要が出てくるかもしれないでしょ？　けど、地上の支し配はい種しゆは軒並み衰すい弱じやくしているってことを忘れていない？　探査船が使えれば、それに冠照を乗せて無理なく帰って来れるはずよ」

　確かにあの戦いの時、顎あぎ斗とはそう言っていた。

　自分たちはもう、この空に──自力で故こ郷きように帰る力さえ残っていない、と。

「冠照様も気き丈じような方ですが……弱っているのは間違いありません。安全で確実にお運びする方法があるなら、それが一番だと思います」

　概おおむね、考えられる問題には対策が出来たように思える。だが、どうしても拭ぬぐいきれない不安が一つある。

「もしも、デカい統とう率そつ種しゆと遭そう遇ぐうした場合どうする？　攻こう撃げきされたら小型の船なんかじゃひとたまりもないし、撤退は当然としても、あの怪物ども相手に鍔つば芽め一人分の体重が加わったアイギスで逃げきるなんて、相当厳しいだろ」

「わ、私って、生死に関わるほど重いんですね……」

　ショックだったのか、自分のお腹の辺りを指でつつく鍔芽に、タカトが慌あわてて弁解する。

「あ、い、いや違うんだ鍔芽！　そういう意味じゃなくて、現実的な問題として……」

「……どうしてこう、地味に緊張感に欠けるの？　貴方たちは」

「まーまー、クラウディア。深刻になり過ぎても仕方ないんだしさぁ」

「貴方が一番心配なのだけれど、お分かりかしら、ブラックレオン？」

　クラウディアの冷めた視線に、矛ほこ先さきがこっちに向いたことに気づいたリンが、見事な速度で話を戻す。

「と、統率種と接敵した場合だよね！　……うーん、けどそこは難しいよねぇ。確率的には低いだろうけど、鍔芽を連れて統率種と戦せん闘とうになったら正直どうしようも……」

「まぁ、辻つじ神がみだらけの地上に向かうんだもの、どうしたって運頼みな部分はあるわ。それこそ神に祈るしかないんじゃない？　もっとも……万が一が許されるような状況でもないけど」

　求められるのは、少しでも高い確率で『撤退』出来る状況の構築だ。

「皆さん、ごめんなさい……せめてもう少し力が戻っていれば……」

　唇を嚙かみながら俯うつむく鍔芽の姿に、何か手はないだろうかとタカトは考える。

　真面目で責任感の強い鍔芽だ。自分にしか出来ないことがあり、絶対に失敗出来ない状況でもあるのに、自分のせいで作戦が滞っている現状は、タカトたち普通の人間では計り知れない悔しさがあるだろう。

　何かないだろうか。僅わずかでもいい、生存の可能性を上げ、スムーズに作戦を進めるための一手が。

　悩みながら机に手を突いた、その時──右腕の火傷やけどの痕が、微かすかに疼うずいた。

「……あ」

　皮肉にも、その火傷がもたらした閃ひらめきが、暗雲を晴らす一条の光明に思えて、タカトは自分に集まる視線を感じながらも、鍔つば芽めと真まっ直すぐに視線を合わせる。

　にやりと口元を歪ゆがめるタカトの表情は、スカイアという組織の中にいようとも、やはりダストデビルズの一員であることを思いださせるほどに悪戯いたずらっぽいものだった。







　同じ頃。ネスト５北エリア、アクロポリス。

「ふっふーん、リーダーってば太っ腹ぁ！　タカト様の自室の合鍵、遂ついにゲットォ！」

　ミオはチャイムから譲ゆずり受けたタカトの部屋の合鍵を振り回しながら歩いていた。

　タカトに会いに行きたいと散々駄々をこねたミオを黙らせるために、チャイムが渡したエサであるのだが、効果はてきめんだった。

「まぁ、この程度の鍵、開けようと思えば簡単ですけどねー。合鍵持ってるって、何かこう……特別な人？　みたいなえへへへへ」

　合鍵に頰を寄せながら、人ひと気けがほとんどない寮の階段を上っていく。

「タカト様もおサル先せん輩ぱいも中々帰って来ないんだし……タカト様のお部屋はあたしが隅々まで堪たん能のう……じゃなかった、お掃除しておかないと！」

　そんな言葉で一応の言い訳を作り、さぁ、どこから何をどうしてやろうか、と頰ほおを緩ゆるませながら部屋の鍵を開く。

　思いもよらない光景を見たのは、その瞬しゆん間かんだった。

「……え？」

　必要最低限の物しか置いていない、狭くて殺風景な部屋。そこがタカトらしいところでもあるのだが、今ミオの視界の中心に、一人の少女が立っていた。

　背格好は十歳くらいだろうか。部屋の真ん中で、開きっぱなしの窓と、風に揺れるカーテンを見つめながら、白い服を着た髪の長い少女がぽつんと佇たたずんでいた。

　傍はた目めから見たら幽ゆう霊れいか何かのようにしか見えず、しかし真っ昼間からそんな馬鹿なと、ミオは声も出せずに動きを止めてしまう。

「ぁ……えと……ここ、タカト様のお部屋で……」

　途切れ途切れのミオの声に、少女がゆっくりと振り向く。可愛らしい顔立ちだが、血色の悪い顔と、無感情な視線は本当に幽霊のようで、ミオの背筋を不気味な寒気が撫なでていった。

　何をしているのかとミオが尋たずねるより先に、少女はミオに向けて一歩を踏ふみ出す。

　音もなくミオに歩み寄ってきた少女は、ミオに向けて手を突きだすと、おもむろに服の上からミオの胸をやんわりと摑つかんだ。

「あんっ……えっ、ちょっと、何……」

　胸にかかる握力にむず痒がゆさを覚え、変な声を漏らしながら少女を振りほどこうとする。

　ふざけて、じゃれてくる子供を押し戻すような、優しい拒絶のつもりだった。しかし、その程度の微かすかな抵抗であっても、少女の瞳ひとみは苛いら立だったように細くなり、次の瞬しゆん間かん──少女がミオの体に手を叩たたきつけ、その途端、ミオの服が跡形も無く『弾け飛んだ』。

「えっ、うわっ!?」

　懐ふところで風が爆発したような、眼に見えぬ圧力に押し込まれてミオの背中が壁に激突する。

　威勢よく露あらわになった、豊かな胸の膨ふくらみを揺らすミオに、すかさず距離を詰めた少女がその腕でミオの体を押さえつける。

　──くっ……噓うそでしょ、何て力……っ！

　再びミオの左胸。心臓の上へと、少女が体温の感じられない手を直接当てた。

「……違う」

　初めて少女の声が耳に届く。その声に少しだけ落らく胆たんの気配を感じたが、次の瞬間、凄すさまじい殺意の込められた眼光で射抜かれ、ミオは反射的に、眼前の少女の危険性を理解した。

「このっ……女の子だからってぇ……気安く触んなっ！」

　獰どう猛もうな獣けものにも匹敵する狩る側の眼光だった。一瞬でも早くこの状況を打開しなければ死ぬ。

　ミオはまだ自由の利く足を振り、ブーツの踵かかとで壁を叩く。爪つま先さきから仕込みナイフを飛び出させると、その体目がけて一気に足を振り上げた。

　だが、年端もいかぬ子供の反応とは思えぬほどに、鼻先をかすめる紙一重でミオの暗器をかわした少女は、タカトの部屋の奥へと距離を取る。

　それと同時に、ミオの両腕が自由になった。

　──逃がすかっ！

　即座に愛用のワイヤー付きナイフを引き抜き、白はく刃じんの切っ先を少女目がけて投げつける。

　鉄線の尾を引きながら疾しつ走そうするナイフは、しかし機敏な動作で身を回した少女のすぐ脇をすり抜けた。

　ナイフがタカトの部屋の窓を粉砕し、強烈な破砕音が辺りに響ひびく。

　この距離でかわされた驚きよう愕がくに眼を見開くミオだったが、そんなミオとは温度差のある、冷たい問いかけが飛んできた。

「貴様は違うな……この部屋の主は、どこにいる？」

「言う訳ないでしょ。あんた、タカト様の何？」

　ここは三階。出入り口を背にしているのはミオだ。逃がしはしないと威い嚇かくするような声色で尋たずねたミオだったが、少女はその言葉を受けると、にやりと口元を歪ゆがめた。

「そうか……タカトというのか……」

　しまった、と瞠どう目もくしたミオの前で、少女は本当に幽ゆう霊れいのように薄く透き通っていき、やがて完全に見えなくなった。

「き、消えた……？　今の、何……？」

　気配は感じとれない。しかし、微かすかに視線を向けられているような感覚があった。

　警戒を緩ゆるめずに、砕けた窓に近づく。眼下では窓が割れた音に驚いた子供たちが集まって来ているが、特別、他の騒さわぎは起きていないように見える。

「タカト様を捜してるだけ……？　けど、どうしよう……」

　ようやく落ち着きを取り戻しつつあるアクロポリスで、また不ふ審しん者しやが入り込んでいるなどと騒いで不安を大きくするのは良くないだろうし、あんな幽霊、警戒のしようがない。

　チャイムが戻るまで様子を見つつ、アクロポリス全域に眼を光らせるしかなさそうだ。

「知らせなきゃ……けど、タカト様の邪じや魔まするのも悪いし……うーん」







　その頃、自分の部屋で戦闘が起きていることなどつゆ知らず、タカトは鍔つば芽めを待っているチャイムの下へと向かっていた。

　作戦決行まで残り三日。ただでさえ少ない時間の中で準備を整えなければいけない以上、鍔芽をアクロポリスに帰す時間も惜しいということで、しばらくは鍔芽を支部内に寝泊まりさせることが決まったのだ。

　アクロポリスには、周囲の環境を清浄化する力を持った『虹の花』が咲いている。そういう意味でも、鍔芽がアクロポリスで暮らすのは理に適かなっていたのだが、幸いにも、クラウディアの研究所内には、かつて顎あぎ斗とが使っていた大型の空気清浄機と、摘つみ取ってきた虹の花が満載された部屋が残っている。

　勿もち論ろん、人工的な設備であるため、自生している虹の花ほどの効果は見込めないようだが、そこで休めば、わずかながらでも鍔芽の回復効率は捗はかどるだろう、というのがクラウディアの考えだった。

　今日のところはチャイムを一人で施設に帰すことになる。タカトは外の芝生しばふの上で寝転がっているチャイムを見つけると、早足で声をかけた。

「リーダー、お待たせ！」

　むくりと上半身を持ち上げ、チャイムが退屈そうな顔でタカトを見つめてきた。

「ん……全く、私の人生をどれだけ浪費させれば気が済むんだ」

　口さえ開かなければ、という前置きが必要なのが難点だが、纏まとう怜れい悧りな雰囲気と、心にまで突き刺さりそうな鋭するどい視線は、誰しもが息を止めるほどの美び貌ぼうだと、改めて思う。

「話は済んだかタカト？　ふはは、えらいことになってるだろう？」

「あれを聞いて何で笑ってられるんだよ……」

　この人が不安そうにしているところなど見たことがない。だからこそ、傷を負った心に、不安という獣けものを飼っている、アクロポリスの孤児たちの帝王であり続けられるのだろうが。

「ひとまず、鍔つば芽めはしばらくスカイアで預かるから、悪いけど今日は一人で帰ってくれ」

「了解だ。一人寂しく帰るとするさ。で……どうにかなりそうか？」

「ヤバい状況なのは間違いないけど、一応打つ手はありそうだ。ただ……正直、今回はちょっと不安かな」

　リンがいるとはいえ、たった三人で地上に降りるのだ。まして、死が絶対に許されないときている。

「……なぁ、リーダー。俺おれたちは……いわゆる『生き残り』だろ？　これまでは、自分の命なんかどうだっていいから、せめて守りたい誰かのためにって、そう考えて生きてきた。けど今回は……いや、多分この先ずっと……軽々しく命を捨てることが許されなくなりそうだ」

　誰だって、死だけは避さけたいと思うだろう。だがタカトは──タカトたちは少し違う。

　大勢の人の死を経験した人は、自分が生きていてはいけないのではないかという、一種の強迫観念のようなものを抱いてしまう。

　俗にサバイバーズ・ギルトと呼ばれる症状だ。精神的に脆もろく、繊せん細さいで、多くの悲ひ劇げきを乗り越えてきた孤児が集うアクロポリスでは、そう珍しい事例ではないのだが。

「勿もち論ろんみんなに会えたから、死にたいって思ったことも、死のうとしたこともない。それでも……咄とつ嗟さに死を恐れずに行動出来る心っていうのは、これまで何度も役に立ったし、そういう人間であろうって思ってきた。けどさ……」

　丸腰であろうとも、生きて仲間の下に帰るため、蛇だ竜りゆうに挑みかかることが出来た。

　制御しきれぬスピードであっても、強大な双そう頭とう狼ろうに飛び込んでいくことが出来た。

　幽閉の果てに狂った神の陰謀に、たった一人でも立ち向かい、挫くじくことが出来た。

　スカイアに入ってから、タカトの華々しい戦果は、普通の人間では到底持ちえない勇気の賜たま物ものだと、誰かが言った。

　だが本当は違う。それらは全て──自分の命を軽視しているからこそのもの。

　疑問すら浮かばないほど身に沁しみ込んだ、自己犠牲の精神が生んだものなのだ。

「死ねないって、生きづらいよな……」

「……何かあったんだな？」

　凍えた心を解かすように、優しい口調でチャイムが問う。少し迷ったが、この人には伝えようと、タカトは落ちた視線のまま口を開いた。

「さっきの辻つじ神がみの襲しゆう撃げきの時……五年前、俺の故郷を焼き払った仇かたきがいた」

　悪狐クトネシリカ。あの藍あい色いろの眼光が、脳裏に焼き付いて離れない。

「飛びかかって、殺してやろうと確かに思った。けど……スカイアの一員として、勝手な行動はとれないって……結局、何も出来なかった。俺おれが殺したのは自分の心の方だった……きっと正しい判断だった。でもさ……俺が五年間溜ため込んできた、後悔とか、無力感とか。それって、そんな、ここ一か月くらいで生まれた正しさに、負けるようなものだったのかな……」

　あの日の、妹の悲鳴に背を向けて逃げ出した後悔と屈辱は、上うわ辺べだけの正しさに抑え込まれるほど、ちっぽけなものだったのか。

　だからといって、あそこでタカトがクトネシリカと戦せん闘とうを開始して、もし万が一のことがあったら、タカトの判断で多くの人間が死んでいたかもしれない。

　だがそれは、妹の──ミサゴの命に、優劣をつけてしまったことになる。

「自己満足のために、誰かを危険に晒さらす……そんなことが許されないのは分かってる。けど、奴やつを見逃してからずっと……頭の中の靄もやが晴れないんだ……っ！」

　五年経たった今でも、死んでいった故郷の皆のために、そしてミサゴのために何か出来ることがあるとしたら、この手でクトネシリカと決着をつける。理不尽に村を焼き払い、踏ふみにじった化け物を、完かん膚ぷなきまでに粉砕する。

　そんな復ふく讐しゆうしか、頭に思い描くことが出来ない。

　だからこそ、唯一の方法と、それを為なす絶好の機会を、みすみす棒に振ってしまったことをタカト自身、割り切れずにいる。

「……ごめん、リーダー。何か、色々あってごちゃごちゃで──っ!?」

　次の瞬しゆん間かん。チャイムが突然タカトを抱きしめた。驚きに、言葉も思考も全てが止まる。

「なぁタカト。お前の次の夢は何だ？」

　温もりを感じる中、耳元で問いかけられる。

「お前は夢を叶かなえてここに来たんだろう？　なら、この場所で描く次の夢は何だ？　叶った夢は消えて終わりか？　単なる日常のノルマになって終了か？　そうじゃないはずだろう。それがはっきりしないから、迷うんじゃないのか？」

　夢。それを定めて生きることが、ダストデビルズ最初の掟おきてだった。自分の行動の指針が、一体どこを向いているのか。

　体を離して、顔を赤くしているタカトの頰ほおに、チャイムが手を当ててくる。

「私には生まれつき家族がいない。だから、気持ちが分かるとは言えないし、説得力なんかないんだろうが……私はお前や、デビルズや、アクロポリスの皆を、本当の家族だと心から思っている。だから、お前が踏みとどまってくれて私は嬉うれしいよ」

　その微笑ほほえみに、胸につかえていた何かが、外れたような気がした。

　もし復讐に走っていたら。不安定な信念の下、誰のためでもなく、無為に命を賭かける戦いになっていたはずだ。

　デビルズ失格。仲間として──家族として──後ろめたさだけが残っただろう。

「リーダー……うん……ごめん。ありがとう、少しだけ楽になった」

「なーに、まともな神経で続けるのは厳しい仕事だろう、気にするな。この件が片付いたら、休暇でも取ってジャールとアクロポリスに帰ってこい。鍔つば芽めも一緒にみんなで祝勝会といこうじゃないか。ゆっくり話もしたいし、何より、いい加減ミオがうるさい」

　そう言って、チャイムは薄うす紫むらさき色いろの髪に指を通して、澄すんだ風になびかせた。

「ふっ……それに、お前もまだ秘密を隠してそうな雰囲気もあるしな」

　図星を突かれ、心臓が僅わずかに縮み上がる。

　支し配はい種しゆのことを説明する時に、一緒に話そうとはしたのだ。

　しかし、タカトが宿す『辻つじ神がみ化か』の能力に関しては、あの戦いを共にした者以外、デビルズの仲間にも話していない。

「……あぁ。事が済んだら、ちゃんと全部話す。約束するよ」

　それは勿もち論ろん、もし受け入れてもらえなかったらという、拭ぬぐいきれない恐怖が口をつぐませたのだが、覚悟を決めて、堂々と向かい合うべきなのだろう。

　しかし、隠し事と言うならタカトも気になっていることがある。

「リーダーこそ、クラウディアと組んでコソコソ何やってる？」

　チャイムは友人としてクラウディアによく会いに来ている。それは分かるのだが、どうもそれだけではなさそうな怪しい雰囲気に気付かないほど鈍くはない。

「……ふはは、私は私で叶かなえたい夢がある。それだけのことだ。それもいずれ話すさ」

　不敵な笑みを交わす二人の間には、もうデビルズとして馬鹿をやっていた頃の、居心地のいい空気が満ちていた。

「さて、そろそろ帰るとするか……鍔芽のことは任せるぞ。良い報告を待っているからな」

　それだけ告げて、チャイムは髪を翻ひるがえして去っていく。

　一人残されたタカトの心には、数分前まで靄もやで包まれていたのが噓うそのように、のびやかな日差しが降り注いでいるようだった。気持ちを切り替えてタカトも踵きびすを返す。

　過去へのけじめのつけ方も、全ては眼の前の危機を乗り越えた向こうにあるはずだ。

　待っていてくれる家族のためにも、今はただ自分にしか出来ないことを全まつとうするのみ。







　体にかかる結界からの負荷は未いまだに消えないが、それでも先ほどまでよりずっと足取り軽く、タカトは研究所内へと戻った。

　向かう先は屋内の実験場。クラウディアは最新鋭のアイギスを開発するのが専門だ。当然、開発中の機体を試運転させるための環境が必要になる。そのための設備だ。

「お待たせしました、リーダーは帰り……ま……」

　眼に飛び込んで来た光景に絶句する。

「──え、た、タカトさん……わ、きゃあぁぁぁぁっ！」

「ちょ、ちょっとタカトくん！　今ダメだってばぁ！」

　悲鳴を重ねながら、広々とした屋内実験場の隅で、一糸まとわぬ姿の鍔つば芽めとリンが揃そろって体を隠す。準備のために着替えている場に出くわしてしまったらしい。

　一点の曇くもりもない神聖さすら感じる鍔芽の無む垢くな裸体と、引き締まっていながらも女性らしい柔らかさを残しているリンの、惜しげもなく晒さらされた裸体が並んでいるという強烈な光景に、タカトは背後に吹っ飛びそうになる。

「……ノック」

　と、冷めた声でタカトを威圧しながら、横から進み出て来たクラウディアが会議に使う指示棒でタカトの顎あごを下から思い切り突き上げた。

「ぐ、す、すみませんでしたぁっ！」

　そのままクラウディアに締め出され、タカトは扉の外で尻しり餅もちをつきながら、恐ろしい眼光のクラウディアを見上げた。

「もし着替えてたのが私だったら処刑ものよ。後でブラストホークに自爆装置つけるから」

「ぐ……その、いつでも愛機を特攻兵器に変えられるみたいな脅おどし方、洒落しやれになってないぞ」

　爆風の鷹ブラストホークの意味が恐ろしいものに変わってしまう。

　着替えが終わるのを待つ間、クラウディアに、チャイムと会う時何をしているのか聞いても良かったのだが、今はすべきことに集中しようとやめておいた。

　そして数分後。

「あ、あの、お待たせしました……」

　物もの凄すごく恥ずかしそうな鍔芽に、消え入りそうな声で招き入れられて、タカトも眼を合わせ辛い中実験場へと入ると、制服に着替えたリンに半眼で睨にらまれた。

「むー……なーんかタカトくんには、いやらしい眼で見られることが多い気がするなぁ」

「タカトさん、あの……み、見たいならちゃんと言ってくれないと……」

「ほ、本当にごめん、なさい」

　気まずい空気の中、途切れ途切れの言葉でリンと鍔芽に謝罪する。

　とはいえ──鍔芽の方は思った通り、かなり様になっているようだった。

「えっと……準備は出来ました。いつでも飛べると思います！」

　鍔芽は今、汎はん用よう型がたのアイギスに身を包んでいた。

　事の発端はタカトの閃ひらめきだ。非戦闘員であり、辻つじ神がみの支し配はい種しゆであり、自分のコアが使えない。という懸念点にばかり気を取られ、思考が区切られてしまっていたようだ。

　その『前例』と、タカトは直接刃を交えたこともあったというのに。

『単純に、鍔芽にアイギスを着せて一緒に飛んでいけばいいんじゃないか？　負担がかかるだろうから、顎あぎ斗との時みたいに、鍔芽自身のコアは使えない。けど、それなら俺おれたちがやってるように、従じゆう属ぞく種しゆとか統とう率そつ種しゆのコアを使えば、鍔芽には負担はかからないはずだろ？』

　満点の解答を見つけ出した気になって、タカトも自信満々に微笑ほほえみ、それならすぐに試してみようと、リンがアイギスを、クラウディアは実験場の用意をしてくれたのだ。

「よーしっ、それじゃ早速試してみよっか！　と言っても、アイギスの本家元々の天てん鎧がいで飛べるんだから、むしろわたし達の方が教えてもらう立場になっちゃうかもね」

「そ、そんなことないですよ！　私なんて全然……」

　アイギスは様々な武装や機材を仕込んだ鎧よろいをベースに、辻つじ神がみを討とう伐ばつした際に辺りに散らばる天鎧の欠片を回収し、浮ふ遊ゆう大たい陸りくに伝わる技術でそれらを加工後、素体となる鎧と融合させることで完成する。

　戦闘時の利便性は増すが、製作の過程で天鎧が本来持つ『浮力』が弱まり、コアの出力を十全に引き出せる人間でなければ、全体的な推力が減げん衰すいしてしまうのがネックらしい。

　反面、混じりっ気のない純粋な天鎧を纏まとって空を飛ぶのが辻神だ。

　人間のように武器を持つ必要がない多種多様な怪物たちは、ただ純粋に強力な浮力を纏って空を飛び、辻風を最大効率で推力に変えて、爪つめや牙きばで獲物に襲おそい掛かってくる。シンプルであるが故に、その破壊力は人間にとっては脅きよう威いだ。

　──理に適かなった機能性のアイギスと、速度と威力に特化した天鎧、か。

「鍔つば芽めが自分の天鎧で飛ぶよりは動き辛いのかもしれないかもしれないけど、素人しろうとよりはずっと上手くやれるんじゃないかな？」

　考えてみれば、鍔芽はあの時ボロボロの状態だったにもかかわらず、リンと共にケルベロスの頭を一つ吹き飛ばしている。

　本人の性格もあるため、とてもそうは見えないが、鍔芽が全力で戦った時の破壊力は、最低でも出力全開のブラックレオンで戦せん闘とうするリンに匹敵することは既に証明されている。

　故に──今でこそ極限まで衰弱し、顎あぎ斗とですらアイギスに頼らざるを得ないような状況であるとはいえ──人と同じ知性を持って天鎧を操ることの出来る、支配種の『全盛期』の恐ろしさは、正に人じん智ちを超えただろう。

　四百年前。歴史の闇やみに消えた戦いの壮絶さを思い、タカトは押し黙った。

「じゃあ鍔芽、頑張って！」

　体調の不安はあるが、アイギスの制御や辻つじ風かぜの扱いなど、支配種であれば呼吸も同然にこなせて当たり前のはず。

　もしかしたら、タカトやリンなどよりも、ずっと信頼できる戦力になってしまうのでは。そんな期待に満ちた視線の中心で、鍔芽が気合いを入れた顔で構えた。

「そ、それじゃあ……いきます！」

　鍔芽も、これで誰にも迷惑をかけることなく、何より自分の力でタカトたちに協力できると張り切っているようだ。短いかけ声と共に、アイギスに包まれた華きや奢しやな体が一気に宙に舞まい上がり──。

「ふぎゃっ！」

　そのまま一切の減速なしで、頭から実験場の天井に突っ込んだ。

「……えっ!?」

　一いつ瞬しゆん、何が起きたのか理解できず、リアクションが遅れた。

　バタバタと足を震ふるわせた鍔つば芽めが、次の瞬間、吹き口が解放された風船のような滅茶苦茶な機動で実験場の中を縦横無尽に飛び回り始めた。

「きゃあぁぁぁぁっ！　た、タカ！　タカトさ……ひゃ、あ、ひいぃぃぃぃぃっ！」

　体中ありとあらゆる部分を壁に打ち付け、激突するアイギスから火花を散らしながら空間を飛び回る鍔芽の余りの酷ひどさに、タカトたちも止めに入ることすら出来ず、芸術品に見入るような心持ちでその場に突っ立っていた。

「……あれは……駄目、ですかね」

「あははははー……あれは流石さすがにフォローしきれないかもね……」

「生まれたての稚ち魚ぎよがあんな風に水槽を泳ぐのを見たことがあるわ」

　支し配はい種しゆが自分のコアを使った天てん鎧がいで空を飛ぶのと、人の手が加えられたアイギスに、借りもののコアで空を飛ぶのとでは、見ての通りの違いがあるということだろうか。

「ま、まぁ、翼つばさの折れた鳥に、別の鳥の翼をいくらくっ付けても、飛べるようにはならないよね……」

　リンのすんなりと納得のいく例えを聞いて、タカトはため息をついた。

　思いついた時は名案だと思ったのだが、これでは余計に危険だ。主にタカトたちの方が。

「となると、この作戦は駄目かー……おーい鍔芽、戻っておいでー」

　進み出たリンが手を振って鍔芽を呼び戻すと、光線が鏡に乱反射するような軌き道どうを描いて、猛スピードで鍔芽が突進してきた。

「きゃあぁぁぁぁっ！　あぶ、あぶっ！　危ないですぅぅぅぅっ！」

「ほいっ、と」

　流石の反射神経と言うべきなのか、リンは生身のまま、すれ違う瞬間に鍔芽のアイギスからコアだけを抜き取り、側転しながら鍔芽を回かい避ひした。

「ふにゃっ！」

　結果、勢いを殺す術すべも方向転換する術も失った鍔芽が、頭から壁に突っ込んで、ずるずると床に落ちてきた。

「大丈夫か鍔芽！　ご、ごめんな、名案だと思ったんだけど」

「うぅ……こ、こちらこそ、すみませぇん……」

　腰が抜けたのが、ぺたんと座り込んだ鍔芽を助け起こそうと、脇の下に腕を差し込んで一気に持ち上げたタカトだったが、その時。

　羽毛布団のように呆あつ気けなく、鍔芽の体が持ち上がった。

　驚いて、何の重さも感じないまま、子猫のように身を縮めている鍔つば芽めの体を揺らす。

「あ、そうか……何もコアを使わなくても、重さを消すだけならアイギスだけでいいのか。なぁ、鍔芽にアイギスだけを装着させて行くっていうのはどうだ？」

　緊急時、タカトかリンが鍔芽を抱いて撤てつ退たいするのであれば、少なくともこれで重さの問題は解消される。スピードの面で不安はなくなるはずだ。

「……危なっかしいけど、確かに悪くないと思うわ。それでいきましょう」

　抱きかかえた鍔芽に微笑ほほえみかける。あとは非常時に迅じん速そくな撤退を心がけるだけだ。

「後は探査船の操縦方法を鍔芽に教えれば、一応の準備は完了かしら。まだ三日あるんだし、間に合いそうね……それじゃ、鍔芽。早速で悪いけど、船の操縦を教えるわ」

　既に実験場の傍かたわらには、クラウディアが用意した小型の探査船が停泊していた。

　アイギスを着たまま気合いの入った顔で乗り込む鍔芽に続いて、クラウディアも船内に入っていく。中で一緒に操縦方法を教えるらしい。

「よーし……頑張ります！」

　次の瞬しゆん間かん。急発進した探査船が一気に壁に突っ込んだ。

「何で!?」

　開始早々の衝しよう撃げきに、思わずタカトとリンが声を漏らす中、数秒後にたんこぶを作ったクラウディアが見たこともないほど不機嫌そうな顔で降りてきた。

「……思わぬ形で殺されそうになったわ」

「ごめんなさいごめんなさい！　次は安全運転しますから見捨てないでくださぁぃ！」

　船の中から鍔芽の必死の謝罪の声が響ひびく。

　結局、無線で操縦の指示を出すことになり、ようやく鍔芽の操縦がマシになってきた頃にはもう夕方近くになっており、折角の探査船はへこみ過ぎて一回り小さくなっていた。







　かくして、作戦決行日までの三日間は瞬またたく間に過ぎていった。

　クラウディアの研究室で寝泊まりしながら、連日練習に明け暮れただけあって、鍔芽のダイナミック安全運転もかなり安定してきたようだ。

　タカトもリンと二人で、鍔芽を交えた様々な状況を想定し、この三日間は特殊訓練という名目で、リンと共に研けん鑽さんを積む時間が続いていった。

　支部内でもアイギスを初め、一部適性の高い人間が、タカトと同様の不調を訴えることもあり、段々と見えない異変が形を帯び始めてきている。

　幸いにも辻つじ神がみの襲しゆう撃げきはなかったものの、不安ばかりが募っていく現状は、一刻も早く打開しなければマズイだろう。

　そんな中で──一つ大きな転機があった。

「良い報告が入ったわ。遠征中の第一部隊が急きゆう遽きよ帰投することが決まったみたい」

　クラウディアが支部内に流した放送で、沈みがちだった支部内の空気は一変した。

　第一部隊は支部内で最も練度の高い部隊、すなわち精せい鋭えい部隊である。戦力が大幅に低下しているネスト５にとって、この報告は何よりの吉報だ。

　更さらにこの連絡を、クラウディアは実に上う手まく利用してみせた。

　そんな話は一言もなかったというのに、アイギスの出力が低下するこの事態に関して、第一部隊が遠征先である他の浮ふ遊ゆう大たい陸りくから、似たような状況に関する対応策を調査してきてくれる、という噓うその報告を支部に広めることで、支部内の士気と活気を取り戻させたのだ。

「首尾よく結界を修復できても、支し配はい種しゆのことを公に出来ない以上、いつまた原因不明の出力低下が起きるかという不安が残ってしまう。けど、第一部隊が似た事例の解決策を持ち帰ってくれたお陰で、異常が解決した……という流れなら、誰もが納得するはずよ」

　後々の不安まで払ふつ拭しよくするための、最善の一手だったというわけだ。

「それに第一部隊は、大型の武装輸送船を使って遠征に出ているわ。万が一作戦が失敗して、ネスト５の滅びが避さけられなくなった場合。その船を使えば、より多くの住人を他の浮遊大陸に安全に避難させることが出来るはずよ」

　最悪の結末が待っているとしても、この場所で暮らしている沢たく山さんの人たちの命は、きっと救い出すことが出来るはずだと、クラウディアは語った。

　アクロポリスで帰りを待っている皆のことが気がかりだったが、それを聞いて、タカトも安心して作戦に臨むことが出来そうだった。

「さ、支部内の士気も上がったところで……いよいよ、決行ね」

　時刻は夕方。あと二時間もすれば完全に日が沈むだろう。

　タカト、リン、鍔つば芽めの三人は、沈んでいく夕陽を浴びながら、作戦決行の時を迎えていた。

　地上への降下後、鍔芽の家へ立ち寄り、そして月が昇る頃に湖へ。時間帯を考こう慮りよした結果、この時間に出るのがベストだという結論に達した。

　空は晴れ渡っており、満月というのであれば、夜間でも最低限の光源は確保できる見込みがあった。移動に関して問題が生じることはなさそうだ。

「鍔芽のアイギス、装着終わったよ。わたしのレオンも万全！　いつでもいけるよ！」

　そう言って、黒髪を後ろで結んだリンが、ブラックレオンを纏まとった猛たけ々だけしい笑みを見せてくれる。いつも通り、この笑みを見るだけで全身に活力がみなぎってくるようだ。

「いけるか？　鍔芽」

「はい……大丈夫です！」

　ここ数日の訓練で、鍔芽もアイギスを纏った自重の無い動作に慣れてくれたようだ。

　出来る準備は、これで完了したはず。

「探査船が無線の中継役になってくれるわ。船が無事な限り、地上でも私の無線は届くはずだから、状況は逐ちく一いち報告してちょうだい。以降、指示は通信室から飛ばすから」

　そう言って、クラウディアは研究所の奥へと向かった。

「探究者、冠かん照てらかぁ。力になってくれるといいね」

「……きっと大丈夫です。私の話なら聞いてくれるはずですから」

「その冠照って人とは仲間……っていうか、友達だったのか？」

　地上で接触できたとしても、その先の交渉は鍔つば芽めに任せるしかない。

　鍔芽が、聡明で信頼のおける人物と断言したのだ。話の分かる相手なのだろうとタカトも思ってはいるが、具体的にどんな性格で、鍔芽とどんな時間を過ごしてきたのか。立ち入って良い話なのかも定かではなかったため、敢えて追及を避さけてきた。

「友達……そうですね。たまに会いに来てくれる親戚、のような感じでしょうか。家にこもりがちだった私に、いつも沢たく山さんの本を届けてくれて、楽しい話を沢山聞かせてくれて……」

　物思いに耽ふけるように、鍔芽が眼を閉じる。

「冠照様は探究者。知らないことや、知りたいことを、何でも貪どん欲よくに知ろうとする人でした。目覚めてから右も左も分からなかった私を見つけて、住む場所と、世界のことを教えてくれて……私にとっては、自分の足で世界中を巡り歩いて、自分にとっての世界を広げていく冠照様が、とても格好良く見えていました」

　そんな風に話しながら、鍔芽は胸元の銀のロケットを握にぎり締しめた。

「私もいつか自分の手で、沢山の物語を紡つむいでいこうって……そんな夢を私に魅みせてくれた、大切な恩人なんです」

「……そうか。なら、胸張って会いに行かないとな」

「はい！」

　恩人であり、憧あこがれの人。それが鍔芽にとっての冠照の人物像のようだ。

　タカトにも一人──記憶の底に、そういう人がいる。

「そ、それじゃ、中で準備しますね。二人とも、よろしくお願いします！」

　危なっかしく探査船の中に入っていった鍔芽を見送り、残されたタカトとリンは、殺風景な船の発着場を見渡した。

　やはり、いつも部隊を組んで出しゆつ撃げきする時とは比べ物にならないほど頼りなく感じる。

「たった三人で地上遠征かぁ。本当に前代未聞だね……せめて『ルーガー隊長』がいてくれれば、随ずい分ぶん違ったんだろうけどなぁ」

「ルーガー隊長って、第一部隊の隊長でしたよね？」

「うん、まだ会ったことないんだっけ？　あー、でもそうか。長期遠征に向かったのが一か月くらい前だったから、タカトくんとは丁度入れ違いだったんだね」

　腕を組んで小首を傾かしげるリンに、クラウディアからの通信が入った。

『あんなセクハラ男どうだっていいわよ。まぁ情報の扱いに関しては信用できるから、いずれ支し配はい種しゆに関することは明かした方がいいでしょうけど』

　セクハラ？　とタカトは首を傾かしげる。第一部隊隊長。ネスト５の戦士の中で、最も信頼を集める人物とは、一体どんな人なのだろう。

『無駄話はここまでにしましょう。こっちの準備は出来たわ』

「よーし、それじゃ……いっちょ気合い入れて行こうか！」

　掌てのひらを拳こぶしで叩たたき、リンが高らかに宣言する。

　タカトとリンは探査船に同乗せず、船の傍そばを追つい随ずいしながら、周囲の警戒と護衛の役を引き受けることになっている。この先はずっと飛びっぱなしだ。

　探究者、冠かん照てら。果たしてネスト５に渦巻く暗雲を吹き晴らしてくれる存在なのだろうか。

　全てはこの空の下、神のみぞ知ることだ。

『出しゆつ撃げきゲート開けるわよ。それじゃ三人とも……必ず帰ってきてね』

　珍しく柔らかなトーンで告げられると同時。開いた出撃ゲートから外気が流れ込んできた。

「は、発進します！」

　作戦、開始──。







　落ちていく日差しに照らされながら、リンと並んで探査船のすぐ上を飛ぶ。鍔つば芽めの操縦も、機体がふらついたりすることもなく、安定して航行出来ているようだ。

「そういえば、この三人で地上に降りるの二回目だね。本当、不思議な縁を感じるなぁ」

　鍔芽に救われる形でリンと地上に降りた時。支配種のことを知らされるなど色々あったが、印象強く残っているのは、地上のあちこちにそびえるタワーに辻つじ神がみが封印されていたという事実と、地上にひしめく従じゆう属ぞく種しゆの荒々しい眼光だ。

　──結局、人類が和解の約やく定じようを破って辻神を封印した理由は、分からないままだよな。

　裏切られ、四百年の眠りに追いやられた支配種たちの失望と怒り。

　絶対不可侵の聖域であった浮遊大陸を、我が物顔で占有する人類への憎悪。

　汚れた環境を清浄化するべく、命を削らなければならない支配種たちの焦あせり。

　探究者と呼ばれる冠照と話が出来れば、その辺りの歴史も、詳しく聞くことが出来るだろうか。

『聞こえる？　そろそろ海面よ。出来る限り低空で、目的の水路へ向かって』

「感度良好だよクラウディア。ナビはよろしくね」

　ゆっくりと減速しながら、澄すんだ海の上に舞まい降りた。潮の香りを吸い込んで、遠くで飛び跳ねるイルカの群れを眺めながら、目的地までの進路を確認する。

「鍔芽、ルートは頭に入ってるよね？」

「はい、ばっちりです！　……な、何だか、私もスカイアの一員になったみたいでドキドキしますね」

「はは、そうなってくれれば頼もしいけど……鍔つば芽めにとっては厳しい戦いだろ」

　向かってくる同どう朋ほうを、その手で打ち倒す戦いになる。

　そんな戦いに鍔芽を巻き込むことは、二度としたくはない。

「最短経路で向かうよ。陸地が近づいてくるまでは速度を上げていこう」

　降下から、水平方向への転換も無難にこなし、いよいよ日本の大地を目指す。

　陸地に近づき、見えてくる地上の景色が大きくなってくるに連れて、世界そのものを戦場として舞まう自分たちが、如い何かに小さい存在なのかを思い知る。

　迫り来る、人類の天敵がひしめくフィールド。

　タカトたちの口数も自然と少なくなり、緑豊かな美しい景観の中へ飛び込んでいくというのに、その心から安らぎや余裕は、刻々と削り落とされていく。

「ここが目標の水路だね。このまま北上するよ」

　無事に水路へ侵入を果たしたが、全てはここからだ。川幅は広いが、水路沿いの道は延々と生い茂る木々に埋め尽くされており、あまり視界が良くない。

　いつ物陰から辻つじ神がみが飛び出してくるかという張り詰めた空気の中、唯一の道標となる水の流れを頼りに、鍔芽がかつて住んでいたという家を目指して、息を潜ひそめて進んで行く。

「あの、タカトさん、リンさん。作戦会議でもお話ししましたが、私が狙われる可能性は低いと言えます。けどもし想定外の事態になったら……迷わず私をおいて逃げてください」

　それは、本当に最悪の状況が訪れた時の、最悪の判断となる。

「アイギスには発信機がついていますし……きっと迎えに来てくれるって信じてます」

「……分かってる。けど鍔芽、みんなで一緒に帰ろうな」

「はい、必ず！」

　鍔芽をおいて逃げるようなことは、絶対にあってはならない。神経が削られるような思いで、辺りに耳を澄すませ続けた。

「タカトくん、敵の気配は感じる？」

「大きな気配は感じませんね。静かすぎて、逆に気味が悪いですけど」

　物音を立てないように、目立たないように、出来る限りのスピードで水路を上っていく。

　段々と、夜の闇やみが辺りの景色を蝕むしばんでいく。そびえ立つ木々の上に出れば、水平線にはもう巨大な月が見えるだろう。

　と、タカトがそんなことを考えていた時だ。

　突然、タカトたちの行く手を横切るように、天てん鎧がい化かした一匹の鹿が飛び出してきた。

「来た！」

　ギリギリまで張っていた緊張の糸を突然弾はじかれ、即座に剣を握にぎり締しめるタカトと、ブラックレオンの短たん槍そうを展開するリンだったが、しかし。

「待ってください！」

　鍔つば芽めの強い制止で、タカトはリンと同時に体の動きを止めた。

　鹿は川の水面に立って、こちらをじっと見据えると、何事もないかのように川の水を口に含むと、そのまま幻げん獣じゆうを思わせる軽やかさで、再び森の中に入っていった。

「……ふぅ。心臓止まるかと思ったよ」

　従じゆう属ぞく種しゆの中にも好戦的ではない種族もいるらしい。勿もち論ろん、上位の辻つじ神がみから直接の命令を受けたり、自己防衛のためならば迷わず攻撃してくるだろうが、従属種は野生動物が辻神の支配下に入った、というだけで、基本的にその生態は辻神になる前と大差ないようだった。

「良かった。出来れば、戦いたくなんかないから……」

　呟つぶやく鍔芽の声に、タカトも安あん堵どのため息を深く吐きながら、腕に込めていた力を緩ゆるめた。

　その瞬間──。

　気を抜いた隙すきを突くように、タカトの背に巨大な大おお顎あごを開いた何かが『水中から』飛びかかって来た。

「なにっ!?」

　強烈な衝撃にタカトがバランスを崩し、つんのめりながら引きずり下ろされるように川へと落下する。

　──わ、ワニ!?

　薄暗く、しかも水中で気配が隠されてしまっていたのだ。眼を凝こらせば水面のすぐ下に、ゴツゴツとした長い体たい軀くをしならせながら、獲え物ものをつけ狙っていたらしいワニの群れが円を描くように泳いでいる。

　ただでさえ堅けん牢ろうな皮ひ膚ふと、強きよう靭じんな牙きばを持つ肉食生物。それが天てん鎧がい化かした従属種となって水中に潜ひそんでいたのだ。

「タカトくん！」

　リンが飛び出し、タカトが水に落ちる寸前で、ワニの大顎を黒刀で弾き飛ばす。どうにかワニは体から離れたが、その時、何かが割れるような音と嫌な衝撃が体に走った。

「こ、のぉぉぉぉっ！」

　真しん紅くの稲いな妻ずまを纏まとったリンが、強烈な電圧を振り抜いた黒刀に集中させ、一気に水面へと突き立てた。水を伝って広範囲に炸さく裂れつした電撃が、水中のワニたちを一気に気絶させる。

　無惨に腹を上にして浮いてくるワニたちに、ひとまず伏兵の一いつ掃そうは出来たようだが、安心する暇もなく、タカトは次の危機を感じ取った。

「り、リンさん！　今ので近くの辻つじ神がみがこっちに気づいた！　群がってくる！」

　まだ囲まれるまでは僅わずかに時間がある。タカトは鍔芽の乗る船に手を叩たたきつけて叫んだ。

「飛ばせ鍔芽！　まだ間に合う！」

「は、はい！」

　リンと並び、船を押し出すように一気に加速する。

　その後どうにか追つい撃げきの眼は撒まくことが出来たらしく、再び戻ってきた静けさの中で、全員が揃そろって息をついた。

「タカトくん、それ……」

　一いつ瞬しゆんの気の緩ゆるみから、時間にして、ほんの十数秒。たったそれだけの時間で──。

「……すみません。やられました……」

　切り札になる、タカトのブラストホークの翼つばさが片方、大きく破損していた。

『二人とも生きてる!?　状況は？』

「……ウィングが破損した。まだ使えるとは思うけど、多分、十秒も持たない」

　デリケートな機体だ。傷ついた状態で展開すれば、その出力にウィングの方が耐え切れず吹き飛んでしまうだろう。加速中に片翼が吹き飛べば、いくらタカトでも制御できない。

「どうする？　一度戻って立て直そうか？」

「……鍔つば芽め、家まであとどれくらいだ？」

「あ、あと一キロほどです。間もなく見えてくる頃だと思うんですが……」

　ここまで来て引き返しても、ウィングの修復には時間がかかるだろう。別のアイギスで再挑戦する手もあるが、さっきの騒ぎで、このルート上の辻つじ神がみは増えているはず。一からやり直しても、作戦成功の確率は大きく落ちてしまうはずだ。

「……リンさん。とにかくこのまま鍔芽の家まで行ってみませんか？　鍔芽の言う通り、そこで冠かん照てらに会える可能性もあるんだし、メッセージだって残されてるかもしれない。立て直すのは手がかりを探した後でも間に合います。俺おれなら……まだ、戦えますから」

　この場で決定権を持つのは、隊長であるリンだ。リンは少し考えた後、頷うなずきを返した。

「うん、その方がいいだろうね。クラウディア、作戦続行。鍔芽の家まで行ってみる」

『……了解。撤てつ退たいが最優先だってことを忘れないで』

　こうして、進行が再開された。一瞬の油断が命取りとはよく言ったものだ。最大の脅きよう威いは常に自分の中にいることを、改めて痛感させられた。

　決行される時、必ず練度の高い精せい鋭えいたちが揃えられる地上遠征。その危険性と、重要性は言うまでもない。

　辻神の生態研究や、廃都と化した各地の街から有益な物資を回収する任務。地上にもシェルターや基地を建造する計画があったり、他にも食料を確保出来る土地や、安全な土地がないかの探索など、地上遠征の持つ重要性と、人々からの期待値はかなり高い。

　いかに優れた素質を持っていても、慢心はこの場所において単なる付け入る隙すきに過ぎない。そのことを思い知るには、失った武器は大きすぎるような気がした。

「……あ、見えてきました！　あれが私の家です」

　弾んだ調子の鍔芽の声に、前方を注視する。

　思えば、鍔つば芽めの家がどんな家なのかは聞いていなかった。辺りの自然豊かな景観から、川辺の別荘地か何かだろうと考えていたが、見えてきた鍔芽の『家』の姿に、タカトとリンは思わず眼を丸くした。

「え？　え？　あ、あれがそうなの？」

　心が洗われるような景観の只ただ中なかに、突とつ如じよとして飛び込んできたその家は、周囲の景色とあまりに不釣合いな、重々しく、そして物々しい巨大な建造物だった。

「あれって、昔の軍隊の基地じゃない？」

　数年前。まだ地上で辻つじ神がみとの苛か烈れつな攻防戦が繰り広げられていた頃に建造されたらしい、堅けん牢ろうな軍隊の前線基地が、重苦しい沈黙を纏まとって、ひっそりとそこに佇たたずんでいた。







　探査船を川辺に停泊させ、タカトとリンは鍔芽に案内されるまま、寂れた軍事基地の中へと誘われていった。

　確かに、ここなら人目にもつかず、辺りは従じゆう属ぞく種しゆがどこから飛び出してくるかも分からない森林だ。地上の人間が大幅に数を減らした今、支し配はい種しゆが身を隠すには絶好の場所だろう。

　間もなく完全に日が落ちるが、頼りない陽ひ射ざしに照らされる軍事基地の外壁には、幾つも巨大な傷跡や、焼け焦げた跡などが生々しく残っており、こんな辺へん鄙ぴな場所でも、かつて繰り広げられた戦いの凄すさまじさを推し測ることが出来た。

　沈んでいく夕陽と、廃はい墟きよと化した基地。ここ十数年の人類の敗走を物語るような、物悲しい雰囲気が満ちている場所だ。

　鍔芽が、くすんだ外壁に手を当てて呟つぶやいた。

「本当は、お掃除しようかなと思ったんですけど……この場所にもあったはずなんです。譲ゆずれないものを守るために戦った、英雄たちの伝説が」

　リンも沈んだ表情で軍事基地を見上げ、無言を貫いている。

「簡単に塗ぬり潰つぶして良い物じゃないって、そう思うんです」

「……そうだな」

　せめて、弔とむらってやることは出来ないだろうか。そんなことを考えたタカトだったが、それなりに大きな基地だ。残念だが、とてもそんな時間はないだろう。

　──弔い、か……。

　今、タカトの故郷はどうなっているだろうか。きっと、村もほとんど雪に埋もれてしまっただろうし、今の時期は雪も解け始めて、家屋はどれもボロボロだろう。

　墓も立ててやれないまま、今も皆、冷たい雪の地で眠り続けている──。

『ちょっと、いつまで感傷に浸っているつもり？　残酷なようだけど、そんな場所世界中に、それこそ腐るほどあるわ。一々落ち込んでたらキリがないわよ』

　痛烈なクラウディアの言葉に奥歯を嚙かむが、今は、クラウディアが正しい。

「鍔つば芽め、案内してくれ。冠かん照てらはここにいそうか？」

　顔を上げて鍔芽に問いかける。だがタカトはもう、その問いかけの答えに気づいていた。

　今、この基地内に支し配はい種しゆの気配は、ない。

「気配は……しません。けど、私がいつも使っていた書斎があるので、そこに行ってみましょう。冠照様も、ここに来た時はいつもそこに顔を出してくれるので」

　メッセージがあるとすれば、そこに違いない、とのことだった。

「……あれ、リンさん、どうかしましたか？　行きましょう？」

「うぇ!?　う、うん、大丈夫だよ、何でもないよ！」

　不意にタカトに呼びかけられて驚いたのか、やけに大げさな身振り手振りで応えたリンが、そそくさとタカトの後ろに続いた。気のせいか、若じやつ干かん顔が青ざめて見える。

「この先です。今電気を点つけてきますので、少し待っていてください」

　いよいよ薄暗くなってきた。大型の発電機が生きているらしく、電気は使えるらしい。

　鍔芽を待ち、タカトとリンは身を隠せる場所でようやく一息ついた。

　──こんな場所に、ずっと一人で……。

　勝手な想像だが、鍔芽は景色の綺き麗れいな場所で、静かに過ごしていそうなイメージがあった。

　確かにここなら安全だろう。しかし、こんな寂れた軍事基地の中で、本の中の物語にのめりこみ、外の世界に憧あこがれながら、死者の霊れい魂こんすら浮かんできそうなほど冷えた空気の中、一人ぼっちで時を過ごすというのは、どんな気持ちなのだろうか。

　出会った頃の不安そうな鍔芽の表情と、打ち解けてから見せてくれるようになった、屈くつ託たくのない嬉うれしそうな笑顔。その裏に隠れていた、底知れない寂しさと不安を垣かい間ま見みたような気がして、タカトは視線を落とした。

「鍔芽には悪いけど、寂れたところですね……何か出そうって言うか」

　と、タカトが何気なく口にした途端。隣となりでリンが、びくっ、と体を震ふるわせた。

「え、な、な、何が？」

「え？　いや、場所が場所だけに、幽ゆう霊れいとか……」

「や、やや、や、やめようよタカトくん、ゆ、幽霊とか、そんなの出るわけ──」

　その時、夕暮れ時の空に、けたたましいカラスの鳴き声が響ひびき渡った。

「にゃぁぁぁぁっ!?」

　その瞬しゆん間かん。不意を突かれた猫のような奇声を発してリンが跳び上がった。

　反射的にリンの体を受け止めたタカトの腕の中に、今、子猫と言うより子こ獅じ子しのように手足を縮めて、涙目のリンがすっぽりと収まってしまっている。

「あ……」

　同時に、気まずい声を漏らす。

「え？　り、リンさんひょっとしてお化けとか駄目な人……」

　リンをお姫様抱っこしながら、不安そうに滲にじむ涙目と見つめ合ってしまったタカトは、その可愛らしさに思わず自分の胸が高鳴るのを感じたが、数秒後に、その鼓こ動どうは命の危険を告げる警けい鐘しようへと意味合いを変えた。

「……む～～～っ！」

　悔しいのか恥ずかしいのか、タカトの腕の中で真っ赤になったリンが、ブラックレオンのコアで放電を開始した。

「いっ!?　ちょ、ちょっとリンさん、そんな理不尽な──」

　死ぬ。避さけられぬ絶命を直感して、耳まで赤くした黒くろ獅じ子しの一いち撃げきに晒さらされる覚悟を決めたタカトだったが、その時。鈍い音と共に、基地内の電気が点灯した。

「お待たせしまし──って、な、何でリンさんがバチバチしてるんですか!?」

　即座にタカトの腕の中から地面に降りたリンが、何でもないよと鍔つば芽めに手を振って、鍔芽に見えない角度で、タカトに壮絶な笑みを向けてきた。

「今のは・絶対に・内緒……ね？」

　ね？　の部分だけ異様に可愛らしい口調で言い放たれ、タカトは顔を引きつらせながら幾度となく首しゆ肯こうすることで辛かろうじて命を繫つないだ。

『……何で貴方たちはシリアスになりきれないの？』

　困ったような鍔芽と、呆あきれ返ったクラウディアの声に、ふん、と唇を歪ゆがめたリンがずんずんと砦とりで内ないに踏ふみ込んでいく。

　短時間で二度目の命の危機を乗り越えたタカトだったが、近づいてきた鍔芽が腰に手を当てて、子供を叱しかるように声を上げた。

「タカトさん、その……もっと、節操というものを持った方が良いと思います！」

　はっきりとそう言うと、啞あ然ぜんとするタカトを残して、鍔芽は先に行ってしまった。

『……タカト。貴方、女性関係にだらしない男って噂うわさが立ってるけど、どうするの？』

「どうもこうも、知るかぁそんなこと！」

　何一つとして、わざとではないのだから、どうしようもない。

　ぼやきつつ早足で前方の女性二人を追い、妙な雰囲気の中をしばらく歩いていく。

「あ、あそこです。あそこが私が書斎にしていた部屋です」

　鍔芽が開いた扉をくぐり、その書斎へと足を踏み入れる。

　中は広々とした空間で、大量の本棚にぎっしりと分厚い本が収められており、入りきらなかったらしい本が部屋のあちこちに積み上げられていた。

　元は司令室か何かだったのだろう。部屋の真ん中には大きなテーブルが置いてあり、付近の地図が張り付けてあった。

「ち、散らかっててごめんなさい……何度も読もうとすると、どうしても片付けられなくて」

「へぇ……本当に色んな本があるね。神話に伝記、童話に絵本まで。濫らん読どく派はなんだ」

「リンさんは、読書とかしないんですか？」

「うーん、嫌いじゃないんだけど、いつも気が付くと寝てるんだよね」

　あっけらかんと言うリンに、開いた本を枕に寝ている姿が笑えるほど鮮明に想像出来た。

「鍔つば芽め、冠かん照てらの手がかりはありそうか？」

　少し緊張した面持ちで、鍔芽がテーブルの方へと歩み寄って、積み上げられた本をどかしながらメッセージが残されていないか探し始める。

「えぇと、手がかり手がかり……あ、これ……」

　鍔芽がテーブルの片隅に置かれた一冊の本を手に取る。

「一月前に私が顎あぎ斗とに連れて行かれる前、こんな本ここにありませんでした。留守中に冠照様が持ってきてくれたのかもしれません」

　三人で鍔芽の開いたその本を、恐る恐る覗のぞき込む。そしてすぐに冠照からのメッセージが、この本であることが分かった。

　表紙の裏に達筆で書かれた文字に、いよいよ接触の時が近いことを全員が悟る。

『親愛なる鍔芽へ──月夜、社やしろにて待つ』







　空を見上げれば雲一つない美しい星空が広がっている。辺りには夜の帳とばりが下り、黄金の月が星々の中心で幻想的な輝きを降らせていた。

「この先の湖の中心に、小さな社が建てられています。冠照様はいつもそこで月見酒を嗜たしなむので、社というのはそこで間違いありません」

　冠照があそこにメッセージを残していた以上、向こうも鍔芽と接触したがっていると考えて、まず間違いないだろう。一触即発という事態にはならないはずだ。

　あとは、同行しているタカトとリンのことを鍔芽が説明してくれれば、交渉の席は案外あっさり整うかもしれない。

　タカトも鍔芽と協力して、付近に辻つじ神がみの気配がしないことを確認すると、狙いすましたかのような絶好のチャンスだと、リンも作戦続行の判断を下した。

「……見えてきたね」

　リンが声を落として告げる。どこまでも左右に続いていた樹林が急に開け、眼前には広々とした湖が、鏡のように天上の月を映しだして揺らいでいた。

　視界の中心。湖の中央に、確かに小さな社が見える。

「鍔芽、タカトくん、どう？」

　タカトが答えるよりも前、音もなく探査船が宙に停止し、扉を開いて鍔芽が顔を出した。

「……います、間違いなく」

「俺おれも感じます。顎あぎ斗との時と違って、冷たい威圧感みたいな気配じゃない……静かで、落ち着いてるけど眼を逸そらせない、凄すご味みみたいな何かが社やしろの中にあります」

「オッケー……クラウディア、湖に到着。目標との接触、期待出来そうだよ」

『分かったわ。気を抜かないでね』

　それぞれが頷うなずき合い、水路を抜け、凪ないだ湖面の上へと差し掛かる。

　鍔つば芽めの恩人にして、ネスト５の存続を左右する、現状唯一の希望。その存在へと手を伸ばそうとした、その時──。

「っ！　鍔芽止まれ！」

　いち早く異変に気付いたのはタカトだった。前触れなく、唐突に鼓こ膜まくを震ふるわす重々しい風の音が周囲に轟とどろき、タカトたちの頭上で、鮮烈な蒼あおい閃せん光こうが薄うす闇やみを切り裂いた。

　次の瞬しゆん間かん、強烈な衝撃音を辺りに響ひびかせて、およそ十数メートル先の湖面で、見上げるほどの水柱が上がった。

　月光を受けて煌きらめく飛沫しぶきの向こう。そびえるように出現したのは他でもない。

「と、統とう率そつ種しゆ!?　ここまで来て……っ!?」

　体毛のない青白い皮ひ膚ふが、丸みを帯びた天てん鎧がいの合間から覗のぞいている。無防備な胴体に反して、びっしりと天鎧で覆おおわれた、異様に長く太い両腕の先端が、湖面に浅く沈んでいた。

　のっぺらぼうのように起伏のない顔面に、ひしゃげた穴のような二つの眼が開いており、その暗い瞳ひとみが無感情にこちらを見下ろしている。

　生理的な嫌悪感を覚えさせる、十メートル級の奇形の巨人がそこに立っていた。

「す、スプリガン!?　冠かん照てら様の統率種！」

　鍔芽の驚きよう愕がくの声が響く中、タカトとリンは既に次の手をどうすべきか思考を巡らせていた。

　目標を眼の前にして、突然の統率種との接敵。それだけでタカトとリンの冷静さを奪うには十分であったのに、しかし状況は二人が判断を下すよりも早く、悪い方向へ加速した。

　二人の脳裏をショックで塗ぬり潰つぶしたのは、不気味な統率種が立ちはだかったからではない。

　頭上で出現した統率種が湖面に降り立つ足音が──七度連続したからだ。

「な、に……？」

　それは、噴水が描く水の芸術を思わせる光景だった。

　湖の中心にある社を囲み、守護するように。一定の間隔で一体ずつ、巨人型の統率種が次々と水柱を吹きあげながら湖面に降り立ったのだ。

　総数七体。十メートル級、剛腕巨人スプリガン──。

「く、クラウディア、接敵した！　十メートル級が七体！　作戦中止！　撤てつ退たいするよ！」

　もはや考えるまでもない。既に平和的接触を望める状況ではない。

「待ってください！　待って！　この子たちは私のことが分かるはずです！」

　そう叫んだ鍔芽が、探査船の上へよじ登り、ふわりと大きく飛び上ってスプリガンの眼前で手を広げた。

「私です、鍔つば芽めです！　冠かん照てら様の……友達です！　敵意はありません！　冠照様、聞こえますか！　鍔芽ですっ！　会いに来ました！　スプリガン、そこをどいてください！　力を貸して欲しいんです！　お願いします！」

　統とう率そつ種しゆは、支し配はい種しゆが命令を下して行動するはずだ。確かにまだ、スプリガンたちはこちらに攻撃を仕掛けてこない。

　全身の筋肉を緊張させながら、リンと固かた唾ずを飲んで、重い時間が流れていくのを待った。

「お願いします……」

　ゆっくりと、羽毛が落ちてくるように鍔芽の体が探査船の上へと戻ってくる。

　震ふるえ一つ見逃すまいと、全神経を状況判断のために集中させ、動かない敵がどう出るかを観察する。勿もち論ろん、リンも同じことをしているだろう。

　五秒、十秒と、ただ張り詰めきった静寂が流れていく。一いつ瞬しゆんでも気を抜いて、もし先ほどのように先手を許したら、今度は翼つばさ一枚では絶対に済まない。

　地獄のように重苦しい空気の中で流れる十数秒の果てに、遂ついに硬質な弦のようだった集中の糸が、弾はじけるように切れた瞬間。

「──鍔芽っ！」

　その長さと太さからは到底信じられないような速度で、スプリガンの剛腕が鍔芽目がけて振り下ろされた。

　間一髪。鍔芽の体を攫さらったタカトのすぐ横で、探査船が潰つぶれてひしゃげる破砕音が響ひびき渡った。鱗うろこのような天てん鎧がいで隙すき間まなく覆おおわれた巨木のような腕が、あの速度で振るわれれば、それは万物を叩たたき潰す鉄てつ槌ついと化すだろう。

「なん、で……」

　腕の中で鍔芽の切ない呟つぶやきが漏れる。だが、もう話している猶ゆう予よはない。

「リンさんっ！」

「分かってる！　気にせず飛んで！」

　今の一撃は間違いなく鍔芽を狙ったものだった。探査船が破壊された以上、クラウディアとの無線ももう使えない。現場の判断で離脱するほかなくなった。

　だが、考えている時間などない。

　タカトはすぐに鍔芽をがっちりと抱きかかえ、ブラストホークの翼を展開しようとする。ここで離脱出来なければ、全てを失ってしまうのだ。

　ブラストホークの加速にはリンでもついてこれない。だが取り残されたとしても必ず追いつくから構わないと、リンがしんがりを務めるべく飛び出した。

　事前に示し合わせた通り。リンを信じてタカトは撤てつ退たいに専念する取り決めだった。

　隙を作るため、リンがブラックレオンの短たん槍そうをスプリガンの天鎧の隙間に撃うち放ち、伸びていったワイヤー伝いに電流を炸さく裂れつさせる。しかし。

「効かない……っ!?」

　ブラックレオンの高圧電流を流し込まれても微動だにしない巨体は、暗くら闇やみを秘めた瞳ひとみでリンを見据えると、一対の剛腕を薙なぎ払うように振るった。

「うわあぁぁぁっ！」

　ブラックレオンの硬質なワイヤーすら一振りで引き千切ったスプリガンは、ワイヤーに牽けん引いんされて湖面に叩たたきつけられたリンに追つい撃げきをかけるべく、その頭上へ腕を振りかぶった。

「り、リンさんっ！」

　タカトの焦しよう燥そうの叫びも虚むなしく。次の瞬しゆん間かん、リンがいた湖面に剛腕が振り落とされ、激しい水柱が吹き上がった。

「っ……そんな……」

　たった一呼吸ほどの間に起きた光景に、タカトの頭が真っ白になる。

　リンが殺された。現実として頭が処理しきれていない、まだ予感と形容するしかない程度の認識でしかなかったが──それだけでもタカトの胸の奥に、種火が灯ともった。

「き、さま……っ！」

　放心している鍔つば芽めを抱きかかえているというのに、あろうことかタカトは、この薄気味悪い巨人に立ち向かうべく、反転した。反転してしまった。

　一秒でも早くこの場から離れること。それが今の最善手だ。考えられる状況と、その場合の対処は、たった数日でも夢に出て来るほど何度もシミュレーションし、打ち合わせた。

　なのに、それでも。タカトの体は敵に背を向けることを良しとしなかった。

　鍔芽を守って逃げることと、生死不明のリンの仇かたきを討うつこと。世界のため、帰りを待つ人たちのために、考えるまでもない二択だ。

　なのにどうして自分は、この忌いま々いましい化け物に対する憎悪を刻々と燃え上がらせて、この場に留まっているのか。

　あの時。クトネシリカと対たい峙じした時には機能したはずの心のブレーキが、どうして何の役目も果たそうとしないのか。

「鍔芽……」

　一つの思いが確固たるものに変わる。鍔芽を湖岸に残し、剣を手に取る数秒後の自分の姿を思い描いていたタカトだったが、それは現実となる前に、状況が先に動いた。

「せやあぁぁぁぁっ！」

　不意を突くように、水中から真しん紅くの電流を迸ほとばしらせたリンが、スプリガンに強襲をしかけたからだ。

　寸前で水中に逃れたらしいリンが、黒刀でスプリガンの胴体を斬きりつける。だが、数多あまたの辻つじ神がみを葬ほうむって来たブラックレオンの黒刀も、ブヨブヨとした巨人の胴体を上滑りするばかりで、まるで傷をつけるに至らない。

「何してるの馬鹿っ！　早く逃げてっ！」

　夜気を震ふるわすリンの一いつ喝かつで我に返り、タカトは改めて離脱のために反転する。リンの口から罵ば声せいが放たれるほどに、自分は愚かなことをしていたと、ようやく気付く。

「鍔つば芽め、摑つかまってろ！」

　ウィングを展開する。一いつ瞬しゆんの使用しか出来なくとも、距離を取るための初速は十分に取れるはずだ。このまま一直線にネスト５まで帰還する。

　鍔芽を守るための月天への飛翔。しかし。

「っ……何だ？　何かが……うわっ!?」

　突とつ如じよ、甲高い音と共に、強烈な向かい風がタカトを背後へと押しやった。見えない腕に引き戻されるかのような感覚に、風の状態に敏感なタカトはすぐに、この風がただの風でないことに気づく。

「ぐっ……まとわりついて離れない!?　スプリガンの能力か！」

　一撃の破壊力は凄すさまじそうだが、どの巨人もその場から動こうとせず、飛行すらしないところを見ると、機動性はほぼない統とう率そつ種しゆのようだ。

　代わりに、一定範はん囲い内ないの敵を自分の近くに引き寄せることで機動力を補っているらしい。

「リンさん摑まってください！　ブラストホークならリンさんが一緒でも──っ！」

　もう時間稼かせぎなどと言っている場合ではない。多少危険でも、ブラストホークなら一緒に離脱できるはず。

　だが、その手を摑むより前に、見上げた空に更さらなる異変が生じた。

　湖周辺、そしてこれまで通って来た樹林の中から、凄すさまじい数の従じゆう属ぞく種しゆが空へ舞まい上がり、上空をドーム状に封ふう鎖さするかの如ごとく旋せん回かいを始めたのだ。

　百に届こうかという従属種の防壁。しかも一体一体は小型の獣けものが多いにもかかわらず、凄まじい高速飛行が可能なまでに、見たこともないほど屈強な天てん鎧がいで強化されている。

　満月の夜空に展開された従属種の防壁。着実に狭まってきている防壁に、このままではすぐに押し潰つぶされる。

　今ならまだ出力全開で飛ばせば一点突破で抜けられるはず。しかしその時、タカトたちを捕らえている風が、更に引力を増した。

「ぐっ！　うぅぅぅ……な、何て力だ…………こ、こんな……このままじゃ！」

　もう前方へ向けてかなりの出力で飛んでいるにもかかわらず、じりじりと、背後に控えるスプリガンまでの距離が縮まっている。

　周囲からは従属種の群れが迫り、背後には一撃必殺の剛腕を誇るスプリガン。更にはこの風のせいでまともに動きが取れない。

　今ウィングを開くしかない。だが、こんな状況でリンを置き去りにすれば──。

「タカトくん」

　穏おだやかな声に、はっとして振り向いた視界の先に見えたのは、いつも通り、心配ないよと勇気をくれるリンの微笑ほほえみだった。

「行って」

　全身の血液が、雪に埋もれたように冷たくなるのを感じた。

　──嫌、だ……。

　自分はまた、大切な人に背を向けて、逃げるのか。

　もう二度と、そんなことをしないために、自分はここまで生きてきたのではないのか。

　──畜生……っ！

　暗く陰った脳裏に過よぎるのは、忌いま々いましい藍あい色いろの眼光。

　そして、漆しつ黒こくの炎に包まれて狂ったように笑う辻つじ神がみの姿だった。

「くっ……そおぉぉぉぉぉっ！」

　爆発しそうな感情を吐き出しながら、絶望が迫る空を仰ぐ。

　行くしかない。生き残る未来への道は、この一いつ瞬しゆんの判断で決まる。

　意を決し、涙が滲にじむ瞳ひとみで鍔つば芽めを強く抱き締めたタカトは次の瞬間。

　背後のリンに向けて飛び出していた。

「俺おれには……出来ないっ！」

　驚いて眼を見開くリンに、決死の覚悟で手を伸ばす。反射的にその手を取ってくれたリンと繫つながるその光景は、初めてリンと出会った蒼そう天てんの一幕を思い出させた。

「貴方も、誰も、死なせたりしないっ！」

　だが、タカトたちを捕らえているスプリガンの風が、駄目押しとばかりに更に強さを増した。とても抗あらがえない引力が、三人をまとめてスプリガンの懐ふところへと引きずり込む。

　生きてきた過去に思いを馳せる猶ゆう予よすら与えられず、頭上に振り上げられる剛腕が視界に入った。

　──みんな……ごめん……。

　守りたい人を守ろうとして、もろとも殺される。それがタカト＝ミソラマの結末だ。

　案外、相応ふさわしい末路かもしれないと、そう思った。







　きっと逝いく先は違うだろう。けどもしあの世で会えたなら、必ず妹に。ミサゴに謝ろうと、タカトはそう覚悟を決めていた。

　最後に見上げる、死が映るばかりの空に──振り上げられたスプリガンの腕が、千切れて吹き飛ぶのを見るまでは。

「──よく持ちこたえた」

　聞き慣れないが、何故か懐なつかしく感じる声に、タカトは何度か眼を瞬またたかせて、眼前に広がる光景を更新する。

　片腕が吹き飛んだスプリガンが仰のけ反ぞって背後に倒れ伏す。月光にきらめく飛沫しぶきを背景に、視界の中心に見たことのない白色のアイギスが浮いていた。

　──あ、あれは……？

　予期せぬ事態の連続。度重なる衝撃と驚きよう愕がくで、まともに頭は働いていなかったが、それでもタカトの眼を奪って放さなかったのは、その男が手にしている『蒼あおい刀身』の剣だった。

　記憶の奥底から鮮烈に蘇よみがえる、あの日の幻影。

「す……『ストライクウルフ』!?　ルーガー隊長!?」

　握にぎった手の先でリンも我に返ったのか、そう驚きの声を放った。

「リン！　そしてそこの蒼い少年！　その白いお嬢さんを連れて退ひくんだ！」

　月夜に光る白の機体を纏まとった男が、鋭く指示を下す。

　気付けば、こちらを捕らえていた風が威力を弱めている。このチャンスを逃す手はない。

「タカトくん、あの人は大丈夫！　行くよ！」

　今度は手を引かれるように、タカトは迷うことなくウィングを展開した。

「頼むぞ……っ！」

　愛機に発破をかけた次の瞬間、超圧縮された辻つじ風かぜの翼つばさが背後に広がり、疾しつ風ぷうを纏う蒼き閃せん光こうと化したタカトが、一直線に湖面を切り裂いた。

　連続稼働時間はおよそ数秒。ほんの僅わずかな距離でもこの場所から離れ、更さらに頭上を旋回する従属種の群れを確実に突っ切るためには、上空ではなく、水平に飛ぶしかなかった。

　まずは先ほどの砦とりでまで後退するために、タカトは片腕に鍔つば芽めを抱え、片手にリンの手を摑つかんだまま疾走する。

「邪魔だぁぁぁぁぁっ！」

　立ちはだかるように舞まい降りて来た従属種たちを、鏃やじり型がたに展開した辻風を前方に展開することで弾はじき飛ばし、猛たけ々だけしい辻つじ神がみたちの咆ほう哮こうを背に、どうにか引力の影響下から脱出することに成功した。

　タカトの翼は本当にギリギリのところで皆の命を救い出すことに成功し、役目を果たしたかのように稼働を停止すると、頼りない音と共に羽根を畳んだ。

　加速が止まったその後も減速をかけず、脇目もふらずに駆け抜けたタカトは、すぐに鍔芽が暮らしたあの基地へと辿たどり着く。

　即座に上空から基地内に入り、ほとんど自由落下のような有様で地面に倒れ込んだ。

「はぁ……はぁ……はぁ……」

　汗だくの体に、冷えた大地の感触が心地良い。穏おだやかな沈黙が、修羅場を潜くぐり抜けた幸運を祝福してくれているようだった。

「た、タカトくん……そろそろ、放してくれて大丈夫だよ？」

　見れば、リンも相当の疲労なのか地面にへたり込んでいる。その手を固く握にぎりしめたままだったことに気づいて、タカトはがちがちに固まった手を何とかこじ開けた。

「はぁ……はぁ……すみ、ません、でした……」

「う、うん……平気」

　少し上気した顔のリンが、こちらを見つめながらそう言った。

「はぁ……げほっ、げほっ……はぁ……つ、鍔つば芽め……」

　襲おそい来る疲労にむせながら体を動かす。命を繫つないだとはいえ、ここが安全というわけではない。さっきの従じゆう属ぞく種しゆの大群が押し寄せてきたら、ここでもやはり逃げ場がない。

　スプリガンの攻撃を受けてから、反応を返さない鍔芽の身を案じて、タカトは残った力を振り絞って、倒れたまま荒い息を続けている鍔芽に近づいた。

「どう、して……冠かん照てら様……」

　鍔芽の表情は悲壮に満ちていて、虚うつろな瞳ひとみで夜空を見上げている。

　ようやく出会えると思った希望。こんな物悲しい場所に、たった一人で暮らしていた鍔芽の拠より所どころでもあったはずの存在。

　その相手が、明確な敵意を持ってこちらに牙きばを剝むいた。

　鍔芽の胸中を思えば、慰なぐさめの言葉など意味がないことは、嫌でも推し測ることが出来た。

「……鍔芽、戻ろう。ここも危ない」

　弱々しく起き上がった体を支えようと手を伸ばすが、鍔芽はタカトの手を払いのけた。

　初めて鍔芽が、タカトに対して明確な拒絶を露あらわにした瞬間だった。

「そんなはず、ないんです……きっと、何か理由があるんです！　もう一度……今度は私が一人で！」

「駄目だ。あの統とう率そつ種しゆは……お前を攻撃しただろ。きっと、そういうことなんだ」

　予想だにしていなかった。冠照という支し配はい種しゆが、鍔芽に牙を剝いてくるなんてことは。

「分かるだろ。待ち伏せされてたんだ、そう考えるしかない……もう一度行っても、殺されるだけだ。今は戻って態勢を立て直そう」

「嫌です！　冠照様は……あの方は、意味のないことをする方ではありません！　人間と友達になりたいと言ったこともありますし、その時も笑っていてくれました！　たった……たった一月で、こんな……私を殺そうとするはず、ないんです……」

　拳こぶしを握り締めて唇を震ふるわせる鍔芽を前に、タカトも押し黙る。

　もし、タカトが鍔芽の立場だったらどうだろう。

　このまま仲間たちに会いにネスト５に、アクロポリスに帰って、そこで突然理由も分からず敵意を向けられ、殺されかける。

　──そんなの……辛つらすぎる。

　現実を受け止めきれない。理由が知りたい。向き合って話がしたい。

　実際、タカトが胸の内に秘めた真実を語れば、そんな悪夢のような出来事は、この先も現実として起こりうるかもしれないのだ。だからこそ、鍔つば芽めの気持ちは痛いほど理解できる。

「リンさん……」

　あるはずもない打開策を求めて、リンを振り向く。だが、やはりリンも首を横に振った。

「とにかく、一度帰ろう？　どうしたって態勢を立て直す必要はあるよ……」

「駄目です！　だって冠かん照てら様はもう、相当に消しよう耗もうしているはずなのに！　スプリガンをあんなに召しよう喚かんしたり、付近の従じゆう属ぞく種しゆをあれだけ強化したり……あんな無茶をして、持つはずがないんです！　今……今、行かなくちゃいけないんです！　あの方を頼れなかったら、どの道、私たちに未来はありません！　何度もそう話したじゃないですか！」

「だけど……」

「お二人が行かないのなら、私一人でも行きます！　このままじゃ……納得できません！」

　鍔芽の言うことも分かる。ネスト５に戻って、態勢を立て直して、そしてその先どうするのか。緩ゆるやかにネスト５の崩壊を待つだけの、それこそ無意味な時を過ごすことになる。

　リンも判断に困っているらしく、二人で顔を見合わせて俯うつむく。

　だが、そこに。上から柔らかな声が降って来た。

「──こらこら、女の子と言い争うもんじゃないよ、少年」

　そんな軽口と共に、先ほどタカトたちの窮きゆう地ちを救ってくれた男が、アイギスに月光を反射させながら舞まい降りて来た。

「ルーガー隊長……お久しぶりです。助かりました」

　リンが恭うやうやしく頭こうべを垂れる。

　──これが、第一部隊の隊長……。

　眼を丸くしているタカトをおいて、ルーガーはリンに軽く手を振った。

　若々しく見えるが、貫かん録ろくのある立ち振る舞いと雰囲気は若者のそれではない。三十代ほどだろうか。白髪の混じった金髪をオールバックにしていて、目元に一房、白髪がかかっていた。

「いやー、久しぶりだねリンリン！　この一か月、会えない寂しさでやる気も半減しちゃってさ。無事に再会出来て何よりだよ！」

　場にそぐわないほど気さくな様子を見せて、ルーガーがリンの姿を眺める。

「うん、やっぱり。リンリンの太ふと腿ももを見ないとやる気が湧いてこないよ！」

「……死にたくなかったら空気読んでくれません……？」

　頰ほおをピクピクさせながら、リンが黒刀の柄つかに手を掛ける。

「まぁまぁリンリン、隊長ならもっと心に余裕を持たないと」

　そんな言葉を最後に、ルーガーは改めてタカトの方を振り返った。

「君とは初めてだね。僕は『ルーガー＝ライトレイジ』。ネスト５支部で、第一部隊の隊長をやらせてもらってる。どうぞよろしく！」
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　ぎこちなく礼をするタカトに、ルーガーはにこにこ笑って頷うなずきを返した。

「あの、ルーガー隊長、のんびりしている暇は……」

「大丈夫。僕も様子を見ながら湖を離れたけど、あの気味の悪い巨人はこちらを追って来なかったし、従じゆう属ぞく種しゆの群れもほとんどは森に戻ったか、上空で待機している僕の部隊が片付けるはずだ。部隊にも湖には近づかないように言ってある」

　とりあえず、追おつ手てが来る様子はない。と言って、ルーガーは傍かたわらの石の上に腰を下ろした。

「ルーガー隊長、いつ戻って来たんですか？」

「つい今しがただよ。ネスト１への遠征を終えて帰還する途中で、僕の輸送船にクラウディアから緊急の救援要よう請せいが入ってね。あんなに慌あわてたクラちゃん、初めてだったから驚いたよ」

　クラウディアが手を打ってくれたらしいと、リンと眼を見合わせて頷く。

「やれやれ全く……こっちは古巣で一月がかりの大規模討とう伐ばつ戦せんを終えてきたばかりだって言うのに、相変わらずクラちゃんは人使いが荒いよ。思いやりの心がないから、おっぱいも大きくならないんだろうねぇ」

『……聞こえてるわよ、ゴミクズ』

　どうやらルーガーの方の無線は生きているようだった。

「おっとぉ、これはお仕置きコースかな……ともあれ、送られた座標を元に現場に駆けつけてみたら、何とも妙な状況になってたわけさ。君たちの所へは、可能なら僕一人で会いに行って話を聞いて欲しい、というのがクラウディアからのおねだりだったんだけど」

　そう笑って、ルーガーはタカトに眼を向けた。

「さて……僕は君の顔を知らない。君はここ一か月で配属された新兵だね？　専用機を見る限り、どうやらそれなりの戦果を上げた期待の星で……つまりはここ一か月の間に、それなりの戦果を上げられるような事態があったってことだ。けど、新兵がいきなり前線に送られるはずがないんだから……君はそこそこ無茶な手段でその結果を勝ち取ったことになる。真面目そうだけど、向こう見ずだったり、素行不良な面があったりするのかな？」

　思わず息を飲む。視線だけで自分の内面が次々と分解されていく気分だった。

　柔らかな表情で、しかし的確に、この一月に起きたことをルーガーが分析していく。

「ま、柔軟な考え方の出来る戦力の一人ってことだ。今はそれで十分。とはいえ……そっちの可愛いお嬢じようさんに関しては、正直意味が分からないね。アイギスを纏まとっているのにコアが装着されてない。破損した様子でもないし……そもそも何で、たった三人でこんな夜に地上に来ているんだい？　地上遠征中に襲しゆう撃げきされて敗走した……って空気とは違うように感じるけど」

　流石さすがに眼つきが鋭くなったルーガーが、今の状況を尋たずねてくる。一度鍔つば芽めの方に視線を向けてから、リンが緊張した面持ちで口を開いた。

「……追手の心配がないなら、ひとまず大丈夫かな。ルーガー隊長、かなり複雑な事情ですが、かいつまんで説明します。この先の話は全て真実です。どうか信じてください」

　こうして束の間の休息と共に、思わぬ救援だったルーガーに状況を説明することとなった。







　およそ十数分後。鍔芽も交えた、この一か月の出来事を、大まかにルーガーに話し終えた。

　幸いだったのはルーガーが本当に聞き上手だったことで、時折鍔芽にも問いを投げかけながら、場の空気を緊張させ過ぎず、かといって緩ゆるませ過ぎない絶妙な口運びで、その場にいた全員の精神状態を、落ち着いたものにリセットしてくれたのだ。

　まだ少し話をしただけだが、これまで出会ってきた大人たちとは一味違うとタカトは思っていた。

　軽薄なようでいて、常に余裕と、周囲への気遣いを忘れないこの人は、確かに部隊を率いる上で最適な人物のように感じる。

「なるほど、辻つじ神がみの支し配はい種しゆ……かつての戦争と、人類の裏切り。目覚めた辻神の復ふく讐しゆう劇げきが、この十数年の戦いの発端だったという訳か……更さらには詳細不明な辻神の力を宿した人間、タカト＝ミソラマ。確かに下手に漏らしていい情報じゃないな」

　そうまとめたルーガーは、しかし微笑で鍔芽を見つめる。

「信じてくれるんですか？」

「ははは、こう見えて何年も辻つじ神がみと戦ってるんだ。長いこと神様だらけの戦場にいると、色々とあり得ない物も眼にするからね……今更、人と同じ心を持った神様がいます。と言われたくらいじゃ、驚くどころか、むしろ身近に感じるよ」

　そう言って、ルーガーは鍔つば芽めの頭を優しく撫なでた。

「よろしく鍔芽ちゃん。僕と出会える場所にいてくれて本当に嬉うれしいよ。僕の仲間たちを救おうとしてくれて、本当にありがとう」

「あ、その、えっと……こちらこそ、ありがとうございます」

　恥ずかしそうに体を縮める鍔芽に微笑ほほえんで、ルーガーが立ち上がった。

「で、結界が不安定になった理由は分からないけど、このままだとネスト５が大変なことになる、と。さっきの湖には鍔芽ちゃんの知り合いが待ち構えてて、その支し配はい種しゆの力を借りるのが唯一の解決策というわけか。なるほど状況は把は握あくした」

　前髪の房をつまんでしばらく思考した後、ルーガーは頷うなずいた。

「よし、その冠かん照てらという支配種に会いに行こう」

「え？」

　ぱっ、と表情を輝かがやかせる鍔芽と、困惑の表情で見つめ合うタカトとリン。

「け、けどルーガー隊長。こっちの装備は消しよう耗もうしてるし、勝算は……」

　接近すれば、スプリガンの引力に捕まる上、平均的な個体よりも強化された従じゆう属ぞく種しゆの群れも再び襲おそってくるだろう。スプリガン一体に対する策も見つからない上、更さらに総数は七体だ。

　相当に厳しい状況。最悪、また手も足も出ずに全滅の可能性もある。

「おいおい、どうした若者たち？　逃げ腰になってないか？」

　ルーガーの言葉に、しかし気力は湧いてこない。

　特にタカトは、先ほどリンを失いかけた光景が、恐怖として脳裏に焼き付いたままだ。

「僕もいるんだ、挑戦してみる価値はあるだろう？　むしろこのまま空に戻ってどうする？　全部隊を投入して統とう率そつ種しゆを袋ふくろ叩だたきにしてから、冠照を引きずり出して協力を迫るのか？　それは協力と言えるのかな？」

　もっともな意見だが、どこか上滑りした、綺き麗れいごとめいても聞こえる言葉だ。

「鍔芽ちゃんはどうだい？　そんな形での協力を望むかい？」

「……いいえ、それでは冠照様は……絶対に力を貸してくれません」

「だろうね、僕でも嫌だ。話をしに来ただけなんだろう？　少し物ぶつ騒そうに物を考え過ぎなんじゃないか？」

　さも当然のように、いや実際ルーガーの中では当然のことなのだろうが、この状況で一切判断を迷わない胆力は、人間としては異質に思えた。

「考えるべきは敵をどう打ち倒すかではなく、どうやって冠照に会うか。だろ？」

「それは、そうですが……」

「リンリンに触発されて、考え方が乱暴になってるんじゃないか諸君？　リンリンも、格好良いところばっかり見せようとしない方がいい。戦力としては頼りになるけど、女の子は柔軟性が大事だ。色んなところのね」

　ルーガーが自分の胸を親指でつついて見せる。

「またセクハラですか……」

「やだなぁ、僕は心のことを言ってるんだよ」

　摑つかみどころのない笑みに、リンがため息交じりに呻うめいて押し黙る。

「さ、どうだい若者たち、何か作戦はあるかい？　特に、蒼あおい翼つばさのタカト君と、白くて可愛い鍔つば芽めちゃん。君たちが──人と辻つじ神がみが分かり合える希望で、分かり合えた証だろう？」

　軽妙な軽口の合間にさり気なく混ぜられた、はっとさせられるような言葉に、胸の奥で凝こり固まっていた何かが、巧みに打ち崩された気がした。

「難しいことはないはずだ。君たちが最善と思える策に、僕は手を貸そう」

　調子の良い、耳に心地良い言葉ばかりで人を飲み込んでいく。だが、その言葉が核心をついているのも確かだ。

「タカトさん、リンさん……もう一度、私と行ってはもらえませんか？」

　落ち着きを取り戻した鍔芽の言葉を受けて、タカトも深く息をつく。

　改めて考えれば確かに、交渉の場を設けるはずだったのに、いつの間にか戦せん闘とうで冠かん照てらを追い詰める方向に考えが寄っていたのは否定できない。

「ただ、冠照に会うだけ……」

　もう一度、クリアになった頭で思考する。傍かたわらで一いち縷るの閃ひらめきを期待してか、鍔芽が縋すがるようにこちらを見つめていた。

　純粋なこの瞳ひとみを、また失望の色に染めたくはないのは、タカトにとっても真実だ。

　スカイアとしての作戦ではなく──ダストデビルズの仲間として──大切な人と、後悔なく向き合えるための力を。その手助けをする術すべはないだろうか。

　そう考えた時、驚くほど滑らかに思考が回りだし、その瞬しゆん間かんにタカトは気づいた。

　──あぁ、そうか……もう忘れてたんだ……。

　組織の中では生きづらくなるが、それでもタカトは誓ちかったはずだ。

　自分が空を舞まうのは、いつだって仲間のためだと。

　鍔芽の気持ちを無視しておいて、偉そうに正しさを語るなど、自分らしくなかった。

「……ごめんな鍔芽、眼が覚めた」

　口元に、気取ったような不敵な笑みを浮かべて鍔芽を見つめる。その表情に、鍔芽も何かを察したのか、その顔に安あん堵どという力が戻ったように思えた。

「一つ、考えがあります。湖周辺の状況を、もう一度よく考えてみましょう」

　おもむろに、近くに落ちていた木の枝を拾って、地面に湖周辺の見取り図を描いていく。

「策と呼べるかも微妙な、本当にシンプルな作戦ですけど……」

　描かれていくタカトの図に、辻つじ神がみの支し配はい種しゆと、ネスト５の隊長二人が見入っているという状況に少し気き後おくれしながら、それでも。

「ルーガー隊長、クラウディアに無線を繫つないでいただけますか？」

　自分もダストデビルズの参さん謀ぼうだと胸を張り、タカトは一つの考えを提示した──。







　装備の確認をし、五分後に再出撃。ルーガーを交えた冠かん照てらとの接触作戦が、次の局面へと移行する。

　やはりブラストホークのウィングは起動しなかったが、その他の機能は問題ない。加速力だけなら、素の状態でもリンやルーガーを上回れる自信があった。

「リンさん、無理に付き合わせるような流れになっちゃって、すみません」

　鍔つば芽めのアイギスの確認をしているリンに声をかけると、リンは細く息をついてタカトを睨にらんだ。

「それはいいよ。わたしだって、このまま帰還してどうするのって感じだったしね。障害に立ち向かうなら、いつでも覚悟は出来てるつもり。それよりも……さっきの行動、問題だよ」

　作戦を無視して、リンを助けに反転してしまったこと。

「もしまた作戦を無視するようなら、君はスカイアを去った方がいい」

　胸に突き刺さる言葉に、タカトは返す言葉もないまま視線を落とす。

「けど……無茶してるのに切り抜けちゃうあたりが、タカトくんらしいのかな」

　瞬まばたきして顔を上げると、月明かりに照らされたリンが小さく微笑ほほえんでいた。心なしか、その頰ほおがほんのり赤く染まっているように見える。

「あーあ、部下に心配かけるなんて、隊長失格かなぁ」

「そんなこと……冷静さを欠いた俺おれのミスです。本当にすみませんでした」

「まぁまぁ反省はお互い後にしようよ。部下に助けられるような隊長じゃあ失格だからね！　今度はヘマしないから、ここまで来た以上徹底的に付き合うよ！　気合い入れよう！」

　そうして、いつもの調子に戻ったリンが、鍔芽と並んで自信を覗のぞかせる。

「はい、お願いします。あ、それと……ルーガー隊長のことなんですけど」

　その後リンから話を聞いて、タカトは少し離れた場所でクラウディアに事情を説明しているルーガーに近づいていく。

「だーかーら、大丈夫だってクラウディア。勝算はあるんだ、必ず全員で帰るからさ。だからそんなに怒鳴らないでよ……おっと、期待の新兵が僕に用があるみたいだ、一いつ旦たん切るね」

　どうやら、再度の接触作戦に反対しているクラウディアを諌いさめていたらしい。

　タカトに気づいたルーガーが、爽やかに笑って振り向いた。

「やぁ、彼女は怒らせると怖いからね。どうかしたかい？」

　高鳴る鼓こ動どうが、全身に血液を巡らせる。

　まさかこんな所で──命の恩人と再会出来るとは思ってもみなかった。

「そ、その……改めまして。俺おれはタカト＝ミソラマと言います。よろしくお願いします」

「ははは、律りち儀ぎだねぇ。こちらこそ、改めてよろしく！」

「はい。あの……今更と言うか、こんな時に言うことではないのかもしれませんが」

　少しの不安と、少しの期待を秘めた瞳ひとみで、タカトはルーガーを見つめた。

「俺は五年前まで、この日本の大地に暮らしていました。雪の深い山村です。そこが辻つじ神がみに襲おそわれて、俺は一人だけ逃げ延びて……正直、その時のことは曖あい昧まいなんですが」

　タカトは、ルーガーの腰に差さっている蒼あおい刀身の剣を指さす。

「その剣のことは、今でも強く印象に残っています。雪山の中腹で倒れていた俺を背負って運んでくれた、その時のスカイアの戦士が……それと同じものを持って戦っていたことを覚えています」

　リンに聞いた限り、この人は五年前には既に、ネスト５支部で隊長を務めていたそうだ。ならば地上への救出作戦に参加していてもおかしくはない。

「いつかもし、その剣を持つ人と出会えたら、きっとお礼を言おうと決めてたんです」

　スカイアに入ったタカトはすぐに、記憶の奥底で輝かがやく手がかりと同じ武器を持った戦士を捜したが、支部内では見つからなかった。

　だが、この一か月。別の浮ふ遊ゆう大たい陸りくに遠征していたのならば説明がつく。

「ルーガーさん……俺のことを、覚えていませんか？」

　問いを投げながら顔を上げたタカトだったが、途端、身が凍るような感覚に襲おそわれた。

　──え？

　驚くほど鋭するどくなった視線でこちらを射抜くルーガーの瞳ひとみは、獲え物ものを値踏みする狼おおかみの眼光にも似ている。

　好戦的なリンの瞳とは少し気配が違う。獰どう猛もうな中に、理知的な狡こう猾かつさが垣かい間ま見みえる視線に舐なめられ、タカトはその雰囲気の変化に息を飲んだ。

「そうか……五年前……」

　呟つぶやいて眼を閉じたルーガーは、腰の鞘さやから蒼い刀身の剣を抜き放ち、月光にかざした。

　改めて見れば、その蒼く透き通った刀身は細く洗練された形状をしていた。西洋の剣というよりは、この大地に伝わる日本刀に近い。

「この剣は、かつて僕がネスト１にあるスカイアの本部に所属していた時、地上にある遺跡で発見されたものだ。大切な戦友の形見でもある。昔から任務の時は肌身離さず持ち歩いてるから……うん、雪山で倒れていたという君を救ったのは、僕で間違いないだろう」

　やはり、と口を開きかけるタカトだったが、それを止めるようにルーガーが手を突き出す。

「けど、すまない。君のことは覚えていないんだ」

　ルーガーは深く吐と息いきすると、満月の浮かぶ空を見上げる。

「五年前……当時はまだまだ辻つじ神がみへの対処も難しかった頃だ。地上にも多くの人々が残されていたし、その分……救えなかった人も、数えきれないほどいた」

　物憂げな表情で、握り締めた蒼そう刀とうを見つめるルーガーの姿は、歴戦の悲しみを背負い込んだ騎士のようにも見えた。

「僕は、この先関わることがないだろうと判断した相手のことを、出来る限り早く忘れるようにしている。冷たい言い方になってしまうが、それが出来なければ……心の方が先に折れてしまうんだ」

　タカトに向き直ったルーガーは、驚いたことに、小さく頭を下げた。

「悪く思わないで欲しい。君のことは……覚えていない」

「い、いえ！　こちらこそ申し訳ありませんでした！　図々しいことを言ってしまって……」

　深く、真しん摯しに、タカトも頭を下げる。背負うものの重さも知らずに、自分のことを覚えていてほしいなどと、厚かましいにもほどがあったのだ。

　しかし、優しく微笑ほほえみながら、ルーガーはタカトの肩に手を置いた。

「いいんだ、僕に対して感謝する必要はない。君がここに立っているのは……君自身が、自分の力と意思で、命を勝ち取ったからだ」

「……っ」

　それは──果たして本当にそうだろうか。

　辻神の支し配はい種しゆに命を授けられたことまでは、ルーガーに話していない。

「さぁ、そろそろ行こう。正念場だ！　幸い、僕のストライクウルフも激戦上がりで、両腕共に最強の装備を持ってきてる。何の心配も要らないさ！」

　話は終わり。喉元まで出かかった言葉を飲み込んだタカトは、堂々とした白のアイギスに包まれた背中を見据える。

「……けど、ありがとうタカト少年。僕と出会ったことが、君を立ち上がらせる切っ掛けになったのなら、それだけで報われるよ。今度ゆっくり話をしよう」

　最後にそんな言葉をタカトに送って、ルーガーがリンたちを召集する。

「……ありがとうございました」

　故こ郷きようを失い、家族を失い、無力感と失意の中、雪に埋もれて冷たく死を待つだけだったタカトに、温もりをくれた背中。空に導き、今も帰りを待つ仲間たちと出会わせてくれた人。

　もう一度深くルーガーに頭を下げてから、タカトも三人に合流する。

　その言葉を信じようとタカトは思う。たとえこの命が──神様からの借り物であったとしても──タカトがここにいるのは、紛れもなくタカトの意思だ。

　人間として、今ここに生きている。勿もち論ろんこの先もずっと。







　ルーガー＝ライトレイジ。専用機ストライクウルフ。

　まだ初期に開発された汎はん用よう型がたアイギスを繰り返し改修、強化した結果誕生した機体であり、その性能は最新鋭の装備を搭とう載さいしたブラックレオンやブラストホークには及ばないものの、拡張性に重点を置いた機体特性は、装備を換かん装そうすることで、様々な戦場、あらゆる敵に対して、柔軟な立ち回りが可能になるという。

　勿もち論ろん、先ほどその腕を吹き飛ばしたことが証明しているように、スプリガンのようなゴム質の肉体を持つ統とう率そつ種しゆが相手であっても、効果的な武装が装備されていると、ルーガーは豪語する。

　大まかなルーガーの機体特性を把は握あくしたタカトは、練り上げた作戦を実行に移すべく、ネスト５の隊長二人を伴って、再び湖へと戻ってきた。

　タカトが立てた作戦は、この上なくシンプルだ。

「作戦は単純です。スプリガンの配置は、湖中央の社やしろを囲むように七体。湖に入ってしまえば一気にスプリガンの攻こう撃げき範はん囲いに引き寄せられ、離脱しようにも湖周辺は強化された従じゆう属ぞく種しゆの群れが防壁を作ってきます」

　逃げ場がなく、強制的な戦闘状態に陥るようなフィールド。到底、安全な交渉が見込めるような場所ではないように見える。しかし、だ。

「支し配はい種しゆ冠かん照てらの気配は社の中にずっとありました。社の中に待ち構えているのは間違いないはずです。俺おれたちは非常時に安全に逃げることばかり考えていたけど……」

　数分前、タカトが地面に描いた図の中央。社を指し示す。

「この社の中に、鍔つば芽めと一緒に突っ込んでしまえば、どうなりますか？」

「そんな！　それこそ周りのスプリガンに社ごと潰つぶされ……あれ？」

　にやりと笑ったタカトが頷うなずく。

「そう、周り全ての辻つじ神がみは冠照が指揮していて、これらは全て冠照を守るための陣じん形けいに見えます。敵を寄せ付けず、逃がさないための鉄壁の防護……けど逆に言えば周囲の辻神は、社だけは絶対に攻撃しない。社は小さかったし、冠照まで傷つける可能性があるんだから。錯覚しがちだけど、あの湖で一番安全なのは社の中です」

　台風の目を突くように、地面に指を立ててタカトは続ける。

「だから当初の目的通り、堂々と冠照に会いに行けばいい。俺が鍔芽を抱えて一気に社に突っ込みます」

「ふむ……その冠照が、社の中で直接攻撃してきたら？」

　ルーガーの懸念に鍔芽は俯うつむくが、タカトはそれでも不敵に笑って見せた。

「おしまい、ってやつですよ」

　タカトのその表情に、ルーガーは一いつ瞬しゆん驚いた様子だったが、どうやらタカトに対する判断材料が集まってきたらしく、不敵な笑みを返してくれた。

「少なくとも、冠かん照てらに『会える』ならチャンスはある。攻撃してくるかもしれないけど、突入した直後、ほんの僅わずかな一瞬でも、必ず会話をする機会ができる。相手の本意を鍔つば芽めが確認するだけの時間は……きっと作れる」

　仮に突入直後に不意打ちされて即死でもしない限り、こちらに対する明確な敵意があることが分かれば、外にそれを伝えられる。

「社やしろに突入した後、冠照と対話する。けど、向こうに協力する意思がないなら、社の中から鍔芽を連れて脱出するのは無理でしょう。可能なら無線を飛ばしますけど、突入後に俺たちから反応が無ければ……クラウディア？」

　ルーガーが繫つないだ無線で、クラウディアに了解を取る。

『……湖のど真ん中に無人の輸送船を墜つい落らくさせて、従じゆう属ぞく種しゆのバリケードをこじ開け、津波でスプリガンの動きを止めつつ、リンとルーガーの逃げ道を確保。その上で敵対勢力である冠照を、社ごと……貴方たち諸共、押し潰つぶす』

　呆あきれ返ったようなクラウディアの声と、正気を疑うようなリンからの視線。変わらずタカトを値ね踏ぶみするようなルーガーの瞳ひとみと──意を決した鍔芽の表情。

『どこかで見たような作戦ね』

「あの時より派手で効果的だけどな」

　見方によっては、邪悪とも思われそうなタカトの笑みに、リンがため息をつく。

「不確定要素が多すぎるよ……」

「だが確かに、相手の真意を知り、かつ不安の種を摘つむための手段はこれしかないか……分かった、協力しよう」

　決意の固まった面々を前にして、リンは最後まで難しい顔をしていたが、やがて顔を上げるとタカトを真っ向から見据えた。

「……お願い、約束して。死ぬまで生きることを諦あきらめないって。わたしも君を死なせたくないし、絶対に死なせたりしないから」

　燃えるような真しん紅くの瞳ひとみに、微笑で頷うなずきを返す。

「当然です。大丈夫、鍔芽を引きこもってる友達に会わせるだけですよ。命を張るには十分ですし、俺おれはそういう……人の心をこじ開けるのが抜群に上手い人に鍛きたえられましたから」

　それこそ、天あまの岩いわ戸とを開くが如ごとく──。

「さ、行きましょう。鍔芽……頼むな」

「はい、必ず成功させて……冠照様を、説得してみせます！」

　こうして、本来持つ型破りな性格を余すところなく発揮したタカト主導の下、再び作戦が決行されようとしていた。

　作戦再開。鍔つば芽めを抱きかかえた姿勢で、タカトはリンとルーガーの後ろについて飛んでいた。

「俺おれがコアの位置を見極めます！　その後のことは……二人にお任せします！」

　見据える先に待ち構えているのは、救援に駆けつけたルーガーの攻こう撃げきで片腕を切り落とされたスプリガン。社やしろまでの一直線、倒すのは正面の一体だけで良い。退路は後から出来上がる。

　──前だけ見据えてただ突っ込むのみ！

　不思議と血がたぎる。スカイアに入ってから何より胸が高鳴る戦場だった。

　獲え物ものを逃さぬ鷹たかの如ごとく。タカトの猛もう禽きんの視線が、スプリガンを貫き射抜く。

「コアの位置──見えた！　首の付け根ですっ！」

「タカト＝ミソラマ……もっと早く欲しかった才能だね。よし、いくぞリン！」

「了解！」

　先行して舞まい上がったルーガーのストライクウルフが、右腕に装備された大型の武装を展開する。直後に射出されたのは、鮮血の色をした蛇腹剣のような鋭するどい鎖くさりの鞭むちだった。

　ストライクウルフのコア、統とう率そつ種しゆガルムの『切断力に特化した辻つじ風かぜ』を纏まとった刃やいばの鞭が、大蛇の如くスプリガンの首に巻きつき、締め上げる。

　いかに力を伝えにくいゴム質の体であったとしても、巻き付いた刃で引き千切るのであれば話は別だ。

　分割された刀身の一つ一つが、獣けものの牙きばのように研ぎ澄まされた刃で出来た蛇腹剣。更さらには切断力を向上させる辻つじ風かぜの相乗で、もはや切れぬ物のない名刀の一振りと化した剣の鞭が、スプリガンの首にじわじわと食い込んでいく。

　しかし、それでも尚しぶとい。スプリガンは残るもう一本の腕を振りかぶり、先ほどのリンと同じように、蛇腹剣を破壊しようとその腕を振り抜こうとする。

「させないっ！」

　しかし、今度はその動きを予期していたリンが、スプリガンの行動を出だしで止めた。切れないまでも、全攻撃力を正面に乗せた突進で剛腕を弾はじいたリンが、力任せにスプリガンの胴体を大きく開かせる。

「さぁ、前座は退場の時間だ……っ！」

　体を反転させつつ、右腕を大きく振ったルーガーの背後で、スプリガンの頭部が嚙かみ千切られたかのように無惨に月下に舞まう。

　見み惚ほれるほどに美しい軌き跡せきを描いてストライクウルフの右腕へと戻っていく蛇腹剣が、小気味良い音と共に格納されると同時。

「せぇぇぇぇぇっ！」

　満月を背後に、全身全霊の雷撃を纏まとったリンが落雷を思わせる一いつ閃せんを真上から、露ろ出しゆつしたスプリガンのコア目がけて叩たたき込んだ。

　スプリガンの向こう側、目指すべき湖の中央を見据えたまま、タカトは一つの命が砕け散ったことを感じる。

　視界を遮さえぎる青白い巨体が、爆風と共に暗い霧きりに還かえった瞬しゆん間かん。

「飛ぶぞ鍔つば芽め！」

　遂ついに開けた社やしろまでの道を目がけて、タカトは自分に扱える全ての辻つじ風かぜを背後に向けて爆発させ、湖面に長大な水の翼つばさを引いた。

　──届く……っ！

　社まで、もう邪魔はない。これで冠かん照てらに対面できる。

　疾しつ走そうする風の中でタカトは、純粋な怒りを覚えていた。

　冠照の、鍔芽に対するこの仕打ちは何なのか。

　鍔芽が楽しそうに思い出を語っていたのだ、冠照のことを心から信頼していたに違いない。探究者などと大層な異名がついているなら、鍔芽のその信頼に気づけないような馬鹿でもないだろう。

　顎あぎ斗とに連れ去られる形で浮ふ遊ゆう大たい陸りくに上がったとはいえ、メッセージまで残しておいて、ここに戻って来た鍔芽の気持ちを何故考えてやれなかったのか。

　──ふざけるな……っ！

　およそ一瞬先。冠照がどんな人物であったとしても、必ずこの怒りをぶつけてやろうとタカトは決心し、リンとルーガーの声を背に聞きながら、遂に。

　鍔芽を抱えて、社の扉を突き破った──。







　八つの眼光と、八つの細長い脚を持つ化け物が、社の屋根裏からタカト達を押し潰つぶすように落下してきたことに気づいたのは、既にタカトと鍔芽がまとめて粘着性の糸に絡めとられてからだった。

「……っ!?　な、ん……だ」

　八畳ほどの社の内部、閉へい鎖さされた狭い空間の中で待ち構えていたのは、人の姿をした支し配はい種しゆなどではなかった。

　──く、蜘く蛛も……っ!?

　漆しつ黒こくの体毛と薄手の天てん鎧がいで体の節々を覆おおった、スプリガンより尚不気味でおぞましい、新たなる統とう率そつ種しゆ。社の内部に完全に身を隠せる大きさの、三メートル級。

　種別、装甲大蜘蛛アルケニー。

「た、たかと、さ──」

　瞬またたく間に、こちらにのしかかる大蜘蛛が吐き出す糸で口を塞ふさがれ、タカトも鍔芽も声が出せなくなる。

　何故だ、と。およそ脳の処理能力を超えた事態に、タカトは困惑する。

　支し配はい種しゆの気配は確かにしていた。それどころか今も感じる。なのに社やしろの中にはこの蜘く蛛もが待ち受けていただけで、他に生物の姿はない。

　何が起きているのか。何がどうなっているのか。唯一分かることと言えば。

　──ここで、死ぬ……。

　鍔つば芽めもろとも、無駄死にするだけ。

　もう全身が糸に巻き取られ、指一本動かせない。なのに残酷にも眼だけは塞ふさがれず、おぞましい大蜘蛛の醜しゆう悪あくな顔だけは間近で見せつけられていた。

　──死ぬ……。

　それは、これまでの人生で何度か感じた絶望。避さけられない死が自分の心臓を冷たく握にぎり締しめるような感覚だった。

　──死……。

　体が冷えていく。五年前の、あの雪山と同じ。全身が冷気に包まれて、自分の体が自分の物でなくなっていくような、そんな感覚。

　意識が死んでいく。理性が消えていく。覚悟も決意も関係なく、ただみっともなく、生きたいと願う衝動ばかりが、タカトという人間の一番深い部分で巨大化していく。

　故に──。

「………ぁ………」

　タカトの意識が完全に『空くう』になった瞬しゆん間かん。

『それ』は、タカトの意識と交錯クロスし、目覚めた。

「う──あぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　見開いた瞳ひとみに、蒼あおく輝かがやく力が宿る。

　蒼く、深く、どこまでも澄すみ切った力が爆発するように。タカトの内側から強烈な辻つじ風かぜが周囲に吹き荒れた。

　圧倒的な風の爆発は、一瞬でその体を縛っていた蜘蛛の糸を、のしかかっていた大蜘蛛ごと遥かな天に吹き飛ばす。

　それだけに留まらず、この風の前には紙かみ屑くずも同然の有様で、湖の中央に佇たたずんでいた社も内部から爆発四散した。

「た、タカトくん!?　……あれは、あの時の！」

「これが辻つじ神がみの……あの時と同じだな」

　従じゆう属ぞく種しゆと交戦していたリンとルーガーも、その降臨に息を飲む。

　眩まばゆい白銀の天てん鎧がいがブラストホークを覆っていく。脆ぜい弱じやくだった鷹たかの翼つばさは、神がもたらす風を受けて、人の手が加えられた爆風から、澄み切った神の領域へと押し上げられる。

　辻風の鷹。ブラストホーク・クロス──。

「──はぁぁぁぁぁぁっ！」

　吹き荒れる風は止まらない。湖の中心に現れた存在は湖を丸ごと巨大な竜巻で包み、腕の一振りで発生させた風の刃やいばで、瞬しゆん時じに周囲のスプリガン七体の首を撥はね飛ばし、コアもろとも粉々に消し飛ばした。

　満月の空へ手を伸ばすように神威の竜巻は拡大し、リンやルーガーを一切傷つけることなく、湖を取り囲んでいた従じゆう属ぞく種しゆたちを一体残らず巻き込みながら、その天てん鎧がいを粉砕して遥か彼方へ吹き飛ばしていく。

　およそ数秒でこの場の敵を完全に殲せん滅めつしたその存在は、やがて消えていった竜巻の内部で、蒼あおく染まった髪と、白銀のブラストホークを身に纏まとった姿で、宙に静止していた。

　その腕には、朦もう朧ろうとした意識の鍔つば芽めを、しっかりと抱きかかえて。

「タカト、さん……」

　か細い鍔芽の声に、タカトは悲しい表情で首を振る。結局何も分からず、何も解決せず、最後には力に訴えて、全てを消し飛ばして終わりにしてしまった。

　辻つじ神がみ化か。『支し配はい種しゆ・天あま戸と』の力──。

　タカトに与えられた神の力が、しかし慈じ悲ひも救いももたらさぬまま、ただ命を繫つなぐだけの残酷な結末を呼び込んだ。

　出来ることなら、こんな力に頼りたくはなかったが、これも生き汚い人間の宿命なのだろうかと、タカトは無言のまま悔しさに顔を歪ゆがめた。

「……っ！」

　初撃で吹き飛ばした大おお蜘ぐ蛛もアルケニーが、あちこちをズタズタに裂かれたボロきれのような様で落ちて来たのは、その時だった。

　跡形もない社やしろの上に落下した蜘蛛は、統とう率そつ種しゆでありながら自然界の蜘蛛と同じく、瀕ひん死しを示すように足を丸く縮めて転がっている。それでもまだコアは健在のようだ。

　今更、平和的も何もない。念のため消しておこうと、タカトが風を剣のように収束させた瞬間、ようやくタカトはその蒼く染まった瞳ひとみに映る異変に気が付いた。

　装甲大蜘蛛アルケニー。丸々と膨ふくらんだ、本来糸を放出する器官である腹の中に──コアの気配が二つある。しかも、そのうち片方の気配は未いまだに衰えていない。

「ま、まさか……」

　タカトがその可能性に行き着くのと同時。眼に映る蜘蛛のコアが小さくなっていき、やがて蒼い閃せん光こうの広がりと共に姿を消した。

「──あー……痛たたたた……もう、相変わらず手加減しないわねぇ」

　嵐が過ぎた後の弛し緩かんした空気の中に、気だるそうな女性の声が響ひびく。

「あ……あぁっ！」

　腕の中で鍔芽が声を上げる。めまぐるしく移り行く事態に、眼に映る光景に、タカトも、リンも、ルーガーも、言葉を発することが出来ずにいた。

　まさか、あのおぞましい蜘く蛛もの腹の中から、呼吸すら忘れるほどの美女が、月下の湖に立ち上がるなどと、誰が想像しただろう。

「ふーっ、綺き麗れいにしてくれちゃって……秘蔵の一品もどっさり置いてあったのに」

　タカトの腕の中で身を乗り出した鍔つば芽めが、その名を叫ぶ。

「か……冠かん照てら様ぁっ！」

　やはり、と。月下美人の名が相応ふさわしい支し配はい種しゆに、全員の視線が集中する。

「やーっほー。鍔芽ちゃーん、久しぶりーっ！　また会えて本当に嬉うれしいわーっ！」

　これまでの激戦から続く言葉とは思えないほど軽々しい言葉と共に、鍔芽へ軽く手を振ってから、それを抱いているタカトへと、遂ついに姿を現した探究の支配種は視線を移す。

「久しぶりねー、天あま戸とー。あたくしのこと、分かるかしらー？」

　応えるように、鼓こ動どうが大きく鳴るのを感じた。

「さてさてさて、と。おーい、人間のしょくーん。こっちに交戦の意思はないわー。あたくしの目的は達成されたから、そろそろ降りて来てー。お酒でも飲みながらお話しましょー？」

　妖よう艶えんな体に魅み惑わくのしなを作って。探究者冠照は、竪たて琴ごとでも弾ひくような艶あでやかな指使いで、月夜に向けて手を招いた。
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　多くの予想と期待を裏切った果てに、ようやく姿を現した支し配はい種しゆ、探究者冠かん照てら。

　その姿を上空から見下ろしながら、タカト、リン、ルーガーの三人は、どういう行動を取るべきか無言のまま思考を巡らせていた。

　だが、この場において、どちらかと言えばタカトたちの方が場違いな印象を覚えるほどに。

「おーい！　つ・ば・め・ちゃーんっ！　会いたかったわよーっ！」

　無邪気に人ひと懐なつっこそうな表情を形作って、社やしろの土台となっていた平らな岩の上で飛び跳ねながら、冠照が手を振っている。

　その姿だけを見れば、とても厳戒態勢とも言える防護の布陣を整えて待ち受けていた『敵』の総大将とは思えない。

「うぅ……か、冠照様……私の方こそ……お会いしたかったですーっ！」

　鍔つば芽めの方も、その笑顔にすっかり不安を解かされてしまったのか、タカトの腕の中で涙を滂ぼう沱だと流しながらジタバタと手足を振っていた。

「あれが、冠照？」

　もう一度、その姿を注視する。

　細くしなやかな手足を惜しげもなく露ろ出しゆつさせ、ミオをも上回りそうな豊満な胸と、艶あでやかにくびれた腰回りを、ひらひらとした薄手の衣装で覆おおう姿は、月光が降り注ぐ闇やみ夜よの湖という情景もあってか、思わず息が止まるほどの現実離れした美しさを放って見えた。

　特に眼を奪うのは、ふんわりとその体を包んでいる透き通った羽衣だ。その出で立ちは、妖よう艶えんな踊り子を思わせる。

　冠照は腰に下げた古風な酒さか瓶びんを手に取りつつ、再度タカトに眼を移した。

「もしもーし、天あま戸とー？　聞こえてるー？　降りてきなさいよー。しばらくぶりに一緒に飲まないー？」

　タカトのことを、親しげな様子で天戸と呼ぶ。そう呼ばれると、嫌でも顎あぎ斗ととの戦いを思い出してしまい、未いまだに正体のよく分からないこの力に対する不安と、顎斗が散り際に残した呪じゆ言げんが脳裏に蘇よみがえり、顔が曇くもる。

「タカトさん、それにリンさんと、ルーガーさん……」

　無言で顔を見合わせる三人と、不安そうな顔の鍔芽。

　冠照に対し、これまでの戦闘を思い返せば、あの柔らかな微笑ほほえみに警戒心を抱くのは当然と言えた。

　用意していた布陣を、想定外のタカトの力で破られたことで、敢えて敵意を見せないようにして油断させようとしているのかもしれない。

　一見、場が落ち着いているように見えても、状況は混迷の極みと言える。

　まずは迂う闊かつに接近せず、距離を保って話を聞いてみるしかないという結論に達したタカトは、天戸の天てん鎧がいを纏まとっている自分が、この場で最もその役に適していると判断し、まずは鍔芽をリンに預けようと向きを変える。

　が、その瞬しゆん間かん。

「う、あ……っ!?」

　急速に体から力が抜けていき、タカトの体が再び蒼あおい光に包まれる。

　タカトの体を覆おおっていた天てん鎧がいが、ホタルの群れが飛び去るように一気に霧む散さんしていき、元のブラストホークが露あらわになる。

　しかし胸部にはめ込まれていたコアだけは、天あま戸との力に耐え切れなかったのか、原型を残さず砕け散ってしまった。

　幸いブラストホーク自体は無事のようだが、辻つじ風かぜを起こすことの出来なくなったタカトが、鍔つば芽めと一緒に緩ゆるやかな転落を開始する。

「タカトくん！　鍔芽！」

　宙で手放してしまった鍔芽をリンが、タカトをルーガーが受け止めようと飛来する。

　しかし、二人が救出に駆けつけるよりも早く。

「よーいしょっと」

　間延びした声と共に、タカトの体が何かに引きつけられるような風に捕まった。これは、スプリガンと戦った時に感じた、あの引力の風だ。

　全身を緩やかな風のクッションに包まれながら、タカトと鍔芽は冠かん照てらのすぐ眼の前まで引き寄せられ、衝しよう撃げきも感じないほど優しく、岩の上へと横たえられた。

「ふむふむ……なるほど、天戸の意識が表層に出てきてるわけじゃないのね」

　肉体が元の状態に戻ろうとする激しい鼓こ動どうと、頭痛と共に霞かすむ視界の中、すぐ眼の前まで迫って来た冠照の美び貌ぼうに息を飲みながら、タカトは何とか息を整える。

「この、力のこと……知って……？　う、ぐ、ぁぁ……っ！」

　初めて天戸の力を解放した時とは比較にならない痛みと消しよう耗もうがタカトを襲おそう。途切れ途切れに問いを投げるが、それだけでも体が軋きしんで悲鳴を上げた。

　天戸の力が水流なら、タカトの体はそれを押し留めているダムだ。一度決壊したダムから狂ったように暴れだす水流を、脆ぜい弱じやくな人の体と精神力だけで元のダムの中に押し戻すような、そんなデタラメな『修正』が、タカトの意思とは無関係に、体の中で起きているのだ。

　体が悲鳴を上げるのは当然。意識があるだけで奇跡かもしれない。

「んふふふ……天戸、貴方も無茶するわねぇ。だけど理解したわ。後でちゃんと説明してあげる。よろしくね人間の坊や。少し横になってなさいな」

　そう言って、鍔芽に向き直った冠照が優しく微笑ほほえむ。

　鍔芽は唇をきつく嚙かんだまま、どうするべきかと冠照に向かって立ち尽くしていた。

「つーばめ？　ようやく会えたわね」

「冠照様……どうして……どうしてこんなことに……」

「よしよし、ごめんね鍔つば芽めちゃん。ちゃんと説明するから、まずは落ち着いて？　ね？」

　その時、リンが武器を手に、すぐ傍そばの空中にまで降りて来た。

「動かないで！　まだ貴方を信用できない、タカトくんと鍔芽から離れて」

「あらあら、これまた血気盛んなお嬢じようさんねぇ。凛り々りしくて素敵よ？　んふふ……けど安心して？　本当に敵意はないのよ。だから剣を納めてちょうだいな」

　リンの迫力ある眼光を前に、冠かん照てらはまるで動じずにゆったりと微笑ほほえみを返す。どちらかが折れなければ先に進まない状況だ。そんな中に、またしてもルーガーが割って入った。

「リン待った。まずは話を聞いてみようじゃないか。この方に本当に敵意があるのなら、今の一いつ瞬しゆんでタカト君と鍔芽ちゃんはもう殺されているはずだ」

　仲裁に入ったルーガーが、改まった動作で冠照に優雅に一礼する。その姿からは、女性に対する敬意が見て取れた。

「失礼いたしました。僕の名前はルーガー＝ライトレイジ、是非この機会にお近づきに──」

「んふ、野郎に興味はないから黙りなさいな羽虫」

　ルーガーの言葉を断ち切るように、冠照がにこやかにルーガーを黙らせた。この一分少々の時間の中で受けていた冠照に対する印象が、一瞬で変わった。

「は、はむ、羽虫……で、ありますか。は、ははは、これはこれは手厳し──どあっ!?」

　動揺を必死に隠しながら、それでも余裕の態度を見せようと頑張ったルーガーだったが、耳も貸してもらえないまま、風に突き飛ばされて湖の端まで吹っ飛んでいった。

「あ～～～れ～～～っ！」

「る、ルーガー隊長！」

「んふ、勘違いしないでちょうだいねぇ？　可愛い女の子なら大歓迎だけど、必要ない男とまで関わり合いになりたくないわぁ。ねぇ鍔芽ちゃん？　あん、もう相変わらずほっぺたがプニプニで最高ねぇ……」

「ひゃ、あ、わ、冠照様、恥ずかしいですぅ！　そ、それよりルーガー隊長さんが！」

「あら、あの羽虫ったら隊長なの？　んふ、大丈夫よ怪我なんかさせないからぁ」

　そう言って不気味に笑いながら、冠照が鍔芽を抱き寄せて頰ほおを指先でつつく。

「ちょっと、鍔芽を放して！」

　警戒を解いていないリンが、黒刀の切っ先を向けながら冠照に迫る。しかし、冠照は慌あわてた様子も見せず、空いた左手の中に辻つじ風かぜを集中させると、黒刀の切っ先をリンの手から弾はじき飛ばし、リンの手を引いてその体を抱きしめた。

「やんちゃさんねぇ。剣を納めなさいって言ったのが……聞こえなかったのぉ？」

「うひっ!?」

　リンの耳に息を吹きかけた冠照が、身を震ふるわせたリンの腰に妖あやしく指を這はわせていく。

「さて……人間の諸君？　約束するわ。争う気はないし、質問には全て答えてあげる。その代わり、貴方たちのことも聞かせて？　んふふふ、ゆーっくりお話しましょ？」

　いよいよ交渉が始まる。ネスト５の命運をかけた、油断を許さない駆け引きの時だ。

　ようやく意識がはっきりしてきたタカトが痛む体を起こしながら、フラフラと羽虫のように飛んで戻ってくるルーガーと、鍔つば芽めとリンを両手に抱いている冠かん照てらに、冷や汗を流す。

　手強さ、という意味では──チャイムにも匹敵しそうな難物のようだ。







　冠照を囲むようにタカトとリン、鍔芽は、湖の中心の岩場に座り込んでいた。

　しかし、ルーガーは一人上空に上がり、話の聞こえない位置で眼下の交渉を見守っている。

　安心して話をするためにも、もし冠照が敵対行動を取ったなら、すぐにでも真上から攻こう撃げき、或いは撤てつ退たいして増援を呼べる位置に一人待機していた方が良い。との判断だ。

　上空に待機しているルーガーなら部隊を即座に動かせる。最適な人選であることには間違いないのだが、傍はた目めには冠照に強制的に追い出されたようにしか見えなかった。

　ともあれ、こうして舞台は整った。人と辻つじ神がみが歩み寄る、初めての機会である。

「ではでは改めまして。あたくしは冠照。一部の支し配はい種しゆはあたくしのことを探究者とも呼んだりするわ。知りたがり屋のお姉さんでーす。よろしくね、坊やたち」

　艶あでやかに体のラインをなぞりながら、冠照はそう名乗った。
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　あざとさに満ちた動作に、リンは相変わらずきつい視線を向けながら抜ぬき身みの黒刀を握にぎり締しめているし、鍔つば芽めはようやく交渉の席が整ったことに安あん堵どしているようで、今はタカトの傍そばで落ち着いた様子を見せている。

「まずは、鍔芽ちゃんをここまで守ってくれてありがとう。と言っても、攻こう撃げきしたのはあたくしの方か……本当にごめんね、鍔芽ちゃん」

「……何か、理由があったんですよね、冠かん照てら様」

　やんわりと頷うなずく冠照に、鍔芽も分かっている、と頷きを返す。

　鍔芽の言っていたような、久しぶりに再会した親戚という感じではない。どちらかと言えば親子。いや、冠照の大人びた雰囲気と鍔芽のあどけなさを見ていると、孫娘を歓迎する祖母のようにも見える。と、タカトが考えた時。

「んふ、失礼ねぇ……誰がお婆ちゃんに見えるのか、言ってごらんなさい坊や？」

　柔にゆう和わな笑みで胸中を言い当てられて、タカトはぎくりと眼を瞠みはる。勿もち論ろん、冠照の外見は二十代前半、その洗練された立ち振る舞いを考こう慮りよして大目に見積もっても、せいぜい三み十そ路じ手前くらいに見えるのだが。

「もう、誰が三十路ですって？　失礼な坊やねぇ」

「え！　な、いや……」

　無言の胸中を的確に言い当てられ、考えを読まれているのかと感じて、つい思考が止まる。

「んふふふ。けど、冷静に相手を見極めようとするその眼光は、鷹たかみたいで素敵よ」

　一挙手一投足に優美さを損なわない仕草を交えつつ、冠照は笑う。

「さてと。あたくしもお喋しやべりは……それはもう、だぁい好きなんだけど。事情が事情だし、まずは要件だけ手短に話しちゃいましょうか」

「か、冠照様。それより、お体は大丈夫なのですか？　あれだけの大群を指揮するなど、ただでさえ体に限界が近づいているはずなのに……」

「もう。鍔芽ちゃんまで、人のことをお婆ちゃんみたいに言わないでちょうだい。だけどそうね……ちょっと無理しちゃった感は強いかしら。けどいいのよ？」

　冠照は気が気でない様子の鍔芽ににこやかに微笑ほほえむと、耳を疑うようなことを言った。

「あたくしは初めから、今日ここで死ぬ覚悟でいたのだから」

「……え？」

　どういうことだと一同が揃そろって眼を細める中、冠照はゆっくり頷いて語り始める。

「まず大前提として、あたくし……いえ『世界中』の支し配はい種しゆたちは、貴方たちの暮らす浮ふ遊ゆう大たい陸りく、ネスト５に異変が生じていることに気づいているわぁ。世界のどこにいても、浮遊大陸の異変を感知することが出来るのが支配種の特性だからね」

　そして、と間を置いて、柔和な笑みを浮かべながら冠照は続ける。

「安心なさい？　結界を修復する方法はあるし、あたくしにならそれが可能。当然、貴方たちにも協力するつもりでいるし、特に見返りも求めない。結果的にとはいえ、必ずネスト５に生きる人間たちを救ってみせるわぁ」

　啞あ然ぜんとして言葉を失う。その約やく定じようを取り付けるまでに、どれほどの時間と譲歩が必要なのかと考えていた矢先に、欲しかった答えの全てが、あっさり並べ立てられてしまった。

「そ、それならどうして……？」

「あたくしたちにも優先順位があったのよ」

　そう言って、冠かん照てらはわざとらしく下着を見せながら足を組み替えてタカトに向き直る。

　色気の塊かたまりのような冠照の、眼のやり場に困る動作にドギマギしながら、タカトは視線の逃げ場を探すが、結局冠照のダークグレーの瞳ひとみに視線を固定されてしまった。

「あたくしたちが最優先での確認を必要とした『ある事態』……それは浮ふ遊ゆう大たい陸りくの修復よりも優先度が高かった。それこそ……あたくしの命を賭かけてでも、可及的速やかに出会うべき相手がいたの。それが……君」

　冠照の細長い指が、タカトを指し示す。

「……俺おれ、ですか……？」

「正確には、君と、君の中にいる……伝説にね」

　一際大きく高鳴った鼓こ動どうと、更さらにその奥で、確かな熱を持つ力を感じた。

「んふ。さてさて、何から話しましょうか」

　冠照は満月を見上げながら、取り出した小さな酒さか瓶びんに口をつけると、艶つやっぽく喉を鳴らして吐と息いきした。

「まず……あたくしが事態に気づいたのは約一か月前。あたくしは、この日本の大地を中心に地上の遺跡やタワーを巡って情報収集するのが役目なの。役目と言っても趣味のようなものだけど、早い話が、四百年前から続く歴史の空白を埋めるための調査ね」

　全ての発端となった、四百年前の出来事──。

　しかし、今はそれは関係ないと、冠照は話を戻す。

「とにかく、一月前。空に異変を感じ取ったあたくしは、急いで鍔つば芽めの住んでいるこの地へと戻って来た。案の定、鍔芽はいなくなっていたわ。あたくしの持つ風の能力は『広域探知』。自分の辻つじ風かぜが触れたものの情報を感じ取る能力よ。その風を用いて、あたくしは鍔芽ちゃんの気配を追って、ネスト５に風を送ったの」

　鍔芽は治ち癒ゆ能力の強化。顎あぎ斗とは万物を焼き尽くす黒い炎。

　そしてタカトの中に眠る天あま戸とは──他の辻つじ神がみの力、その一切を消し去る浸食の風。

　支し配はい種しゆが操る辻風に、普通とは違う特殊な能力が宿っていることは知っていたが、その種類もかなり幅が広いようだ。

「流石さすがに地上からだと詳細な事態は分からなかったけれど、それでも辛かろうじて分かったことは三つ。ネスト５の結界に綻ほころびが生じていることと、複数の支配種がどういうわけか浮遊大陸に存在すること。そして何より……支し配はい種しゆ、天あま戸との復活よ」

　タカトは自分の胸に手を当て、押し黙る。

「そもそも、あたくしが気づいた空の異変というのは、その天戸の気配のことなのよ。これは流石さすがに世界中に伝わるほどではないけれど、それでも、この日本の大地に暮らす支配種たちなら気づいたはず……それほどに、絶大な力を持つ風を感じたわ」

　どうやら、タカトが考えていたより遥かに重大な事態が起きているようだと、問わずにはいられなかった。

「一体何なんですか、天戸って」

「……ねぇ坊や、『その体』になって、何年になる？」

「もう五年になります。地上の故こ郷きようを焼き払われた時、雪山で……」

　少しの間、眼を閉じてタカトの言葉を嚙かみしめているようだった冠かん照てらは、やがて、これまでよりずっと冷めた表情でタカトを見据え、口を開いた。

「支配種、天戸──清浄な環境を求め、四百年前に起きた人と辻つじ神がみとの戦争。その英雄よ。そして同時に、『粛しゆく清せい者しや』として、同朋たちの敬意と畏怖を一身に集めた、支配種最大にして、最悪の汚れ役でもあった」

　粛清者、という響ひびきに不穏なものを感じつつ、タカトは一言一句も聞き漏らすまいと、無言で冠照の言葉に聞き入る。

「あたくしたち支配種には色々な掟おきてがあるのよ。神として、世界を司つかさどる者として、超えてはならない一線を明確に定義してある。それを犯した者には容赦なく罪人の証……蜘く蛛もの刻印を刻み付け、正当なる罰を下すことになっているの」

　罪には罰を。その決まりは人間と同じだが、冠照の雰囲気から察するに、人間よりも遥かに厳正なルールが敷かれているようだ。

　場合によって情じよう状じよう酌しやく量りようの余地が与えられる人間のように、生易しいものではないのだろう。

「中でも、同族殺しは最大の罪。例外はなく、如い何かなる場合においても死罪を免れない」

　場の空気を引き締めるような冠照の言葉だったが、その言葉に矛盾が潜ひそんでいることに気づき、タカトは口を挟んでいた。

「ん……？　待ってくれ。同族殺しが極刑なら、それを執しつ行こうするのは誰になる？」

　罰を与えるための執行であれば例外なのかとも思ったが、直前に冠照は、例外はないとはっきり口にしている。それはつまり。

「まさか……」

「んふ、そういうこと。天戸はね、罪人を処刑する役目を負った支配種だったのよ」

　自分の中に眠る存在の正体。

　粛清者、天戸──罪人に、厳正なる罰を与える神。

「坊やの感じた矛盾は正しいわ。たとえ刑の執行という絶対なる正義の行いであっても……それは同族殺しに他ならない。あたくしたち同朋からも、罪人として扱われるわ」

「そんな……そんなの……無茶苦茶じゃないか」

　罪人を処刑する罪人。それだけを聞けば、ただひたすらに鬱うつ々うつとした感情を溜ためこんでいくばかりの、残酷な宿命しか思い描けない。

　そんな扱いを受けて、正常でいられるものなのだろうか。

「坊やの考え通り、辛つらく壮絶な人生よ。粛しゆく清せい者しやとして生きるために必要な心の強さ……それを極限まで研ぎ澄ますことが求められる。けどね、そういう意味では天あま戸とは完璧だったわ。同朋への深い愛情と、懸けん命めいに生きる生命への惜しみない優しさ。罪人に立ち向かう勇気と、冷酷に罪を裁く厳しさ。そして神としての力。それら全てを兼ね備えた、最高峰の人格者だった」

　そんなものが今、タカトの中に──。

「天戸は世界を守護する支し配はい種しゆとして、そして粛清者として、戦時中の世界において、伝説的な名声を残したわ」

「それほどに、凄すさまじい方だったのですか？」

「そりゃもう戦いにおいては、無敵の一言で片付くほどだったわぁ。同朋の辻つじ風かぜを無力化させる能力なんて反則も良い所だし……人間と争う時も、その力の前に何千何万もの人々がひれ伏した。多くの同朋たちが彼を恐れ、そして憧あこがれたものよ」

　冠かん照てらが、数多くの意味を含んでいるであろう瞳ひとみでタカトを射抜く。

「粛清者はその宿命と業ごうを背負う覚悟として、最悪の罪人の証である、完成した八本足の蜘く蛛もの刻印を自ら体に刻み付けるの。自由を奪う『蜘蛛』と……美しい蒼そう天てんから光を閉ざす『雲』の意味もあるその刻印は、奇くしくも『天戸』という名に相応ふさわしかった」

　天を──蒼天に生きる神という光を──閉ざす者──。

「それが……坊や、君の中に眠る力の正体よ」

　五年前。あの雪山で、死にかけていたタカトを救い出した支配種、天戸。

　あの時タカトは紛れもなく、生きた伝説に出会ったのだ。

「……そんな人が、どうして俺おれなんかを」

　胸に手を当てたまま、タカトは眼を閉じる。

　命を救い、命を与えてくれたことには、心から感謝している。あの時の言葉は今でも覚えているし、タカトが生きる指針にもなっている。

　だが、だからこそ分からない。それほどの覚悟を背負ってきた人物が、どうして人間の子供にその運命を託たくすようなことをしたのか。

「そこは本当に謎なのよねぇ。坊やは、天戸と話をしたわけじゃないの？」

「幾つか、助言というか……あの時の状況を見れば、啓示みたいなものを言い残してはくれたけど、それからは一度も、天戸と会話をしたことはないんです」

「ふーむ……まぁ、天あま戸とのことだから考えはあったんでしょうけど。あたくしがいるのに、意識が表層に上がって来ないということは『出てこられない』って考えが妥当なのかしらね」

「冠かん照てら様は、その天戸様とはどういうご関係だったんですか？」

「んふふ、そりゃあもう、熱く激しい関係と言うかぁ……鍔つば芽めちゃんにはちょっと早いかしらねぇ」

　唇を艶あでやかに舐なめながら、わざとらしく発言する冠照に、鍔芽は顔を真っ赤にし、タカトは背筋と、気のせいか胸の奥に寒気を感じた。

「んふふ、冗談。あたくしと天戸は単なる戦友よ」

　少しだけ遠い何かに思いを馳はせるような深みのある表情で、冠照は酒を一口仰いだ。

「けど、ありがとう坊や。お陰で坊やの状況は分かってきたわ。ある意味残念。ある意味安心……ってところかしらね」

「ま、待ってくれ！　勝手に納得しないでください！　支し配はい種しゆが自分のコアを人間に植え付けるなんてことに前例は？　この先……俺おれは一体どうなる！　普通の人間のままでいられるんですか！」

　顎あぎ斗との呪じゆ言げんが脳裏に蘇よみがえる。この先タカトが、天戸の力を抑えきれなくなり、仲間をその手にかけることになる、と。

「……支配種が人間の肉体を借りて延命を試みるという手段は、歴史上、僅わずかながら実行されてきたわ。君のように支配種のコアと適合できた人間は、あたくしが知る限り、数人が確認されている。だけどその前例は全て……適合から一年以内に命を落としているの」

　その前例に何が起きたのか。正直知りたいところではあったが、知ってしまえばこの先、拭ぬぐい去れない恐怖を抱え込むことになりそうで、タカトは言葉を出せなかった。

「いい、坊や？　五年もの期間、支配種のコアを安定して宿し続けたのであれば、肉体的、精神的にも、普通に暮らしていく分には何の問題も起こらないでしょう。けど……申し訳ないけれど、君のような『辻神化身クロス・シフター』に関する情報は極めて少ない。この先君に何が起こるのか、あたくしにも……いえ、きっと他の支配種でも分からないでしょう」

　──辻神化身クロス・シフター……。

　力の名こそ分かったが、しかし具体的なことが何も分からないまま、ただ死刑宣告だけを下されたような気分で、タカトは奥歯を嚙かむ。

「けど、これだけは保証してあげる。さっきの覚かく醒せいを見る限り、天戸の意識は君の中でまだ生きている。そして天戸は絶対に、無意味な死を許さなかった」

　その言葉の意味が分からず、タカトは眼を瞬またたかせて冠照を見返す。

「天戸は生命の一生を、一つの物語として捉とらえていたわ。死はその命が経へて来た物語の締めくくり。天戸はどれだけ辛い結末であっても、終わらせるべき物語の道筋だけは、絶対に通し、通させる子だった……んふふ、そこが格好良いところだったんだけど……安心なさい、坊や」

　冠かん照てらが、初めて心からの慈じ愛あいを感じさせる顔で、タカトに微笑ほほえんだ。

「決して甘やかしはしないだろうけど、それでも……君が生きようとする限り、天あま戸とはその意思を絶対に無視しないから。君が迎えるべき死を迎えるまで、天戸が君を殺すことはないでしょう」

　その言葉を深く心に刻み込む。だからなのだろうか。タカトが本当の死の危機に瀕ひんし、飾り気のない、蒼そう天てんのように澄すみ切った心へ落ちた時にだけ、その力を貸してくれるのは。

　あの時約束した、生き続けるという約束──それを守らせるために。まだ死ぬべき時ではないと、その手を伸ばしてくれるのかもしれない。

　天戸は一体何を思ってタカトを選び、生かしたのか。結局、謎はそこに集約される。

「天戸が何を思い、坊やに力を託たくしたのか。それはあたくしにも分からない……だからこそだったのよ。天戸という、あたくしたち同朋にとって最悪の力が、復活したかもしれないという可能性に、過敏に反応せざるを得なかったのは」

　唐突に話が戻り、一いつ瞬しゆん思考が止まるが、今度はリンが口を開いた。

「その天戸って支し配はい種しゆが五年前に死んだはず、っていうことを支配種たちは知っていたの？」

「勿もち論ろんよぉ。彼も相当に無茶をする子だったから、こんな地上の環境下で長続きしないだろうとは思っていたのだけど……それでも、彼の死を知った同朋は一様に、ショックを受けていたわ。あたくしも含めてね」

　なるほど、とリンが納得したように頷うなずく。

「分かってきたかも。そんなとんでもない力を持った支配種が、人間の暮らす浮ふ遊ゆう大たい陸りくで、しかも突然生きているかもしれないって分かったら、確かめずにはいられないよね……自分たちの、味方なのかどうか」

　にんまりと感心したように微笑んで、冠照が満足げに口端を持ち上げた。

「……んふ。正解よお嬢じようちゃん。その通り。死んだはずの天戸が生きているとなれば可能性は一つ。人間の肉体を借りている可能性しかないの。それに、五年間も音おと沙さ汰たが無かったとなれば、天戸の意識は既に消滅し、天戸の力だけが人間の手に渡ってしまった可能性がある……そういう前例もあったが故に……これが、あたくしたちにとって、どれほどのことか分かって頂ける？」

　天戸の力。あらゆる辻つじ風かぜを無力化する、英雄として、伝説的な猛もう威いを振るった粛しゆく清せい者しやの力。

　それが今、辻つじ神がみと敵対している人間の手に渡ってしまったら。

「……俺おれが、支配種の天敵に成り得る可能性があったから……？」

　細く、長く息をついて、冠照が頷うなずく。

「ご明察。あたくし、こう見えてもそれなりに顔の利く支配種なの。この日本の大地周辺に暮らす支配種たちのまとめ役でもあるのよ。だからあたくしは緊急招集をかけて、天戸復活に関する対応を話し合った」

　冠かん照てらが改めて、月光に照らされる湖を見渡した。

「ネスト５の結界の修復に向けて動く必要もあったのだけど、天あま戸とが敵対してくるようなことになれば、どの道あたくしたちは、おしまい……現状をはっきりさせるためには、どうしても鍔つば芽めちゃんに期待するしかなかったの。ネスト５から感じた気配の中には鍔芽ちゃんのものもあった。だから鍔芽ちゃんが天戸と接触している可能性も高かったわ。何かあった時きっと鍔芽ちゃんは、あたくしを頼ってくれるはず……先月からあたくし、ずっと天戸を連れて会いに来てくれるのを待っていたのよ？」

　そっと鍔芽の頭を撫なでて、冠照は穏おだやかに続ける。

「鍔芽ちゃんが帰って来ることを期待する以上、天戸との接触に備えて待機するのはあたくしでなくてはならなかった。徹底的な防備を固めて、もし天戸の力を自在に扱える人間が敵対してくるようであれば……あたくしの命に代えても。たとえ……鍔芽ちゃんを殺あやめることになろうとも。ここで災厄の種を摘つもうと、そう決断したのよ」

　これまでの戦いも、違和感も、全てが納得いく形で繫つながった。

「幸いにして、天戸の力を宿した人間は自分ではその力を引き出すことが出来ない。天戸の意識は表層に出てこれない。その人間は支し配はい種しゆのことを理解するために、歩み寄ろうとしてくれている……よって殺害という手段は見送り、当面は天戸の力を宿した人間の動向を監かん視しすることとする。これがあたくしの最終判断」

　辛かろうじて。本当に辛うじて──タカトに対し、その存在を知るあらゆる支配種が敵対行動を取るような事態には、ならずに済んだようだった。

　思わず安あん堵どの吐と息いきが漏れる。結界の異常から始まった一連の騒ぎ、その渦中に、知らぬうちに自分がいたのだから。

　自分が生きているだけで、周り全ての命が危険に晒さらされる。現時点ではだが、そんな悪夢が現実になるようなことは、ならずに済みそうだ。

「そして、ここからはあたくし個人の……けじめのつけ方よ」

　そう言うと冠照はその場に跪ひざまずき、真まっ直すぐに鍔芽を見据えてから、驚いたことに、その額を冷たい岩の上に押し付けた。

「天に生きる神にとって、大地に縛り付けられることがどれほどの屈辱か……けど、だからこそ今はそれでいいの」

　驚きよう愕がくする面々とは裏腹に、冠照の声は至し極ごく落ち着いたものだった。

「ごめんなさい、鍔芽ちゃん……必要なこととはいえ、あたくしは貴方を餌えさに使い、殺すことまで考えた。鍔芽ちゃん個人に対する感情より、大多数の未来を選んで……貴方の命を、あたくしは切り捨てる決断をしました」

　呼吸すら忘れて、その壮絶な光景に見入る。

　今この場にタカトたちの居場所はない。ただ、神と神が、互いの心の置場を求めて筋を通すための空間がこの場の全てだ。

「ごめんなさい……ごめんなさい……」

　夜風が、湖面の満月を揺らす。額を岩に擦すりつけたままの冠かん照てらを見ていられなくなり、タカトは視線を鍔つば芽めに移す。

　鍔芽は果たして、どんな気持ちでいるのか。悔しさや、歯がゆさや、申し訳なさで、顔を曇くもらせているのかと思っていたタカトだったが、しかし。

　タカトは見る。戸惑いの色は残しているが、それでも真まっ直すぐに冠照を見据えたまま、揺るがぬ瞳ひとみのまま立っている鍔芽の姿を。

「頭を、上げてください。冠照様」

　そう告げて、鍔芽は冠照のすぐ傍そばに膝ひざをついた。

「いいんです。これは、冠照様だから許すとか、仕方がないと諦あきらめて言っているのではなくて……私は、冠照様が正しいことをしたと思っています」

　ゆっくりと顔を上げた冠照の瞳が、僅わずかに驚きで見開かれる。

　冠照に寄り添う鍔芽の姿は堂々としていて、とても一月前まで、おどおどしながら周囲の顔色を窺うかがっていた少女には見えない。

「私は、支し配はい種しゆとしてはまだまだ未熟で、同朋の知り合いもほとんどいません。けど冠照様は違う……守らなければならない方々が、沢たく山さんいるはずです。私のような未熟者を切り捨てて、それが救えるならと……その考えは決して間違っていません。争いを避さけることは、必ずしも誰かを守ることには繫つながらない……辛つらい現実ですが、それでも私はあの空で……タカトさんやリンさんや、もっと沢山の友達に……仲間に出会って、それを教えてもらいました」

　眼を逸そらしたくなるような理不尽に直面しても、傷つき、傷つけることを恐れて、立ち向かうことから逃げてしまえば、眼の前で大切なものを失ってしまう。

　鍔芽もまた、タカトたち同様に、それを学んだのだ。

「それに私、少しだけ嬉うれしいんです。これでタカトさんや、天あま戸と様が危険ではないとはっきり証明されました。もし冠照様が私を気遣って、争うことなく、多くの同朋たちを不安にさせたまま様子を見る選択をしていたら……きっと私、もっと悔しかったから」

　見れば、その美しい蒼あおい瞳が、澄すんだ滴しずくで潤うるんでいる。

「だから……ありがとうございます、冠照様。私を特別扱いしないでくれて……ちゃんとした序列をつけた、同朋の一人として扱ってくれて……本当に嬉しいです」

　震ふるえる声で言いながら、それでも鍔芽は笑って見せた。

　その言葉に、決して噓うそ偽いつわりはないと誓うように。

「だから……そんな風に謝るの、やめてください……寂しいです……」

「鍔芽ちゃん……」

　少しの間、深く眼を閉じた後。冠照は体を起こし、鍔芽を抱きしめた。

「……んふふふ……驚いたわ。ちょっと見ない間に、こんなに変わるものなのね」

「う、うぅ……冠かん照てら様ぁぁぁぁ」

「あーもう、泣き虫なのは相変わらずねぇ……だけど」

　鍔つば芽めを抱きしめたまま、冠照は嬉うれしそうに口元を緩ゆるませて、タカトを、そしてリンを見つめて、こう言った。

「ありがとう。鍔芽を強くしてくれて」

　タカトはリンと眼を見合わせる。

　まだ詳しく話してくれたことはないが、リンの辻つじ神がみに対する敵意が決して浅くないことは、タカトも察している。

　だがそれでも。リンは小さく吐と息いきして、握にぎり締しめていた黒刀を鞘さやの中に納めてくれた。

「任務完了、かな？」

「です、ね」

　リンの余計な力が抜けた表情を見て、タカトもようやく肩の力を抜く。

　こうして人と辻神が歩み寄る交渉の席は、禍か根こんを残すことなく決着した。

　今は、一番良い結果を出せたのだと、そう信じていたい。
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　その後。冠かん照てらはネスト５の結界を修復するため、天あま戸との力を宿した人間と共に空へ上がることと、当面の問題は解決した旨むねを書簡にまとめ、小鳥を従じゆう属ぞく種しゆ化かさせると、各地で連絡を待っているという支し配はい種しゆたちに向けて一斉に飛び立たせた。

　電力のほとんどが死んでしまっている今の地上においては、確かに便利な通信手段である。

「これで大丈夫のはず。あたくしがいる以上、これで少なくとも日本の大地に暮らす支配種たちは下手にネスト５を襲しゆう撃げきすることもないはずよぉ」

　結果的にとはいえ、タカトたちは冠照と協力関係を結ぶことで、ネスト５の安全を勝ち取ったのだ。

「もっとも、支配種たちの中にも色んなタイプがいるから、あたくしの話を聞かない者もいるし、事情を知らない支配種がやってきて、ネスト５を標的にする可能性が消えないことは、常に忘れないでね」

　肝に銘じておこうとリンと頷うなずき合い、上空のルーガーに作戦終了を告げる合図を送る。

「話し合いは終わったみたいだね、お疲れ！　すぐに迎えを手配するよ」

　数分もすれば、ルーガーが乗ってきた輸送船から救助用の小型船が飛んでくるはずだ。

「はーあ、気が抜けちゃったわぁ。あたくしもうフラフラよ……ねぇ坊やぁ、お姉さんのこと支えてくれないかしらぁ？」

　そう言って、冠照が豊満な胸をタカトに押し付けつつ耳に息を吹きかけてくる。

「うわっ！　お、女の子じゃなきゃ嫌なんじゃないんですか……」

「あらぁ、素敵な殿との方がたに唾つばつけとくのは淑女の嗜たしなみよぉ？　ねぇ天戸ぉ、聞こえてるぅ？　出てこないと、この坊やのこと食べちゃうわよぉ？　んふふふふ……」

　上半分がほとんど露ろ出しゆつしている柔らかな胸をひしゃげるほど押し付けられ、しかし衰弱している冠照を突き放すのもどうかと思い、どうすれば良いのかとタカトが戸惑っていた時だ。

「ちょっと。何顔赤くしてるのタカトくん」

　そんな台詞せりふと共に、リンがタカトの頰ほおを強く引っ張って冠照から引きはがした。

「あだだだだだっ！　り、リンさん何を──」

「鍔つば芽めはともかく、わたしたちはネスト５の結界を修復してもらうために冠照に会いに来たんでしょ。羽虫隊長じゃあるまいし、タカトくんが鼻の下伸ばしててどうするの」

「おーい、聞こえてるよーリンリン……」

　頭上から降ってくる寂しそうなルーガーの声を無視するリンに、真っ向から両方の頰を引っ張られ、眼前にジト目が迫る。

「冠照のことは一応信用するけど、危機はまだ去ってないでしょ。浮かれてる場合じゃないんだよ？　分かってる？」

「痛い痛い痛い！　り、リンさん何か怒ってませんか!?」

「別にー。帰ったらお説教だからね？」

　何となく、冠かん照てらに嫉しつ妬としたようにも見えたリンの行動に、若じやつ干かんの気恥ずかしさを覚えるタカトだったが、リンの言っていることも正しい。

　一度は私情を優先させて、撤てつ退たいの指示を無視したのだ。これがもし部隊を編制した正式な討とう伐ばつ作戦だったら、重い処罰が下されても文句は言えない。

　お説教で済めば良いがと、リンに頰ほおをつままれながらタカトは覚悟を決めた。

「んふふ、そうねお嬢じようちゃん。正しいわ。まだ危機は去ってない。けどあたくし、ほとんどの力を使い切っちゃったから、少し休む時間をちょうだいな」

「か、冠照様！　具合が悪いのであれば私が……」

「だーめ、鍔つば芽めちゃんは鍔芽ちゃんで消しよう耗もうしてるでしょう？　あたくしはゆっくり休めば平気よ。これでも高位の支し配はい種しゆだから回復力はそれなりにあるし、この一か月ずっと湖で休んでいたんだもの、以前よりは元気よぉ。それに浮ふ遊ゆう大たい陸りくに行けるなら、回復の効率も段違いに捗はかどるから心配しないで？」

　そんな、一か月ぶりのお喋しやべりを楽しんでいる様子の冠照に、これまでの張り詰めた空気が噓うそのように和なごんでいく。

　そしてすぐに、ルーガーの軽い声が飛んできた。

「おーい迎えが来たよーっ！　さぁ、お客様を丁重にもてなそうじゃあないか！」

　ルーガーに招かれるままに、高高度で滞空しているらしい武装輸送船から飛んできたとみられる、小型の輸送船へと全員で乗り込んだ。

「あらあらぁ、人間の発明っていうのも案外悪くないものねぇ。んふふ、一台貰ってきちゃおうかしら……まさか人間の乗り物で空に上がることになるなんてねぇ」

「やっぱり、目覚めてから一度も浮遊大陸に戻っていないんですか？」

「そりゃねぇ。帰りたい気持ちは強いけれど、残念ながらこんな状態で帰ったところで、出来ることなんか何もないもの。それよりは、地上に残って出来ることをしていった方が有益でしょ？　安心してちょうだい。別に『空を奪った』人間たちに対して、あたくし個人としては、大して暗い感情はないから」

　あの空は、かつて神々が暮らした場所。事情が分からぬままとはいえ、タカトたちはそこに当然のように居座ってしまっている。

　申し訳ない気持ちは湧いてくるが、それでも仕方ないと笑う冠照の笑顔に救われたような気がした。

　その後、小型船は何に阻はばまれることもなく快適に上昇を続け、ルーガーが指揮を執とる第一部隊の面々が控えている、大型の輸送船へと辿たどり着いた。

　──これが第一部隊の武装輸送船……。

　輸送船は全長、百五十メートル程度で、今の時代、飛行する全ての船に言えることだが、装甲はアイギスの技術を応用した堅けん牢ろうなものであり、不意の辻つじ神がみの襲しゆう撃げきにも対応できるよう、充実した武装が備えられていた。

　辺境のネスト５に配備された、唯一の長距離航行可能な輸送船『白はく狼ろう』。

　指揮官のルーガーが駆かる、ストライクウルフを意識した意匠が凝こらされた、白を基調とした船だ。

　小型船の扉が開き、全員が輸送船、白狼の甲板へと降り立った途端だった。

「ルーガー隊長！　いい加減になさってください！　そんな傷でいつまで戦せん闘とう態たい勢せいを続けるおつもりですか！」

　と、整列していた第一部隊の面々の中から、副官らしき女性が飛び出してきて、ルーガーに摑つかみかかった。

「あ、あ、あ、ちょ、ちょっと待った。僕はこちらの客人と大人の話が──」

「いいから医務室へ！　救護班！　連行して！」

「そこは搬はん送そうじゃ……あ痛だだだっ！　じゃ、じゃあ皆、ネスト５に直行するから、それまでのんびりくつろいでいてー」

　アイギスを纏まとっている以上、ゼロ距離で摑まれれば軽々と持ち運ばれてしまう。ルーガーは無理やり担たん架かに固定され、慌あわただしい音を立てながら速攻で船内に運ばれていった。

　恐ろしく統とう率そつの取れた動きに、これがネスト５の第一部隊かと、タカトたちはポカンとした表情で今のめまぐるしい流れに見入った。

「リン隊長、お久しぶりです。ルーガー隊長がご迷惑をおかけしました……それにしても、地上遠征中に遭そう難なんするなど、貴方らしくもない」

　今の副官らしき女性がリンに敬礼を送る。

「どーもー。あはは、いやーちょっと大変で……ていうか、ルーガー隊長、負傷してたの!?」

「この一月、ネスト１で繰り広げられた戦いは熾し烈れつを極めました。その中でルーガー隊長は部下を庇かばって手傷を……これ以上ネスト１での作戦に参加し続けることは不可能と判断されての、やむを得ぬ帰き還かんだったのです」

　だから夜間に突然帰還したのかと、一同は納得する。

　負傷した状態で単身、あれだけの動きを見せてタカトたちを救ってくれたルーガーの胆力には、ただただ驚きと、感謝の念が湧くばかりだ。

「……ネスト１は、どう？」

「未いまだに戦いは続いており、既に被害は甚じん大だいですが、戦局はこちらに傾いてきています。ネスト１は人類の中でも精せい鋭えい中ちゆうの精鋭が揃そろっていますし、落とされることはないでしょう」

　真面目そうな顔でそう報告する副官の女性を前に、それを聞いて顔を曇くもらせる鍔つば芽めと、深みのある表情で無言を貫く冠かん照てらの姿に、タカトも表情を消す。

　そんなタカトたちの状況など知るはずもなく、既に命令を受けているのか、第一部隊の面々はタカトたちを丁重に迎えてくれた。

「放ほう浪ろう者しやを保護したとのことですので、その方々も含めて、安静に休める部屋を確保してあります。着艦許可は下りていますので、後のことは我々にお任せください」

　鍔つば芽めや冠かん照てらのことは、いつかのように放浪者として処理されるらしい。クラウディアの差し金だろう。

「りょーかい、お願いします。じゃあ、わたしはルーガー隊長の様子を見に行きますね。タカトくん、鍔芽、二人ともお疲れ様！　冠照も……ここに乗ってるのはネスト５の精せい鋭えいばかりだから、くれぐれも馬鹿な真似はしないでね」

　二人に微笑ほほえんだ後、冠照には少しだけ冷めた顔を向けて、リンは運ばれていったルーガーを追って船内に走っていく。

「あらあらぁ、仲良くなるには少し時間がかかりそうねぇ……」

　難儀そうに頰ほおに指を当てる冠照に苦笑して、鍔芽がタカトに向き直る。

「タカトさん、これで皆さんと一緒に帰れますね！」

「あぁ。明日からまた忙しくなりそうだしな。今はゆっくり休もう……頑張ったな鍔芽」

　鍔芽の銀髪を優しく撫なでる。むず痒がゆいのか、照れくさそうに微笑む鍔芽の横で、冠照は意味ありげに妖あやしくタカトと鍔芽を眺めていた。

「あらぁ、鍔芽ちゃんってば、もうそんなお年頃なのねぇ。んふふふ」

「わ！　か、冠照様！　違います！　違いますってばぁ！」

　何とも平和な光景に、タカトも傷ついたブラストホークを外しながら穏おだやかな心地に浸る。

　探究者・冠照。そして、粛しゆく清せい者しや・天あま戸と。

　広がりと深みを増していく支し配はい種しゆとの関係に思いを馳せ、激戦を乗り越えた疲労を感じながらも、タカトは月光に照らされるネスト５を見据えて、安あん堵どの一息を夜風に乗せる。

　──空に帰る感覚、か……。

　月を見上げながら、心地良い夜風を浴びて帰路につく。待っているのは、いつだって優しく自分たちを迎えてくれる、天空に浮かぶ自分たちの第二の故郷。

　隣となりに並び立つ人たちは、昔思い描いたものとは少し違うけれど、かつて描いた夢はこうして実現している。

　今はもう少し、この幻想的な夜空を見上げていたかった。







　第一部隊の帰き還かんは、もう日付が変わる時間だというのに、支部内の多くの職員が歓声と共に出迎えた。響ひびき渡る喜びの声を聞くだけで、第一部隊の信頼と人望が伝わってくるようだ。

　ルーガーの怪我も悪化した様子はなく、安静にしていれば回復できるようだと、戻ってきたリンが伝えてくれた。

　こうして、極秘任務という形で出撃していたタカトたちは、人目につかないように船から降り、その先で、クラウディアの出迎えを受けることになった。

「お帰りなさい。無事で何よりよ」

　一いつ瞬しゆんだけ頰ほおを緩ゆるめたクラウディアだったが、運ばれていったブラストホークの割れたウィングに眼を止めると、頰を痙けい攣れんさせながらタカトを睨にらんだ。

「タカトは後でおしおきだから」

「二言目がそれか……」

　不意打ちだったとはいえ、気を抜いてしまったのは事実だ。ここは大人しく従った方が良いだろう。

「さてと……中々豪華な面子になってきたわね」

　白衣を輸送船から吹ふき荒すさぶ風にたなびかせ、夜の闇やみに映える金髪を軽く押さえながら、クラウディアが地上から帰き還かんした面々を眺めていく。

　タカトにリン、鍔つば芽めと冠かん照てら。確かに、そうそうたるメンバーと言えるだろう。

「貴方が支し配はい種しゆ、冠照ね？」

「んふ、そうよ金髪のお嬢じようちゃん。あたくしが知りたがり屋のお姉さん、冠照でーす。少しの間お世話になるから、よろしくね？」

　面倒くさそうな奴やつが来たな、とでも言いたそうな顔で、クラウディアが吐と息いきする。

「よろしく……私がスカイアの、このネスト５支部の支部長代理をやっているクラウディア＝Ａ＝レベリオスです。中で早速話を聞かせてちょうだい」

「それは構わないけれど、少し休ませてもらいたいのよねぇ……見た所、結界の歪ゆがみもまだ大丈夫。放っておいてもしばらくは持ちそうだから、勝手で悪いけど、一日ほどお休みを頂けないかしら？」

　困ったように体をくねらせる冠照をしばらく見据えた後、クラウディアは仕方ないと、ゆっくりと頷うなずいた。

「分かったわ……今日の所は解散。各自ゆっくり休んで、明日一番で研究室に集合して。冠照の部屋は鍔芽の部屋の隣に用意してあるわ」

「じゃあ、わたしはクラウディアについてくよ。鍔芽は冠照を部屋に案内してあげて？　タカトくん、置いてきぼりで悪いけど……」

「構いませんよ、一人で寮に戻ります」

「うん、それじゃあ、また明日！」

　鍔芽と冠照にも挨あい拶さつを済ませ、慌あわただしいなと苦笑しながら、皆の背を見送る。

　と、その時。リンが足を止めて、タカトを振り向いた。

「あ、タカトくん？　……えっと、その……命令違反した相手に、こういうこと言っちゃうのは、隊長としてあんまり良くないかなーって思うんだけど……」

　何やら悩みながら、言い辛そうに顔を上げたリンの頰は、少し赤く染まっていた。

「……助けに来てくれて、ありがと」

　思いがけぬ言葉と表情に面食らうタカトの前で、恥ずかしさを誤ご魔ま化かすように笑ったリンが、そそくさと踵きびすを返す。

「そ、それじゃあまたね！」

　走り去っていく姿に、何となくタカトも頰ほおの熱を感じながら踵を返す。

　今全員が生きてここにいられるのは、単なる偶然に過ぎない。冠かん照てらにとっては、苦渋の決断だったことはともかく、あの瞬しゆん間かん、タカト以外の生存など実際どうでも良かったはずだ。

　運が良かっただけ。むしろ、タカトの未熟さは鍔つば芽めもろとも全滅する未来さえ引き寄せていたのだ。お礼を言われるようなことではない。それは間違いないのだが。

「鍔芽の言う通りだな……」

　本当に、全員一緒にこの空に帰ってこれて良かった。

　第一部隊帰き還かんの騒ぎを縫ぬうように、満天の星の下を寮まで歩く。結界の異常により、また体が重くなったような気がするが、もう数日の辛抱だろう。

　そんなことを考えながら芝生しばふの上を歩いていた時だ。

「あれ？　おーいタカト！」

　走り寄って来たのは、軽装のジャールだった。

「おーっす、何か会うの久々か？　最近支部にこもってばっかりだったもんなお前。何してんだよこんな時間に！」

「お前こそ、こんな時間にランニングか？」

「おぉ、アイギスが上手く使えなくなっちまっただろ？　こんな時こそ体を鍛きたえて、最悪の事態に備えとくってわけさ！　自主トレだ自主トレ！　タカトは……どうしたお前？　任務上がりみたいな有様で」

　極秘任務で地上まで行ってきた、などと軽々しく口には出来ず、肩をすくめて苦笑して見せたが、ジャールはそれだけで何かを察したようだった。

「マジかよ……こんな時間にか？　だから最近忙しそうに……」

「気にするな、みんな無事だよ。もう心配要らない」

　その言葉に、ジャールはしばらく真顔でタカトを見据えていたが、やがて小さく吐と息いきすると、戻ろうぜと言って、寮に向かって歩き始めた。何となくタカトもそれに並ぶ。

「なーんかお前ばっかり先に行っちまうなぁ……俺おれなんか、いつまで経たっても役立たずでさ」

「そんなこともないと思うぞ？　最近は訓練の成績も上がってきてるってクラウディアも言ってたしな」

「畜生、リン隊長といいクラウディア統とう括かつといい、お前ばっかり支部の綺き麗れいどころ独り占めしやがって……けど俺にだって目指すもんがあるんだ！　負けねーから見てろよ！」

「そういえば、ジャールは親父さんみたいに、この空に暮らしてる人たちを守れるようになりたいって言ってたよな？」

　ふと、先日チャイムと話したことを思いだす。ジャールはタカトよりずっと明確に、目標を定めていたはずだ。

「おう。その目標は変わってねーぞ。まぁ母ちゃんは足が悪いし、今は入院費とか色々考えることも増えてきたけどさ」

　ジャールの父親は優秀なメタルネットの技師だったらしい。損壊したメタルネットを修復して回る、人類最後の砦とりでを支える技術者の一人──名も無き英雄だ。

「親父が死んで、タカトとか、リーダーに会って、もう五年になるもんなぁ。早いもんだぜ」

「確か、俺おれが空に来る前に、一度メタルネットが破られたんだったよな」

　タカトがネスト５に上がる少し前、大規模な辻つじ神がみの襲しゆう撃げきに晒さらされて、市街に甚じん大だいな被害が及んだことがあったそうだ。かつてない犠ぎ牲せいを生んだ、凄せい惨さんな事件だったらしい。

「あぁ……あん時は……本当に酷ひどかった。メタルネットに開いたドデカい穴から、滝みたいに辻神が押し入ってきて……親父は最後までその穴を塞ふさごうと戦ってた。正直、アイギス着てフラフラ飛びながら戦ってた連中より、親父の方が何倍も凄すごかったぜ」

　ここにも一つ、決して色いろ褪あせない英雄の伝説があるのだ。

「……なぁジャール。もしもさ……復ふく讐しゆうが出来るなら、どうする？」

「復讐？」

「そう、例えば……親父さんを殺した辻神を、裏で操ってるような奴やつらがいたら、とかさ」

　何を言っているのだろう、と頭の片隅で思いながらも、問わずにはいられなかった。

　支し配はい種しゆのことや、自分の、辻神化身クロス・シフターの力のことを話さなければいけないのは分かっている。だが、どうしても、辻神に対する敵意が自分に向けられたらと、不安に襲おそわれてしまうのだ。

　共に夢を見て、死線を潜くぐり抜けて来た仲間だからこそ。その繫つながりに、亀裂が入ることが、どうしようもなく怖い。

「んー、ちょっと想像できねーけど……もしそんな奴がいるなら、落とし前っつーか、筋はきっちり通したいよな」

「筋を通す？」

「おう、分かんねーこととか、頭の中のモヤモヤとか、全部納得いくようにしてぇかな。無理なのかもしれねぇけどさ」

　歯を見せて笑いながら、ジャールはそう答えた。

「……殺したいって、思ったりは？」

「……思う……かもしれねぇな。そうしたいって気持ちはあると思うぜ。だからスカイアにいるんだろうしな。いや、んー、けどそれは仇かたきを討うちたいっていうより、眼の前で家族が戦ってんのに、何も出来ない自分が嫌だったからか？　自分が納得いくような強さを得られるのが、ここしか無かったからで……あー畜生、何言ってんのか分からなくなってきたぜ！」

　がりがりと頭を搔かきながら、ジャールが夜空を振り仰ぐ。

「あー、とにかくさ！　死んで終わりなら一番楽だろうけど、俺おれはそれ、何か違うと思うんだわ！　復ふく讐しゆうっつったって、生かす殺すだけが復讐じゃねーだろ？」

　そう言って、ジャールは自分の手を見つめて、拳こぶしを作った。

「家族を殺した奴やつをブッ飛ばせれば、そりゃスカッとすんだろうけど、それを目的にしちまったら……あの化け物共と何が変わんだよ」

　呟つぶやくように、しかし、タカトよりずっとはっきりした『何か』を見据えながら、ジャールは言った。

「あの時俺が一番許せなかったのは、俺自身だったんだからよ……」

「……っ！」

　その言葉が、タカトの足を止めた。

「だから眼に物見せてやんなら、まず弱かった自分に──ってあれ、タカト？　どした？」

　少しだけ先にいる親友に、心からの親愛を込めて、口を開く。

「いや、何でもない……ありがとうな」

「お、おう？　よく分かんねーけど……つか一方的に語らせんな！　お前も何か赤裸々な心中をだな！」

「今度アクロポリスに帰ったらな」

　ジャールの背中を強く叩たたいて、タカトは走り出す。いつだってシンプルに答えを出せるジャールが少し羨うらやましい。そして、その強さは尊敬に値する。

　この男は、無力から来る怒りの矛ほこ先さきを、自分に向けることを躊躇ためらわなかったのだから。

　友の心情を受けて、少しだけ違う考え方が、タカトの中に芽生えようとしていた。







　ジャールと別れ、寮の自室でシャワーを浴びて、ベッドに倒れこむと、すぐに睡すい魔まに襲おそわれた。流石さすがに疲れていたらしい。

　ほんの数時間ではあるが、ぐっすりと熟睡できた。

　眼が覚めてしまったのは──体が辻つじ風かぜの気配を察知したからだ。

　辻つじ神がみのような気配ではないが、こんな時間に何故と思い、疲労は抜けきっていないが、体を起こす。

　この気配の正体を確かめようと、まだ暗い空を見上げながら、すっかり人ひと気けの無くなった支部内を、感じる気配を目指して歩く。

「誰かいる……？」

　見れば広々とした屋外訓練場の方に明かりが点いており、誰かが飛行しているようだ。

　一歩ごと、徐々に鮮明になっていくその機動に、いつしかタカトは呼吸すら忘れて見入っていた。

　闇やみ夜よを切り裂く、美しい蒼あおい刀身が描く残光が、閃せん光こうのアートのように、暗闇を鮮やかに彩いろどって舞まい踊っている。

　その見事な剣閃を描いていたのは、他でもない。

「ルーガー隊長!?」

　負傷して運ばれたはずの、ルーガー＝ライトレイジだった。

「おや、タカト君じゃあないか！　こんな時間にどうしたんだい？」

　そう言って、愛機ストライクウルフを纏まとったルーガーが、華か麗れいに舞い降りてきた。

「どうもこうも、ルーガー隊長こそ！　怪我はどうしたんですか！」

「いやいや、別に傷口が開いたわけでもないのに皆大げさなんだよ。うるさい副官も眠ってくれたし、僕も眠れなかったから、こっそり調整をね」

「調整？」

　ルーガーが、蒼い刀身を鞘さやに納め、訓練場を見渡した。

「確かに結界に異常が生じているというのは本当のようだね。思い通りの動きが出来ない。女性を疑う趣味はないけど、万が一……ここに侵入を果たすことまでが冠かん照てらの思惑で、何かを企んでいる……という可能性も残念ながらまだある。だから緊急時に備えて、この結界内でのぎこちない機動に慣れておこうと思ってね」

　日中じゃ確実に止められるから、とルーガーが肩をすくめて笑った。

「戦闘の備えを……？」

「ははは、そう言えば格好良いかもしれないね。けど……そうじゃない」

　億おつ劫くうそうに芝生しばふの上に腰を下ろしたルーガーは、苦笑しながらそう言った。

「怖いだけなんだ。助けを求めて必死に伸ばされる手に、自分の手が届かないことが」

　どくん、と心臓が大きく軋きしんだ。

「とはいえ、流石さすがにそろそろ戻ろうか。タカト君、眠くないようなら少し付き合わないかい？　リンもそろそろ訓練を終える時間だろうし」

「……え？　リンさん？」

「おや、まだ知らないのかい？　じゃあ尚更一緒に行こうじゃないか」

　何故ここでリンの話が出てくるのかと思いつつ、ルーガーが愛機を外して戻ってくるのを待った。装備を外しても、腰に差した蒼そう刀とうの鞘はそのままだ。

　眩まばゆい月光を見上げながら、朗らかな笑みでタカトを誘うルーガーに付き従い、タカトは深夜の支部の中へと入っていく。

　向かう先は、クラウディアの研究所。屋内訓練場の方だ。

「冠照と話した内容と、ここ一か月の出来事に関しては、さっきリンやクラウディアから大体のことを聞かせてもらったよ。いやはや全く、世界の見え方が一気に変わっちゃったね。顎あぎ斗とという神の復ふく讐しゆう劇げき……傍そばにいてあげられなくてすまなかった」

「いえ、みんなのお陰で、どうにか乗り越えられましたから」

「そうか……聞いてもいいかいタカト君？　君はどうしてスカイアに？」

「俺おれは……仲間を守る力が欲しくて」

　勿もち論ろん、この大空に憧あこがれていたという理由も強いのだが、いつ辻つじ神がみが襲おそってくるか分からないこの空の大地で。ダストデビルズの一員として、アクロポリスに暮らす仲間たちを守れるようになりたかった。その辺りの考え方はジャールに似ている。

「君も、自分以外の誰かのためにってやつか。格好良いねぇ」

「ルーガー隊長は？」

「僕は……現実逃とう避ひ、かな」

　前を歩きながら、ルーガーが予想外の一言を口にした。

「こう見えて、スカイアの本部があるネスト１で活かつ躍やくしてる政治家の息子でね。将来を期待されてたんだけど……まぁ、政治なんて性に合わなかったんだよ」

「あ、そういえば、ライトレイジって名前の議会員の話は聞いたことがあります」

「だろう？　名前ばっかり有名になっちゃって、困ったものだよ」

　廊下の先を行くルーガーは、笑い声を交えながら、少し声を落とした。

「政治の道具にされるなんて、まっぴらだったからね。ほとんど家出みたいな形で、家族と縁を切って……あっちこっち遊び歩いているうちに、辻神が現れたのさ。これでもスカイアにとっては最初期の戦士でね。結構な戦場を潜くぐり抜けてきてるつもりだよ」

　高名な政治家の息子でありながら、スカイアの隊長。異色の経歴だ。

「ははは……まぁ、スカイアの中でもそこそこの戦果を上げたせいで、その名声を政治利用しようとする父親絡みの連中に、また声をかけられちゃってね。断ったせいで、左さ遷せんも同然に辺境のネスト５に飛ばされて来たってわけなのさ。と言っても、ここは良い所だし、女の子も美人が多い。家族関係で気を遣う必要もないし、正解だったと思うよ」

　鼻歌混じりに言うルーガーに、人それぞれの道があるものか、とタカトも顔を綻ほころばせた。

「ルーガー隊長なら、政治家でもやれそうな気がしますけど」

「いやいや勘弁してくれ。それに、一度現場に出ちゃうと、そんな気は更さらに失せるのさ。知っての通り、辻神の天てん鎧がいを突き崩すには、天鎧と同じ材質の武器でしか効果が見込めない。銃器を振り回したって辻神には効かないし……今、この空で『何かを守れる』人間はとても少ない」

　ルーガーが、軽く虚こ空くうに手をかざす。

「アイギスを扱う素質。自分の身を守る力。巨大な辻神に立ち向かう勇気……それら全てを備えた人間が一体どれだけいると思う？　その中で自分以外の誰かの命まで救い出せる人間は、もっと少ないだろう……偉そうに豪華な椅い子すにふんぞり返っている連中には、絶対に無理だ」

「……ルーガー隊長も、誰かを守りたくて？」

「言ったろう？　現実逃とう避ひだって。政治家なんてものになりたくなかっただけなんだ。とはいえ、自分の運命から逃げ回ったお陰で沢たく山さんの人と知り合えた。権力なんかに浸るより……ずっと人の心に触れる機会が多かったと、僕は思ってる」

　静寂に満ちた廊下を歩きながら、ルーガーは真面目な顔で続ける。

「分かってはいるんだ。父なりに、僕のことを必要としてくれたんだってことはね。その手を振り払い背を向ける以上、自分で選び取った道に責任を負わなくちゃいけない……その道で得たものが、とても温かかったから……そして戦場で散っていった仲間たちの雄姿を見てきたからこそ──誰であろうと、この手で救える命は全て救ってやろうと、そう決めているんだよ」

　堂々とした意志に触れて、タカトはやはり、これまで出会ってきたどんな大人よりも格好良い人だと、そう思った。

　しかし。

「……だからこそ、あの日。僕の判断が正しかったのかどうか、確信を得たい」

　唐突に振り向いたルーガーが、これまでの温和な表情とは打って変わり、鋭するどく相手を射抜くような眼光でタカトを見据えた。

　無人の廊下に、結界の異常とは気配の違う、底冷えするような圧迫感が満ちていく。これがルーガーの放つ殺気で、その切っ先がタカトに向けられているということに気づくのに、数秒かかった。

「すまないタカト君。地上ではああ言ったが……実は僕は、君のことを覚えているんだ。いや、忘れられなかったという方が正しいかな」

　息を飲むタカトに向き合うルーガーは、刃やいばのような視線を逸そらさずにそう言った。

　じっとタカトを見据える眼光と隙すきの無い構えは、獲え物ものを狩ろうと、飛び出す機会を窺うかがう獣けものを思わせる。

「当時、僕はネスト５に異動して間もない頃でね。まだ地上に残っていた人々も多く、動ける戦士は皆、救助活動に奔ほん走そうしていた頃だった。地上にはまだ……助けを求める人が大勢いたんだ。あの日も僕は、辻つじ神がみ襲しゆう来らいの報告を受けて、必ず助けなければと……日本の雪の深い地方へと、部隊を率いて向かった」

　タカトの脳裏にも、当時の光景がチラついた。

「あの時……空から見た、到着する直前の光景は、幻想的でもあり、神秘的でもあった。何せ雪山が一つ丸ごと巨大な竜巻に包まれて、積雪を巻き上げながら輝かがやいていたんだからね」

　初めて聞かされる、タカトが村から逃げ出した後の光景。

「やがて竜巻が収まり、雪の山中を生存者を捜して飛び回って……そして、辿たどり着ついた眼の前の光景に言葉を失った。十歳そこそこの子供が、うず高く積まれた辻神の死体の真ん中で、返かえり血ち塗まみれで倒れていたんだからね。辺りは嵐が去った後のような有様で、その近辺だけ空爆でもされたのかってぐらいだった……」

　タカトは、天あま戸とのコアを埋め込まれた直後のことだろうと押し黙る。

「倒れていたその少年は確かに息をしていたが、辺りの惨状と合わせて、ここで理解の範はん疇ちゆうを超えた何かがあったのは想像に難かたくなかった。この少年は何者なのか……安易に救って良い存在なのか……考えても答えは出なかった」

　だが、と言葉を置いて、ルーガーは低く冷たく言葉を続ける。

「それでも僕は君を助けた。仮に……あくまでも仮に……この少年に常識を超えた力が眠っているんだとしても。辺りの辻つじ神がみの死体を見て、僕はその力が人類にとってこの上ない希望になるんじゃないかと……何の根拠もないのに、不思議と胸が熱くなる直感を覚えたんだ」

　あの時点で既に、この人はタカトの異常性に気づいていたのだ。それだけでなく、万が一の危険性や、もしかしたらという希望まで考こう慮りよした上で、タカトの命を救ってくれた。

　胸に溢あふれる、何とも言えない気持ちを口に出せないまま、タカトは奥歯を嚙かんだ。

「そして何事もなく五年が経たって……君は再び僕の前に現れた。地上で、ありがとう、と頭を下げてくれた君を見て、僕は安心したんだよ。この子を救って良かったんだと」

　そう言って、一いつ瞬しゆんだけ眼を逸そらすルーガーだったが、再び戻った視線の鋭するどさは先ほどの比では無かった。

「だけど、支し配はい種しゆの話を聞いてしまった以上、僕はヘラヘラ笑ってる訳にもいかなくなった」

「え……？」

「辻神を統すべる支配種たち。それぞれが人間と同じく、個別の力や思想を持ち、必ずしも意思の統一を図ることなく行動することもある。そして支配種にも掟おきてがあり、眼に余る行いをした者には罰が下る……つまり、同族間での争いも起きるってことだ」

　コツ、コツと、胸が圧迫されるような靴音を響ひびかせながら、ルーガーが距離を詰めてくる。

「そうなると、だ……五年前。僕が助けたあの少年は、もしかしたら……支配種の一人だったんじゃないのか？」

　息が詰まりそうな中で、タカトは衝しよう撃げきを受ける。

「そして五年前、あの時既に……あの少年は支配種にとって何らかの罪を犯していて、死んでいた従じゆう属ぞく種しゆたちは、他の支配種が君に差し向けた追手だったんじゃないか？」

「なっ、そ、そんなことは！」

「あの山村の生き残りは君一人。証人は残っていない。つまり、君の語る過去を証明出来る者は誰もいない。あの力を見てしまった以上、もしかしたら、あの山村を滅ぼしたのは──君だったのかもしれないと考えても、否定はしきれない」

　それでも否定しようと息を吸い込む、しかし、それは言葉という力になる前に、無惨に口から逃げていった。タカトが敵ではないと証明できるものは、確かにない。

　反論や弁解は、意味がないと、悟ったからだ。

「今ここで僕の前に立ってる君が、人類の味方か、敵か。それが誰にも分からない以上、もし君が人類の敵になるのなら、僕はみすみす危険分子の命を救い、この手で浮ふ遊ゆう大たい陸りくに招き入れてしまったことになる。万が一が起きてからじゃ遅い。そうなる前に……僕の手でけじめをつけなきゃならない」

　金属音を響ひびかせて、ルーガーが抜ばつ刀とうする。その圧倒的な迫力にタカトの全身は恐怖で震ふるえた。

　かつてタカトの命を救い、記憶の底で、確かな希望の光として今も根付いている、この蒼あおき刀身。その冷えきった刃やいばが今、躊ちゆう躇ちよなくタカトの首筋に当てられていた。

「タカト＝ミソラマ、僕の眼を見て答えろ。視線を逸そらした瞬しゆん間かん、僕は君を敵とみなす。質問は一つだ」

　重さと、冷たさと、恐怖がタカトを包む。

　だが、ここで退ひいてはいけないという強い思いがタカトを支えた。

「君は、何者だ？」

　人間として。タカトを仲間として迎えてくれた人たちのためにも。

　何より、タカト＝ミソラマとして生きて来た時間の全てを、恩人の過あやまちにしないために。

「俺おれは──」

　ここで、自分を疑う訳にはいかなかった。

「──貴方に救われてから、この空で出会ったもの全てに、何一つ恥じることはありません」

　はっきりと、堂々と、視線を逸らさず言い放つ。
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「俺おれは、人間タカト＝ミソラマとして。今までも今も、この先も……二度と失いたくないもののために生き続けます。たとえこの体に辻つじ神がみの力が宿っているのだとしても……人として生きていくと、俺がそう決めたんだから」

　この決意だけは、何があっても決して揺らぐことはない。それだけは誓ちかって断言できる。

「……そうか」

　次の瞬しゆん間かん、殺気混じりの冷れい徹てつな表情が噓うそのように、やんわりと緩ゆるんだ。

「ふぅ……いやーごめんごめん！　脅かすような真似をしちゃったね。答えは分かっていたんだけど、個人的に君の意志を確かめておきたかったんだよ」

　蒼そう刀とうを納刀して、ルーガーが微笑ほほえむ。

「この先、君を頼りにしなくちゃならない場面も多いだろうからね。仲間として、疑念を抱いたまま隣となりに立つのは失礼だと、そう思ったんだよ」

　もしこれを、皆がいる前で言われていたら、タカトに対する消えない疑念がいつまでも残っただろう。

　一対一の場を作ってくれた、ルーガーの思し慮りよ深ぶかさと気遣いには、本当に頭が下がる。

「けど……君に頭を下げたいのは僕の方なんだ」

　そう言って、ルーガーはまた少し違う表情を見せた。今度は朗らかな微笑でも、敵を射抜く冷徹な眼差しでもない。

　ただ真しん摯しに、タカトと向き合おうとする、憂うれいを秘めた寂しげな表情だ。

「……五年が経たつ。地上で君に言ったことは全てが噓うそじゃない。救えなかった命に関して、引きずり続けてしまっては、自分の心が折れてしまう。少なくとも僕は、失われた命まで背負えるほど強くはない。だけど、今を生きる命に対してまで背を向けてしまっては、自分に噓をついたことになってしまう」

　どれだけ崇すう高こうな理想を思い描き、信念として貫こうとしても、人である以上、限界はある。まして相手は辻神だ。その理想を貫き続けることの方が困難だろう。

「失われたものは忘れても……失わせてしまった自分の罪や無力だけは、決して忘れまいと、そう誓っている。だからタカト君」

　自分の心を守るために、時に辛つらい現実を受け入れ、切り捨て、前に進もうとすることは、決して冷徹の一言で済ませられることではない。タカトもそれは分かっている。

　だが、それでもこの人は──。

「あの時、間に合わなくて……本当に、すまなかった……」

　拳こぶしを固め、言葉を震ふるわせながら。深く、真まっ直すぐに、タカトに頭を下げてくれた。

　その姿に全てを察する。この人は五年間ずっと、救ったあの時の子供が今でも自分を恨うらんでいるのではないかと苦悩しながら──あの日からタカトのことを、その背に背負い続けていてくれたのだ。

「……やめてくださいルーガー隊長。仕方ないことだと、誰よりも分かっているつもりです。それに、俺おれは貴方に感謝しているんです。この空に来れたのは……貴方が俺を見つけてくれたお陰だから」

　隣となりに、誰より空に導いてあげたかった人はいないけど。それでもタカトはここにいる。

　そのことを恨む筋合いなど、あるはずもない。

「ルーガー隊長、俺がスカイアに入った一番の理由は……貴方に憧あこがれたからなんです」

　鍔つば芽めが、冠かん照てらの生き方に憧れたと語ったように。

　誰かの命を救うために深い雪山の奥まで押し入り、子供一人を懸けん命めいに助けようとしてくれたその姿に、誰かを守って戦う力を持った大人という、タカトが抱いていた理想の姿を確かに見たのだ。

「肩を並べる仲間として見て頂けるなら、どうか頭を上げてください」

「タカト君……あぁ、ありがとう」

　遠き日の憧れ。理想の姿として思い描いた人が、描いた通りの人で本当に良かった。

「ははは、救った子供に心を救われるなんて、歳食ったなぁって気がするよ……それじゃあ、行こうか。リンもそろそろ一段落するだろう」

　晴れやかにそう笑って、ルーガーは再び歩き出す。頷うなずいて、タカトもそれに続いた。

「あの、こんな時間にリンさんが起きてるんですか？」

　大分失礼な物言いなのは自覚があったが、深夜も深夜だ。リンが起きているはずがないと思うのだが。

「はははは！　まぁそう思うのも仕方ないかな。だけど……あれを見れば彼女に対する見方は変わるはずだよ」

　そう言って、屋内訓練場までの廊下を進むルーガーについていくと、何やら激しい金属音が聞こえてきた。

　訓練場を囲む鉄の壁が激しく打ち鳴らされるような轟ごう音おんと雷鳴に息を飲みつつ、ルーガーについて訓練場内に入る。

「はぁ……はぁ……せぇぇぇぇいっ！」

　見上げた先には、まるで辻つじ神がみが襲しゆう撃げきしてきた時のように、猛たけ々だけしい勇ましさを響ひびかせるリンが、ブラックレオンで練習用のターゲットを次々と粉砕していく姿があった。

「あら、タカトが来るなんて珍しいわね」

　傍かたわらからの声に眼を移せば、コーヒーの入ったカップを片手に足を組み、何やらデータを取っているらしいクラウディアの姿があった。

「やぁやぁクラちゃん、ご機嫌いかがかな？」

「ごきげんよう羽虫隊長。貴方が来なければもう少し元気だったわ。勝手に病室を抜け出して夜中に覗のぞきをはたらいたって副隊長に伝えておくから」

「はははー、やめて死んじゃうから。あと羽虫隊長って言わないで」

　そんなやり取りの最中も、タカトはまだこちらに気づいていないらしいリンに見み惚ほれて立ち尽くしていた。

「驚いたでしょ？　こんな時間にリンが訓練してるなんて」

「あ、あぁ……どうして？」

　カップを置いたクラウディアが立ち上がり、やや影の差した顔でリンを見上げる。

「あの子、夜になると眠れなくなっちゃうのよ」

「え？」

「これまた五年前。僕が地上でタカト君と出会う少し前のことさ。このネスト５を、大規模な辻つじ神がみの群れが襲おそったんだ。その時に、彼女は母親を眼の前で惨ざん殺さつされたらしくてね……それ以来、暗くなってから眠れなくなってしまったそうだ」

「五年経たった、今でも？」

「だから私がちょくちょく駆り出されて訓練に付き合ってあげてるんじゃない……」

　眠そうに欠伸あくびを嚙かみ殺しながら、クラウディアが小首を傾かしげる。

「だからリンさん、昼間あんな眠そうに？」

「まぁ、あれはあれで問題だと思うけど。地上遠征から帰って来たその日でも、ああして全身に重りをつけて、この結界内での戦せん闘とう効率を上げようとするくらいには……深刻ってことよ」

　言葉を失い、タカトは改めて頭上のリンを見上げる。

「その襲しゆう撃げきの時、リンは一人でこの支部に乗り込んできてね。格納庫にいた私に詰め寄って、アイギスを寄越せって凄すごい剣幕で迫ってきたのよ」

　くすくすと、思わせぶりにタカトを見ながらクラウディアが言う。

「『どんな罰でも受けるから』って。ふふ、誰かさんも言ってたわよね」

「リンさんが……」

「その時に私がリンに託たくしたのが、当時最新鋭だったブラックレオンのプロトタイプ。それを使って戦果を上げたリンが、そのままスカイアに入隊したの。機体の調整も兼ねて何かと一緒に行動する時間が多くてね。リンは夜眠れないし、私も夜型だったから、それ以来の付き合いなのよ」

　こんな時間まで訓練に付き合うほどだ。日中、親しげに会話する光景は何度も眼にしていたが、まさかこんな深夜に密接に関わる時間があったとは知らなかった。

「彼女のひた向きな姿勢には、僕も本当に頭が下がるよ。隊長になるには色々な試験を突破する必要もあるから、並の努力じゃ届かない。ここに長くいる職員は全員、彼女が夜の闇やみの中で必死に皆を守るために爪つめを研といでいることを知っているんだ」

　ルーガーが壁に寄りかかりながら、さり気なくクラウディアの置いたカップを手にする。

「この空で隊長なんて職務が務まるのは……深い喪失感を味わって、そこから這はい上あがって来た人間だけだ。過去の痛みは様々でも、それに対して手段を選ばず『もう二度と』と決意出来る人間が、立派な隊長になると僕は思う」

　その考え方には共感できるものがある。少なくともダストデビルズの面々は全員、その痛みを乗り越えて暮らしている。

「自分以外の誰かのために必死になれる人間。素養も力も勇気も兼ね備えた人材がどれだけ貴重かはさっき言った通りだ。どうだいタカト君？」

　手に取ったカップからコーヒーを飲みながら、ルーガーが微笑ほほえむ。

「君も『隊長』を目指してみるというのは」

　行く道を探して淀よどんでいた心の中に、一筋の光が差し込んだような気がした。

　先陣を切って敵に立ち向かい、仲間と共に助けを求める者たちを守り、この空の最先端を疾しつ走そうしながら、その意志を神々に掲げる者。

　その姿を明確にイメージできた瞬しゆん間かん、タカトの内側に広がる、蒼あおく透き通った無限の空に涼やかな清風が吹き荒んだ。

　この空でタカトが描く、次の──。

「あれ、タカトくん？」

　その時、頭上でリンがタカトに気づいた。

「あちゃー、見つかっちゃったかぁ……何か恥ずかしいなぁ」

　照れ笑いを浮かべながらリンがふわりと舞まい降おりてくる。

「リン、今夜はこのくらいにしておきなさい。幾らなんでも度が過ぎるわ」

「うーん、いや、でももうちょっとだけー……駄目？」

「無茶ですよリンさん！　体ちゃんと休めてください！」

　事情は理解した。だが、だからといってこんな時間まで張り切り過ぎだ。体に影響が出ない訳がない。

「大丈夫なんだけどなー……けど分かったよ。今日はおしまい」

　そう言って、重りを増したブラックレオンを外したリンが、一つにまとめた髪を解く。

「ふぅ、いい汗かいた。タカトくんは？　眠れないの？」

「そんなとこです。リンさんこそ、本当に毎晩こんな無茶なことを？」

「今日は張り切っちゃった方かな。何せほら……大事な部下に無茶させちゃった手前、ね」

　言い辛そうにリンがそう呟つぶやいた。すぐに地上でスプリガンと交戦した時のことを思いだす。

「あ、あれは俺おれが未熟だったせいで……っ！」

「いーのいーの。お互い至らなかったってことで、この話はおしまい！　もう二度と、が合言葉だから。ミスしたと思ったら繰り返さないよう努力すればそれでいいんだよ。タカトくんなら、分かるよね？」

　明るく前向きに、しかし心には深い傷を抱えて。

　きっと出発点は同じだったはず。なのにこの人は、タカトよりずっと先にいる。

　自分の中で急速に、恥と、申し訳なさの感情がこみあげてくるのが分かった。

「俺おれ、何も知らなくて……すみません」

　リンのことを、才能に物を言わせているだけの、のんびりした不真面目な人だと──一度も思わなかったと言えば噓うそになってしまう。

　常人では及びもつかない努力と決意の果てに、ようやく辿たどり着ける場所であることなど、少し考えれば分かりそうなものなのに、だ。

　つくづく自分の不明を恥じる。才能の上に寝そべっていたのは一体どっちだったのか。

「気にしないで？　わたしは大丈夫だから」

「……リンさん。隊長の立場になって……そこから目指すものって、何かありますか？」

　眼の前で家族を失う。自分を許せないほど弱さを痛感し、深い後悔の底から、人を導く隊長にまで這はいあがったリンは、一体何を目指して駆け抜けてきたのか。

「……わたしの目指すものは、一つだけ。多分、この先死ぬまで変わらないと思う」

　そう微笑ほほえんで、美しい黒髪を払ってから、リンが堂々と告げる。

「隊の仲間を死なせない隊長であり続けること。それが、今のわたしの答えだよ」

　タカトの後ろで、ルーガーとクラウディアが、まるで自分のことのように誇らしげに、笑みを浮かべた。

「まぁ、まだまだ危なっかしい隊長だけど。タカト隊員、今後ともよろしくってことで！」

　本当にこの空には、出会えて良かったと思える人が多すぎる。神の力など宿していても、到底敵かないそうにない人ばかりだ。

　だが出発点が同じなら、きっと自分もそこに手を伸ばせるはず。

　クトネシリカと邂かい逅こうし、自分の過去に引きずられ、その上辻つじ神がみの力を宿してしまったタカトは、生も死も許されないような気になって、自分がどう在るべきか分からなくなっていた。

　だが、失うことを恐れ、守ることばかりを考えて、その先どんな道を歩みたいかを考えていなかっただけだ。

　幼き日、確かに自分はそれを空に描いていたはずなのに。

「リンさん。俺も……同じ場所を目指していいですか？」

　片付けと撤収を始めているリンの背中に、声をかける。

　それは、タカトが定める次なる心の航路。

「前にも言ったでしょ？　……待ってるよ、君を」

　そう微笑んで、リンはタカトの背中を押してくれた。

「さ、引き上げるわよ。鍔つば芽めも冠かん照てらも仲良く爆ばく睡すいしてたから、私たちが寝ぼけてるようじゃ、文字通り話にならないわ」

　晴れやかな気持ちで、各々が訓練場を後にする。

　勝手にクラウディアのコーヒーを飲んだルーガーが、傷口をボールペンで刺されたりしているが、前を歩くこの人たちが、このネスト５を守る最強の一角。

　いつか、この人たちと堂々と肩を並べようと、いつか伝説になる英雄たちの背中を見つめながら、タカトは一人決意を固めた。
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　翌日。朝食を終えたタカトは、いつも通りクラウディアの研究室までやって来た。

　タカトを初め、リン、クラウディア、鍔つば芽め、冠かん照てら、そしてルーガーという豪華な面子が集合したこの場所は、空間としての濃度が高く、扉を開いた瞬しゆん間かんに息が詰まりそうになった。

　ちょっとした会議場のような体ていを成しているこの場で、まずはクラウディアが声を上げる。

「人数が多いから、私が場を仕切るわね。まずは改めまして、冠照。ようこそネスト５へ」

　視線が集まる中、沢たく山さん人がいるのが嬉うれしいのか、微笑ほほえみながら一同を見渡して、冠照が口を開く。

「んふ、お世話になりまーす。ちょっと息苦しいけど、可愛い子が多くて嬉しいわ」

「そう。同じ話を何度も繰り返すのは嫌いだから、私の方から要点を絞らせてもらうわね」

　壁に背を預けるタカトの視線の先で、クラウディアが指を立てる。

「質問攻めにするようで悪いけれど、まずは受け手に回ってもらうわね冠照。私からの質問は三つよ。それを聞き終えて、まだ知りたいことがあるようなら各自が質問して」

　学校の先生のような仕切り方に、案外似合うかもしれないとタカトが苦笑する。

「はいはーい。何でも聞いてちょうだいな」

「なら早速、一番重要な部分に切り込むわ。そもそも今回の結界の異常は一体、何が原因で起きたの？　原因が分からないんじゃ、いくら修復できると言っても、この先対策が立てられないまま、不安を抱えることになるわ」

　もっともな疑問に、一同が冠照を見やる。

「ふむふむ良い質問ねぇ。まず、辻つじ風かぜというのは互いに干渉し合うものなのよ。強力な支し配はい種しゆの辻風が、浮ふ遊ゆう大たい陸りくの結界に影響を及ぼすということも、かつては時折生じていたの」

「ん？　けど、今この空に支配種なんて君たち以外にいないじゃないか？」

　ルーガーが疑問を口にした瞬間。この場にいる、あの戦いを潜くぐり抜けた者たちが全員、その元凶の姿を脳裏に思い描いた。

「んふふ、羽虫以外は気づいたみたいね。ねぇ坊や、もう分かってるんじゃない？　今回の異常の原因が」

「……そうか……そういうことか」

　つい、右腕の黒い火傷やけどの痕あとを押さえてしまう。

「顎あぎ斗とのせい、ってことなんだな」

　確かにあの時、顎斗はネスト５の島の一つに干渉し、環境を清浄化させる力を持つ『虹の花』で溢あふれた島を地上に落とそうとした。

　あの戦いの最中、大規模な風の乱れをタカトは確かに感じている。あれが顎斗による結界への干渉だったとしたら。そして、顎斗が敗れたことにより、その干渉が半端に終わり、眼に見える影響が出るまで一か月という時間を要したのだとしたら。

　全てが、今に繫つながってくる。

　あの漆しつ黒こくの支し配はい種しゆは、未いまだにその黒炎で、タカトたちの足元を炙あぶっているのだ。

「そういうことで間違いないでしょうねぇ。黒炎の辻つじ神がみ、顎あぎ斗と……かつて名を馳はせた過激派の戦士よ。彼が、幽閉されていたタワーから『いなくなっていた』という情報も、確かにあたくしの手元に届いていたし」

　その言い方に、若じやつ干かん引っかかりを覚えたものの、クラウディアの手前、あまり詮せん索さくするのも悪い気がした。

「そう……そういうこと……」

　リンや鍔つば芽めが、表情を消して視線を落としたクラウディアを心配そうに見つめる。

「……状況は理解したわ。それで、結界の修復は可能とのことだけど、それはどんな手段で、どれくらいの時間がかかるの？」

「そう大げさな話じゃないわぁ。結界に生じている『ズレ』を直すだけ。ネスト５は小さな島が幾つも隣接して、それぞれの島のコアが互いに干渉し合っている少し珍しいタイプの浮ふ遊ゆう大たい陸りくだから、島の一つに異変が起きると、他の島も影響を受けちゃうのよぉ。嚙かみ合わせの狂った歯車を元通りに嵌はめ直すだけ。まだズレもそれほどじゃあないし、顎斗が干渉した島に連れていってもらえれば、修復には一時間もかからないと思うわよぉ？」

　冠かん照てらはそう言って、傍かたわらに立っていた鍔芽の頭にそっと手を置いた。

「それに、いい機会だから鍔芽ちゃんにも修復の方法を教えるつもりよ。鍔芽ちゃんが修復の方法を覚えれば、あたくしが地上に戻った後も安心でしょう？　それに、あたくしが修復作業をちゃんと進めるかどうかのお目付け役にもなってくれるし」

　最後まで完璧に結界を修復するまで、自分に対する疑念の種が消えないことを、冠照も分かっているのだろう。

　若干空気が重くなるが、冠照自身も、ある程度の疑いを持って接してくれることを望んでいるようだった。

「分かったわ。それじゃあ鍔芽、お願いね」

「はい。皆さんのためにも……この先の未来は、私がネスト５をお守りしますっ！」

　気合いの入った鍔芽の表情に、タカトはつい微笑ほほえんでしまう。

　まさか、鍔芽のことをここまで頼もしいと思う日が来るとは思っていなかった。

「それじゃ次の質問よ。冠照、地上に生きる支配種たちについて聞かせてちょうだい」

　少し表情を曇くもらせつつも、クラウディアが気き丈じように二本目の指を立てる。

「顎斗がいい例だけど、支配種全体で特定の思想や目的を共有しているって感じでもないわよね？　貴方も見た感じ、人類にそこまでの敵意を持っているようには見えない。だけど、他の支配種と連絡を取り合っているんでしょう？　なら……人類に攻撃を仕掛けてくる支配種っていうのは、一体どういう連中なのかしら？」

　確かに、これだけ一人一人の個性が強い以上、果たして地上の支配種たちのコミュニティというものが、どういう形で成り立っているのかは気になるところだ。

　はっきり分かれば、もし今後、より多くの支し配はい種しゆと接触したとしても、一つの判断材料に成り得るかもしれない。

「そうねぇ……共通の目的がない、って言うのは少し違うわ。あたくしたち支配種の共通目的は一つ。『この争いを終わらせ、浮ふ遊ゆう大たい陸りくを取り戻すこと』。それが絶対にして唯一妥協できない到達点よ。一人一人違うのは、その手段だけ……あたくしも世界中を行き来できるわけじゃないから、入ってくる情報にも限りがある。けど分かっていることは、今の支配種たちは幾つかの派は閥ばつに分かれて行動しているということねぇ」

「派閥？」

「そう、派閥という表現で正しいと思うわぁ。まずは、このあたくしが所属する『探究派』……この世界の真実を求めるために行動しているグループよ」

「それは、具体的にどういうこと？」

「至し極ごく単純に言えば……今の人と辻つじ神がみの戦いに、疑問を感じた者たちのこと」

　四百年前──戦争が終わり、支配種たちは人間たちと和解。世界を修復した後に、地上のタワーで眠りについた。数十年で目覚められるはずの支配種たちは、しかしそのまま──。

「和解したはずの人類が裏切り、支配種を永久に封印した。その可能性を否定的な眼で見ている者たちも一定数いるのよぉ。だって、もしそんな『真実』を見つけられたら──この戦い、一発で終わるでしょう？」

　支配種が、少なくとも直接的に人間を憎む理由は、消滅する。

　こんな形で争いの終結を図はかる者もいるのかと、改めて自分たちの視野の狭さを痛感した。

「んふふ、もっとも、大した手がかりもないのが現状なのだけどねぇ。それでも争いさえ止めることが出来れば、支配種の方から人間に歩み寄っていける未来もあるはず……それはそれで、長く遠い道だけれど、理想的じゃなーい？」

　一度深く眼をつぶったクラウディアだったが、やがて何かを受け入れたように眼を開く。

「……分かったわ。他の派閥に関しては？」

「あたくしたち探究派は少数の勢力なの。残るは二大勢力でもある『過激派』と『穏おん健けん派は』ね。過激派は言うまでもなく、今の人類を滅ぼそうと積極的に戦いを挑む者たちねぇ。かつての戦争でも人間と争った歴戦の英雄が多いから、必然的に人間に対して割り切れない思いを持ってる子も多いわ」

　一いつ瞬しゆん、意味ありげな視線を送ってきた冠照に、タカトは自分の胸中に思いを馳はせる。

「そして残るは穏健派。戦う力を持たなかったり、戦いに意味を見出せない支配種は大体こちらねぇ……ひっそりと着実に地上の環境を回復させることに従事しながら、出来ることを模索する集団、と言ったところかしらぁ」

　話を聞く限りでは、そちらは目もつ下か危険分子には成り得ないようにも感じる。

「こんなところかしら？　もっとも、それぞれの派は閥ばつの内情は複雑で、色々な思惑が交差しているみたいだけれど。流石さすがに全容までは摑つかめなくてねぇ……ただ、あたくしたちは中立の立場を貫くつもりよぉ。利害関係が一致する限り、辻つじ神がみにも人間にも手を貸すわぁ」

　特に、どちらかの勢力に肩入れすることなく、必要なら力を貸す中立の立場を取るようだ。

「……地上の状況は理解したわ。それじゃ、最後の質問よ」

　クラウディアが、三本目の指を立てる。

「……私が顎あぎ斗とと出会った時、すぐに思ったのよ。これほどまでに人間と差がない外見であるなら、放ほう浪ろう者しやを装って、既に浮ふ遊ゆう大たい陸りく内に侵入している辻つじ神がみも、相当な数いるんじゃないかって」

　それは、タカトも何度か考えた可能性だった。ネスト５の中に支し配はい種しゆの気配を感じないせいで、これまではずっと眼を逸そらし続けて来た疑問だったが、今ならはっきりさせられるかもしれない。

「案外、さらっと各地の浮遊大陸に潜もぐり込んでいる支配種もいるんじゃないの？」

　一いつ瞬しゆん、言葉を選ぶような間を置いたクラウディアが、疑問をまとめる。

「そう、顎斗と出会ったのは、貴方だったのね」

　眼を細めるクラウディアをおいて、何かを察したらしい冠かん照てらが回答を示す。

「浮遊大陸に潜り込んでいる支配種……えぇ。いるでしょうねぇ、それなりに」

　その場の全員が息を飲んだ。

「あたくしたちにとって最大のアドバンテージは、人型であるということを、人間たちに知られていない、ということでしょ？　それを利用しない手はないと、あたくしもそう思うわぁ。人知れず浮遊大陸に入り込み、内側から人類に刃やいばを振るう……効果は絶大でしょうねぇ」

　その場にいる人間の、焦しよう燥そうと恐怖の鼓こ動どうが、聞こえてくるようだった。

「けど安心なさい、そうそう事は起きないと思うわよぉ？　仮にそんなことを企む支配種がいたとして、どこかの浮遊大陸でそれを実行して、首尾よく成功したとしても……その瞬間、残る全ての浮遊大陸に暮らす人間が一斉に攻撃を仕掛けてくるし、支配種の存在も全世界にバレてしまう。支配種側を著しく不利にしかねない行動だもの」

　確かにそうだが、それでも、今の世界に対する見方は変わった。

　この空は、今思っているよりも──ずっと現実的な危機に晒さらされているのだ。

「やるとしたら、全ての浮遊大陸で同時に、それも半端な人間の戦士を物ともしない、強力な精せい鋭えいを多数揃そろえての一大蜂ほう起きになる……残念だけど、今のあたくしたちに、それだけの力も結束力もないから」

　肩をすくめて、冠照が苦笑する。

「けど、忘れないでおきなさぁい？　地上の環境は着実に回復しているし、顎斗が企てたシード・スピアという、支配種の力を全快させる一発逆転の可能性も世界中に残っている」

　顎あぎ斗とはそれを急激に進めるために、このネスト５を狙ったが、しかし。そんなものを必要とせずともタワーを起動できるだけの条件が揃そろえば──人類は、敗北する。

「あたくしは別に、貴方たち人間に対して特別な敵意があるわけじゃないし、仲良く出来たら一番いいなって思ってるわぁ。けど、認識を改めておいた方が良いわよ？」

　これが最後だと、冠かん照てらは語気に冷たさを含めて、宣告する。

「敢えてこういう言い回しをするけれど……あたくしたちは、まだまだ戦える。んふふ、お忘れなく、ね？」

　胸の奥に重石おもしを落とされるような感覚に、一同は揃って黙り込んだ。

「冠照様……それでも私は、人と辻つじ神がみが手を取り合える日が来ることを、信じています」

　だが続く鍔つば芽めの一言に、淀よどんでいた場の空気が、澄すんでいくような気がした。

「んふ、そうね鍔芽ちゃん。それが理想……きっと多くの同朋が捨ててしまった希望の光よ。貴方はどうか、その光を消さないでいて」

　鍔芽の頭を撫なでる冠照の微笑を受けて、ひとまず、質疑応答の時間は幕を下ろした。

「冠照。結界の修復だけど、いつから始められそう？」

「お陰様で快適な環境だし、すぐにでも始められるわぁ。鍔芽ちゃんはどーお？」

「わ、私も大丈夫です！　頑張れます！」

「なら、早速始めてもらうわ。タカト、リン、冠照を南エリアに──」

　一いつ瞬しゆん言葉に詰まりながらも、クラウディアははっきりと口にした。

「顎斗の墓標に案内してあげて」







　こうして冠照を連れて、タカトとリン、鍔芽の四人が一月前の戦いの舞台へと向かうことになった。

　最後まで気を抜かず、念のためアイギスを運うん搬ぱんできる小型の輸送船を使って港まで向かう。輸送船ごと南エリア行きの船に乗り込むのだ。

　残念ながらタカトのブラストホークは改修中のため、タカトはまた汎はん用よう型がたで南エリアに向かうことになる。単なる不運とはいえ、何となく因いん縁ねんを感じさせた。

「あーあ、僕も行きたいんだけどなぁ」

「怪我人はいい加減大人しくしてなさい。私は支部で待っているわ。良い報告を期待しているから、よろしく頼むわよ」

　いざという時のため、クラウディアとルーガーは司令塔として支部に残る。もっとも、クラウディアは顎斗の墓標を見たくないという思いもあるのだろう。

　こうして支し配はい種しゆ二人を伴った出撃となり、タカトは今、鍔芽と冠照を待って支部の入り口に立っている。

　生憎あいにくの重苦しい曇くもり空の下、一羽の小鳥が羽ばたいていくのを、のんびりと見上げながら支部を出た、その矢先。

　全速力でタカトに飛びかかってくる者がいた。

「タっ──カっ──トっ──様ぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　頭からダイブしてタカトを地面に押し倒したのは、何だか久しぶりな気がする顔だった。

「ぐはぁっ！　み、ミオ!?　何でここに！」

「あぁぁぁん、そんなのタカト様に会いに来たに決まってるじゃないですかぁぁぁ！　放置プレイにしたって長過ぎですタカト様ぁぁぁ……あ、リンさんでしたっけ？　どうもです！　あたしのタカト様がお世話になってます！」

「あ、あはは……ミオちゃんだっけ？　こちらこそ、旦だん那な様さまにはお世話になってるよ」

「やめてくださいよリンさん……」

　顔を引きつらせるリンが一歩引いたところで、涙目でタカトにのしかかるミオの後ろから、面白そうにニヤついたチャイムが出てきた。

「はっはー、ご苦労！　第一部隊が帰き還かんしたという噂うわさがアクロポリスにも届いてな。お前たちにも進展があったんじゃないかと、うるさいミオを引きつれて来たわけなんだが、どうやら無事のようだな。どこかに向かうのか？　鍔つば芽めはどうしてる？」

「お陰様でな……これから騒ぎの元を潰つぶしに行くところだよ。どうにかなりそうだ。鍔芽も元気だし、もうすぐ来ると思うけど」
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「タカト様！　これ、あたしからのプレゼントです！　ほら、タカト様右腕、火傷やけどしちゃってるじゃないですか！　これで綺き麗れいに隠してください！」

　そう言って、馬乗りになったままミオがタカトに、手作りらしいリストバンドを差し出してくれた。

　手触りも良く、機能的のようだ。『愛☆ラヴ☆タカト様！』と刺し繡しゆうがしてある以外は。

「これ……本人がつけるのか……？」

「まぁまぁ細かいことは気にせずに！　どうぞつけちゃってください！」

　そのリストバンドを見て、後ろでリンも噴ふき出していた。久しぶりに会ったというのに、数秒で完全にペースに飲まれてしまい、仕方なくゲテモノリストバンドを右腕に嵌はめる。

　その瞬しゆん間かん──二人が何故ここに来たのかが分かった。ほんの僅わずかな沈黙を挟み、タカトは身を起こす。

「……まぁ、元気そうで何よりだよミオ。もうすぐ今の任務も落ち着きそうだから、今度ジャールとゆっくり帰る」

「おサル先せん輩ぱいはどうでもいいですけどー、一秒でも早く帰って来てくださいね！」

　満面の笑みでタカトにすり寄るミオにため息をついたところで、鍔つば芽めと冠かん照てらがやってきた。

「タカトさん、リンさん、お待たせしまし……あ、リーダー！　ミオちゃん！」

「鍔芽ちゃーん！　久しぶり！　中々帰って来ないから心配したよーっ！」

　抱き合って再会を喜ぶ鍔芽とミオに顔を綻ほころばせながら、タカトもチャイムを振り返る。

　──ん？

　視線の先に、見たこともないような、驚きよう愕がくと憎悪の色を浮かべたチャイムが、茫ぼう然ぜんと立ち尽くしていた。

「……あらあらぁ、鍔芽ちゃんのお友達？　こちらの方は？」

「冠照様、そちらがお話ししたダストデビルズのリーダー、チャイム＝アーサーさんです！」

　軽やかな足取りでチャイムの前に進み出た冠照が、にっこりと微笑ほほえみながら手を差し出す。

「初めまして、鍔芽ちゃんの親戚の冠照でーす。鍔芽ちゃんがお世話になってますぅ」

　一般人に対する偽の情報をさり気なく織り交ぜつつ、冠照が挨あい拶さつをする。数秒、差し出された手を無言で見つめていたチャイムだったが、やがて。

「……こちらこそ」

　と、チャイムにしてはあっさりと挨拶を終えて、すぐに手を離した。

「それじゃ、そろそろ行こうかタカトくん。あんまり遅れてもクラウディアに悪いし」

「そうですね。リーダー、ミオ、悪いけど任務の途中なんだ。また今度な」

　そう言って二人と別れ、タカトたちは小型の輸送船に乗って港まで向かう。

　だが、やけに静かだったチャイムの表情が、いつまでも脳裏に焼き付いて離れなかった。







　訪れるのは一月ぶりとなる。あの顎あぎ斗ととの激げき闘とうが繰り広げられた、ネスト５南エリア。

　虹の花畑──。

「うーん、相変わらず良い所ねぇ……気持ちいいわぁ。やっぱり自然は天然ものが一番ね」

　大きく伸びをしながら、冠かん照てらが花畑の中心に進み出る。

「冠照様は、ネスト５に来たことがあるんですか？」

「そりゃあそうよぉ。あたくしなんか旅好きだったし、この辺りの地に伝わる……何て言ったかしら？　ワサビ？　の雰囲気が大好きだったから何度も足を運んだものよぉ」

「……わびさび、かな？」

「……多分」

　こそっ、とリンと言葉を交わしつつ冠照の後に続く。確かに、夜の湖で月見酒を嗜たしなむなど、和の情じよう緒ちよを好む傾向にあるというのは納得できるが、意外と知識に穴があるのだろうか。

　必要ないだろうとは思いつつ、念のためリンと並んで剣を腰に差しながら、いよいよ結界の修復に立ち会う時が来た。

「それじゃ、始めましょうか。案外あっさり終わっちゃうけどねぇ。んふふ」

　到着したのは、虹の花畑の中心にぽっかりと開いた真っ黒な大地。そこだけ死んでしまったかのように、花が全て枯れ果ててしまっている。

「ここで顎斗が消滅したのね……物悲しい雰囲気が、確かにあの子そっくり」

「顎斗を、知ってるんですか？」

「彼への罰を決める会議の時にね……誰よりも同朋を尊び、人間を憎んだ、危ういほど純粋な子。結果的にこれ以上なく酷ひどい仕打ちとなってしまったけれど、それでも、下された罰は正しい物だったと、あたくしは思っているわぁ。残酷だけど、多くの支し配はい種しゆにとって、それは仕方のないことだった……彼に関しては、これで全ておしまいよ」

　ドライな物言いに、少しだけ背筋が寒くなった。

　──誰かの上に立つ気持ち、か。俺じゃ分からない感覚、だよな……。

　もっと時間をかけて、冠照とも話をしてみたいと、そう思った。

「それじゃ修復を始めましょうか。鍔つば芽めちゃん、こっちに来て。まずは地面に手を当てて意識を集中しなさい？　全身で結界を、この大地を包む守護の辻つじ風かぜを感じ取って。大切なのは集中力よ。眼を閉じて、流水に身を任せるように静かな優しさに浸って。その流れを妨さまたげる、トゲのようなものを肌で感じるの。それさえ見つけられれば、あとはそれを外すだけ」

　タカトたちでは分からない感覚に、冠照と鍔芽が沈んでいく。

　いや、或いはタカトなら、同じようなことが出来るのだろうか。

「……感じます。トゲのような、楔くさびのような、風の流れを妨げる部分。これが歪ゆがみ……」

「うん、宜よろしい。自分を浮ふ遊ゆう大たい陸りくの中ちゆう枢すうに沈めるように……この大地が自分の体の一部であると思いながら、ゆっくりと、その歪ゆがみに手を伸ばして……」

　極限まで高まっていく集中力を肌で感じる。音もなく二人の周囲に風が渦巻き始め、美しい二人の支し配はい種しゆが、風の中心でこの空に訴えかけている。

「……届きます」

「仕上げよ。優しくゆっくりと、風の流れに逆らわずに、その歪みを直して──」

　タカトとリンが眼の前の光景に一層心を奪われていく、その時だった。

「──直して頂いては困るのですよ、冠かん照てら殿」

　突然、この場にいる誰のものでもない冷たい声が聞こえたと思った次の瞬しゆん間かん。眼前で背後から胸を突き刺され、美しき支配種、探究者冠照が、どす黒い霧きりを花畑に吐き出した。

「……え？」

　何が起きたのか、その場にいた全員が、驚きよう愕がくに意識を奪われる。茫ぼう然ぜんと眼を瞠みはる中、冠照が力なく花畑に倒れ込んだ。

「かん、てら様……？」

　冠照が倒れたその向こう。忍び寄る気配もなく、一瞬でそこに出現したとしか思えない人物が、ギラつく小こ太だ刀ちを冠照から引き抜くと、眼にも止まらぬ速度で、その刃を鍔つば芽め目がけて振り抜いた。

「っ、鍔芽っ！」

　この事態を、ほんの僅わずかではあるが、頭の片隅で『予期』出来ていたタカトが、リンより一瞬早く飛び出し、小太刀から鍔芽を庇かばう。

　身を守るように構えた剣に、振り下ろされた刃が激突する。凶刃を振るってきた想定外の第三者と、タカトの視線が交差した瞬間。タカトは更さらなる驚きよう愕がくに全身が冷たくなるのを感じた。

　体の動きを完全に止めてしまったタカトの隙すきを突いて、その人物は凄すさまじい身のこなしでタカトを搔かい潜くぐると、鍔芽の首筋に鋭い手刀を叩たたき込んだ。

　短い呻うめきと共に倒れ込んだ鍔芽に、更なる追い打ちをかけようと、謎の伏兵は小太刀を振り上げたが、飛び出したリンが黒刀を構えて何とか鍔芽を庇った。

　硬直する場の中で、タカトが、ぽつりと言葉を零こぼす。

「み、さご……？」

　血色の悪い儚はかなげな容姿、憂うれいを纏まとう雰囲気、好んでよく着ていた服。何もかも全てが、あの日と同じ。

　見間違えようもない。そこに立っていた人物は、タカトの妹、ミサゴ＝ミソラマと瓜二つだった。

　──違う……そんなはずがない。

　眼の前の少女は、決して妹のミサゴではない。

　ミサゴは体が弱かった。寒さの激しい山村で、いつも体調に不安を覚えながらの生活をしていたことを、誰よりもタカトが知っている。

　そんなミサゴは、あの日。辻つじ神がみに滅ぼされたあの村で、皆と一緒に死んだはずなのだ。

　もし仮に、辻神の眼を逃れて生き延びていたとしても。あんな弱々しい体で、雪の深いあの山から出られるはずもなく、ましてこの五年間、頼れる人もなく生きてこられたわけがない。

　こんな場所に。突然姿を現すなんてことは絶対にありえない。

　そうなれば、思い当たる可能性は一つ。

「辻神か……っ！」

　冠かん照てらと話したことを思いだす。既に各地の浮ふ遊ゆう大たい陸りくに、支し配はい種しゆが入り込んでいてもおかしくはないと。

　眼の前の少女が、何らかの力でミサゴの姿を象かたどった支配種である可能性は高い。しかし、もしそうだったとしたら、腑ふに落ちない点が多すぎる。

　まず、相手は眼の前に立っているにもかかわらず、タカトには支配種どころか辻神の気配すら感じ取れない。本当に幽ゆう霊れいではないかと思うほどに存在感がまるでなかった。

　次に、この少女が、ずっと浮遊大陸に潜ひそんでいた支配種だったとしたら、今になって姿を現したのは何故か。この支配種は、いつからネスト５に潜んでいたのか。

　そして何よりも。

「どうして、ミサゴの姿を知っている……っ！」

　五年も前に死んだはずのミサゴの姿を象っているのは一体何故だ。

　バラバラの情報を、衝しよう撃げきと混乱でガタつく思考で無理やり繫つなぎ合わせていく。

　──ま、さか……。

　組み上がった可能性が、頭の中から藍あい色いろの眼光でタカトを射抜いた。その情報を全て知っている支配種がいるとしたら、それは。

「クトネシリカの、召しよう喚かん者しや……？」

　あの日、一面の雪景色を鮮血で塗ぬり潰つぶした、憎き支配種──。

　その可能性が、一切の混乱を焼き尽くす怒りに変へん貌ぼうし、タカトを激げつ昂こうさせた。

「答えろ！　貴様は何者だっ！」

　荒げた声に、しかし求めた答えは返ってこないまま、ミサゴの幻影が薄く口を開いた。

「……タカト、と呼ばれていたな」

　記憶に残る声と全く同じ声に全身が総毛だった。しかし、決定的に違うのは、その声が秘める冷たさだった。ミサゴの人を安心させるような優しさが、微み塵じんも感じられない。

「問いに答えよう。自分の名は『至し希き』。お見知りおきを願いたい。そしてこの娘の姿は、五年ほど前。地上のとある山村を焼き払った時に貰もらい受けた」

　鼓こ動どうが、冷えた全身に、怒りの熱を行きわたらせていく。

「貴様の故こ郷きようを焼き払ったのは、自分だ」

「っ！」

　一度だけ、剣を握った右腕が痙けい攣れんするように震ふるえた。吐き捨てるようにそう口にしたこの辻つじ神がみに対する憎悪が即座に臨界へと達したが、ミサゴの姿をした相手に剣を振り抜くことを体が躊躇ためらったのだ。

「落ち着け。話がしたいだけだ」

　やり場のない激情の塊かたまりとなったタカトが、窮きゆう屈くつな思考を必死に回転させる。冠かん照てらは無事なのか、剣こそ持ってはいるが、この支し配はい種しゆ相手に、アイギスなしでリンと共にどう戦う。

　目まぐるしく回り続ける思考だったが、次の瞬しゆん間かん。憎き仇かたきの何の根拠もない一言で、渦を巻いていたタカトの感情は、凪ないだ水面のように静けさを取り戻した。

「貴様の妹は生きている」

　すぐ眼の前で、ミサゴの邪気のない新緑の瞳ひとみがタカトの視線と重なり合う。その瞳には、こちらを欺あざむこうという意思など、皮肉なまでに感じられなかった。

「……何を……言って……」

　潔く、小気味良い音を立てて刀を鞘さやに戻した至し希きが、堂々と声を響ひびかせる。

「タカト＝ミソラマ。貴様と一対一で話がしたい。あの雪の山村へ一人で来い。決着を望むなら付き合うが、その場合、貴様の妹の命はないものと思え。無論、不要な人間を引き連れて来た場合もだ。無視して逃げるのならそれも良いだろう。だが自分はこうしていつでも、気取られることなく浮ふ遊ゆう大たい陸りくに侵入できる。貴様が来なければ──」

　至希が指を高らかに鳴らす。その瞬しゆん間かん、至希の背後に巨大な影が揺らめいた。

「この鋼鉄の網の内側に、統とう率そつ種しゆを解き放つ」

　音もなく、陽炎かげろうのように姿を現したのは他でもない。

「クトネ、シリカ……っ！」

　藍あい色いろの眼光を宿した、忌いまわしき悪狐の異様だった。

「この不安定な結界内では、あの鎧よろいで満足に戦えないだろう。何人死ぬかな？」

「貴様……っ！」

「忘れるなタカト＝ミソラマ。五年の時を経へた今でも、貴様の妹の命は、貴様の手の中にあるのだ」

　胸の奥を抉えぐられるような感覚に、タカトは体中の神経が張りつめていくのを感じる。

「それだけの激情。吐き出すか、飲み込むか。今一度選ぶといい」

　悪魔のような囁ささやきを最後に、至希の姿はクトネシリカと共に跡形もなく消滅した。

　終始気配は感じ取れなかったが、肌を圧迫する敵意は、もう感じない。

　とにかく、冠かん照てらと鍔つば芽めの状態を見なければと、剣を放り出して、リンと傍かたわらに屈かがみこんだ。

「冠照……冠照！」

　苦しそうに呻うめきながら、冠かん照てらが薄く眼を開ける。

「げほっ……迂う闊かつ、だったわねぇ……まさか既に過激派の侵入を許していただなんて。近頃、不ふ審しんな動きをする統とう率そつ種しゆの襲しゆう撃げきを、受けたりしたかしらぁ？」

　あの日、鍔つば芽めが結界の異常を訴えに来た時だ。クトネシリカと邂かい逅こうを果たした、あの時。近づいて来ないまま撤てつ退たいしたとばかり思っていたが、そうではなかった。

　恐らくあの時、既に侵入されていたのだ。この距離まで何の気配も感じさせず、姿を完全に消せる統率種クトネシリカと、同じ力を持った支し配はい種しゆ、至し希き。

「彼女は……至希。辻つじ風かぜで幻を操り、誰にでも変化することが出来て、自分自身のコアの気配すら隠す力を持った支配種。現在は人類を敵視している過激派に所属してるはず。戦時中はその能力を活かして密みつ偵ていとして活躍した……かつての天あま戸との腹心だった子よ」

　天戸の腹心、幻惑の至希。

「はぁ……目的は……天戸の力を引き継いだ、坊やの確保ってところでしょう……過激派は今、ネスト１への攻勢に出るために日本の大地を離れていて、天戸復活に勘付いた様子はなかったから……偶然、復活に気づいた至希が、単独行動を取っている可能性が高いわね……」

　息も絶え絶えに、敵の正体を語ってくれた冠照に感謝しつつ、タカトはどうするべきかと奥歯を嚙かむ。

「リンさん、鍔芽は？」

「気絶してるだけ。どうしよう、とにかく一度クラウディアに……けど、冠照が」

　拳こぶしを握にぎり締しめ、必死に思考を巡らせる。その時ネスト５全域に、辻つじ神がみの襲撃を告げる警報が鳴り響ひびいた。

　タイミングが良すぎる。恐らくは考える時間を与えないために至希が差し向けたのだろう。

「くっ、わたしたちも出なくちゃ……けど、こんな状態の冠照を置いていったら……」

　最悪の結末が脳裏にチラつき始めた、その時、鋭するどく声をかけてくる者がいた。

「タカト！」

　花畑の向こうから花弁を散らしながら駆け寄ってきたのは、チャイムだった。

「リーダー！　どうして？」

「私の嫌な予感は当たるんでな……鍔芽は無事なのか？」

　頷うなずきながら考える。この状況で打てる最善の手。タカトが打つべき一手は何か。

「行かなくちゃ……妹が……ミサゴが、生きているかもしれない」

「待ってタカトくん！　あんなの噓うそに決まってる！　たった一人だけ、役に立つかも分からない人質を五年間も生かしておくはずがないよ！」

　ミサゴの姿を、餌えさにされているだけ。とリンは言う。そうかもしれない。いや、その可能性でほぼ決まりだろう。

　だが、それでも。罠わなだったとしても。死が待ち受けているだけだとしても。

「それでも、俺おれは行かなくちゃいけないんです！」

　不思議と、憎悪の炎は勢いを落としていた。その体を駆り立てているのは、怒りではなく、後悔という、今日まで一時も途切れたことのない、悲しい呼び声だ。

「気持ちは分かるけど、やっぱり駄目！　相手の思惑も分からないのに、そんなの無む謀ぼう過ぎるよ！」

「だけど、あいつの気配は俺や鍔つば芽めでも感知出来なかった！　野放しにしたら、確実に沢たく山さんの人が死ぬ！　顎あぎ斗との時と同じだ！　一人でも止められる可能性があるのは俺しかいません！」

　いつまでも悩んではいられない。もはやリンを振り切って飛び出してしまおうかと思った、その時だった。

　すぐ傍かたわらで、血も凍るような美び貌ぼうの持ち主が、しかし僅わずかな敵意を感じさせる表情で、タカトに禍まが々まがしい銃じゆう口こうを向けていた。

「……タカト、一いつ旦たん敵を定めるとブレーキが利きかないのが、お前の最高の長所で、最悪の短所だったな。だが今回は状況が悪そうだ。考えがあるなら言っていけ。ないなら……今回ばかりはお前を止めるぞ」

　そう言ってチャイムは、手にした銃の引き金に指を掛けた。

「っ……チャイム……あんたが……俺を止めるのか……」

　歯止めが利かない感情の奔ほん流りゆうを、立ち塞ふさがるチャイムが懸けん命めいに止めようとしてくれている。だがその姿が、寸前のところでタカトの心を抑えつけた。

　これは一歩間違えれば、これまで関わって来た全ての人たちに対する裏切りになる。

　限りなく確率の低い妹の生存に望みをかけ、辻つじ神がみに下る覚悟で一いつ騎き打うちを挑むか。

　それとも、ダストデビルズの仲間や、スカイアの戦士、協力してくれる皆の力を信じて、ネスト５や、アクロポリスや、自分自身を守るために。

　もう一度──妹を見捨てるか──。

「くそ……ミサゴ……ミサゴ……っ！」

　心の底で泥に埋もれていくミサゴと、この空で出会った大切な人たちの笑顔を思い出す。

『もう二度と──』

　過去の後悔に捕らわれて、自分の命を軽視するのはもうやめようと。そう思った瞬しゆん間かん、眼の前に開けた美しい空を思い出す。

　ようやく見つけた進むべき道。今度こそ堂々と、自分の命を掲げていこうと決めた矢先に、またしても、あの悪狐が立ち塞がった。

　皆の言葉でようやく開けた未来への航路を、また同じ相手によって閉ざされてしまうのか。

　一つ確実に分かることは──考えなしに飛び出せば、確実にその未来は破は綻たんしてしまうだろうという、残酷な予感のみ。

　復ふく讐しゆうに身を投じるのか。自分を殺して正しさに逃げるのか。過去を切り捨てて進むのか。忘れ得ぬ傷として未来への糧かてとし続けるのか。

　触れてきた沢たく山さんの人たちの答え。そのどれもが、今は正解だと思えなかった。

　莫ばく大だいな感情の竜巻に飲み込まれたタカトが、その最さい奥おうで出した結論は──。

「……行くよ、リーダー」

　口にするのは、心に刻まれた行動の指針。

「けど安心してくれ。自己満足のために、むざむざ捕まりに行くわけじゃない」

　視野を狭める心の霧きりを振り払って。少しだけ平静を取り戻したタカトの中に、この空で培つちかった自分らしさが戻ってくる。

　追い詰められたこんな時に、タカトが自信を持って誇れるものなど、みっともない小賢しさだけだったのだから。

「……至し希きは交渉が目的だって言ってた。俺を捕まえるつもりなら、さっきの段階で出来たはずだし、それは本心だと思う。それに、俺の中の天あま戸とが目当てなら、殺される可能性は低い」

　不要な人間を引き連れて来た場合、ミサゴの命はないと、至希はそう言った。

　だが、タカトが一人で現場に向かいさえすれば、他の人間のことはどうでもいいといった風だった。

「リンさん。援軍をお願いできますか？」

　真まっ直すぐ、堂々と。迫る脅きよう威いに立ち向かうために、今タカトに出来ることは。

「俺おれが──囮おとりになります」

「……っ。だけど、失敗したら……」

「本当にミサゴが生きているなら助け出す。罠わなだとしても……必ずあいつを捕ほ獲かくする。過激派の情報を引き出せれば、この先の戦いでも対策が打てるようになるし、こっちから接触していくことも出来るかもしれない」

　あの日をもう一度繰り返し、納得のいく結末を求めるのではなく。

　今のタカトが打てる最善で、あの日の結末を全て塗ぬり潰つぶす。

　この空で得たものの全てで、至希に全力で対抗する。それがタカトの答え。

「みんなが追い付いて来てくれるなら、必ず勝機はある……不安な点があるとしたら、俺がもう一度至希と対たい峙じした時……冷静でいられるかどうか、かな」

　感情的になれば、向こうの思うつぼだ。

　仲間を信じ、自分が守りたい人を守り、そしてこの先の未来に胸を張っていくために。

　きっとこれが、忌いまわしい過去に挑みかかる、最善の一手のはず。

「借りを叩たたき返しに、貸しを取り戻しに行くだけだ。リーダー……これで納得できないか？」

　威風堂々と口にした言葉に、チャイムは見たこともないほど可愛らしく微笑ほほえむと、そっとタカトの肩に手を置いた。

「売られた喧けん嘩かだ、買ってこい」

　頷うなずき、リンを振り返る。

「ブラストホークを取りに行く、改修中でも汎はん用よう機きよりは役に立つはずだ。リンさん、一緒に行きましょう。リーダーはそこの船でクラウディアに連絡して、鍔つば芽めと冠かん照てらを診みててやってくれ。冠照の傷は深そうだけど……この花畑が支し配はい種しゆにとって一番良い環境のはずだ」

「分かった。任せておけ」

　出陣の用意は整った。

　しかし、果たしてこの作戦を許可するべきか否か。苦渋の表情で迷っているらしいリンに、タカトは迷うことなく声をかける。

「リンさん……昨日の夜、話してくれましたよね。隊長としてリンさんが目指す、夢」

「え？」

「俺はリンさんに、その夢を叶かなえて欲しい。その力になりたいから……貴方を信じます」

　隊の仲間を死なせない。その夢のために、タカトが出来ることは一つ。

　生きて、帰ること。

「……分かった。わたしも君を信じるよ」

　黒くろ獅じ子しの瞳ひとみが、仲間を信じて熱く燃える。

　戦いの刻。タカトの鷹たかの眼が、遠き獲え物ものを見据えて鋭するどく輝かがやいた。







　タカトとリンが、アイギスを纏まとって支部へと飛び出していった後。花畑に残ったチャイムは苛いら立だたしげに舌を打った。

「──冠照様、悪ふざけが過ぎるのでは？」

　そんな言葉を受けて、支配種冠照は、にんまりと笑って体を起こした。

　その体に、刺された傷など全く見当たらない。

「あらあら失礼ねぇ、これでも真剣よぉ？」

　平然と立ち上がった冠照を睨にらみつけ、しかしチャイムは恭うやうやしく膝ひざを突く。

「……お久しぶりです冠照様。お元気そうで残念です」

「チーちゃんこそ、可愛く格好良くなったわねぇ。口の悪さは相変わらずだけど、んふふ。さてさて、鍔芽ちゃんが起きるまで……久々にお話でもしましょうか？」







　支部へ向けて空を疾しつ走そうするタカトは、ミオに感謝していた。

　あのリストバンドの裏に仕込まれた手紙に、こう書いてあったのだ。

『タカト様へ。アクロポリスの中に侵入者がいます。間違いなく敵で、姿は見えないけど、あたしはいつも後をつけられているみたいです。そいつはタカト様を狙ってます。この手紙を読んだら気を付けてください。きっと今度はタカト様を狙います。護身用のお守りも仕込んでおきました。無事に帰って来てくれれば最高に幸せです。未来の可愛い愛妻より』

　ミオはその野性的な勘かんで、至し希きの気配に気づいていたのだろう。タカトや鍔つば芽めが感じ取れるのは辻つじ神がみの気配であって、生物特有の殺気や野性的な呼吸に敏感なわけではない。

　この手紙があったから、至希の急きゆう襲しゆうに遭あっても、ほんの一いつ瞬しゆん早く意識を切り替えられた。

「タカトくん！　ブラストホークは整備中のドックだよ！　必ず君を……君たちを助けに行くから！　信じて飛んで！」

　頷うなずき、脇目もふらずに支部へと舞まい戻ったタカトとリンは、すぐに愛機が保管されている格納庫に飛び込んだ。タカトの機体は整備中のため、リンとは違う格納庫で眠っている。

　そこに入ったタカトの前に、しかし立ち塞ふさがるように佇たたずんでいる者がいた。

「おや、タカト君じゃないか。結界の修復は済んだのかい？　辻神が襲おそってくるようだ、君の愛機はまだ奥で修理中だけど、リンや鍔芽ちゃんは……？」

　自分の愛機のチェックをしているらしいルーガーが、こちらに向き直る。

「ルーガー隊長。そこをどいてください」

　ぽかん、と動きを止めたルーガーの横をすり抜けようと、タカトは止まらない足音を格納庫内に響ひびかせる。

　しかしその歩みは、やんわりと差し出されたルーガーの腕に阻はばまれた。

「穏おだやかな空気じゃあないね。どうしたんだい？」

「……五年前に、俺おれの故郷を滅ぼした支し配はい種しゆが潜せん入にゆうしていました。俺が行かないと、またネスト５の人たちが危険に晒さらされる」

　眼を見開いたルーガーに、これ以上の説明はいらないだろうと、タカトはルーガーの横を通り過ぎて、愛機ブラストホークを固定しているロックを解放しにかかる。

　──くそっ……頼むぞブラストホーク。今だけでいいんだ！

　流石さすがにたった一日では、ウィングの完璧な修復は間に合わなかったようだ。接続部が少しガタついているのが分かる。今回も、使えて一回、持って一いつ瞬しゆんの切り札だろう。

　問題なのは湖で砕け散ったコアの方だ。いかにブラストホークとはいえ、こんな有様では汎はん用よう機きと大差ない。

　あの時砕け散ったコアと同等の出力を持ったコアは用意出来るだろうか。

「本当に……君が行かなくちゃいけないのかい？」

「……ルーガー隊長は言いましたね。過去のことは忘れて先に進むんだって。だけどすみません。俺にはそんな器用なことは、出来そうにありません」

　たとえどれほど重い業ごうを背負うことになったとしても、この眼に映った命の全てを、決して忘れないでいようと、そう思っている。

「そうかい……だが、消しよう耗もうした装備で何とかなる相手じゃないだろう？」

「分かってます、だから急いで代わりの装備を──」

「うん、だからタカト君。僕なりに君を仲間と信頼して、これを託たくそう」

　そう言って、ルーガーは腰に差さっていた、あの蒼あおい刀をタカトに差し出した。

「え？」

「これは代々……死地に向かう戦士に受け継がれてきた名刀だ。今は君が持っていくといい」

「俺おれが……？　どうして、大切なものなんじゃ……」

「あぁ、戦友から受け継いだ形見だと前に言ったね。けど、僕が受け継いだのはこの刀じゃない。もっと重くて、鋭するどくて、格好良い、けれど眼には見えない強力な武器だ」

　単なる形見として伝えられるより、よほど大きな力が、この剣には宿っていることをタカトは察する。

「……もし、あの日の雪せつ辱じよくを果たすことが出来るのなら。きっとそれに相応ふさわしいのは、僕ではなく、君の方だろう」

　揺るぎない眼差しと共に、あの日、絶望のまどろみの中で垣かい間ま見た、美しい希望の光を宿す刃が、五年の時を経へてその手に渡る。

「死地に向かう戦士に託す、とは言ったが、これを貸し与える以上条件が一つある」

「……それは？」

　ルーガーの真剣な顔から、ふっと力が抜ける。

「なーに、後でちゃんと返すと、約束してくれればそれでいいさ」

　死地に向かう戦士に、返へん還かんという約束を条件に課かす。

　その意味は、言うまでもなく明らかだ。

「……必ず！」

　力強く鞘さやを摑つかんだタカトに頷うなずいたルーガーが、もう一つ、と言って傍かたわらの愛機に向き合う。

「あとこいつも持っていくといい。僕のストライクウルフの心臓。統とう率そつ種しゆガルムのコアだ」

　抜き取られたコアを受け取って、即座にブラストホークにはめ込んだ。

　託されたのは、白はく狼ろうの盾と、蒼そう天てんの剣。

「見つけてくるといい。君なりの、過去との決着のつけ方を」

　頷き、固い床を蹴けった一瞬の後に、発進の爆風を残してタカトは格納庫から飛び出した。







　地上にある、英雄の伝説が残る美しい霊れい山ざん。人の姿がなくなった今、その姿は五年の時を経ても時が止まったように変わりがない。

　あの時の無念を晴らすため。この地を邂かい逅こうの舞台に選んだのは、割り切れずにいた自分の気持ちに決着をつけるためでもある。

　まるで人間のようだと自嘲気味に口元を歪ゆがめながら、至し希きは迫り来る気配に眼を開いた。

「来るか……タカト＝ミソラマ」

　腰に差した愛刀の柄つかに手をかけて、至し希きもまた、消えぬ幻を振り払うべく立ち上がる。







[image: 六章　雪辱]







　日差しが重く陰った、曇どん天てんの下。

　たとえどれだけ時が過ぎようと、忘れるはずのないその地へと、タカトは一人で降り立った。

　極寒の季節であれば、膝ひざまで雪が侵攻してくるこの土地だが、流石さすがに間もなく夏の季節ともなれば、冬の間に積もった雪も解けて減っているようだ。

　五年越しの帰郷。山頂の村の姿は、もはや人が暮らした面影をなくし、自然と一体化しつつあった。

「……みんな」

　炎に焼かれ、大半の家屋は原型を残しておらず、辛かろうじて残った家々も、長年の風雪に晒さらされ続けたせいか、潰つぶれ、ひしゃげ、崩れている。

　そして見つけた。タカトが暮らした家、二階建ての小さな木造家屋を。

　円満な家庭で、極ごく普通の思い出を重ねていった、始まりの場所。

　そこは今、真っ黒な燃えカスを包むように、申し訳程度の白雪が積もっているだけの場所となっている。

　──……帰ってきたよ。

　溢あふれてきた涙で視界が揺れる。人の気配が完全に途絶えた故こ郷きようというのは、こんなにも胸が締め付けられるものなのか。

　この地上で、自分はきっと永遠に一人ぼっちなのだと。あの日、身も心も食いちぎっていった凄すさまじい孤独感が、またしてもタカトの体を締め付けた。

「……故郷を蹂じゆう躙りんされる屈辱は、神も人間も変わらんようだな」

　その時。静寂に波紋を広げるように声が響ひびいた。しかし、その声はタカトを打ちのめそうとしていた寂しさを紛らわしてくれるものではない。

　無言のまま、体の奥に力を蓄えるようにして、タカトは目元を拭ぬぐって振り向いた。

　雪の廃村の中心。幼き日、友達と駆け回った公園の只ただ中なかに、彼女は立っている。

「敵の要求を素直に飲んだことには呆あきれるが、それでも来てくれたことに感謝する」

　幻惑の支し配はい種しゆ、至し希きは、しかし無手のまま、一人でそこに立っていた。

「改めて名乗ろう。自分の名は至希。かつて貴様の中に眠る、天あま戸と様の腹心を務めていた」

　名乗るや否や、至希の体が揺らぎ、背景に溶けるように姿が変わっていく。

　現れた女性は、長い紺の前髪が右目を完全に覆おおい、分け目の下から覗のぞく瞳ひとみは新緑の色に染まっていた。

　軽装の軍服のような格好と、腰に差した物々しい刀が、歴戦の戦士を思わせる迫力を醸かもし出している。タイトな服が、女性らしい体のラインを描いていなければ、本当に男だと思ったかもしれない。

「……至希。妹は……ミサゴはどこだ」

　約束を反ほ故ごにされる覚悟はしていた。しかし。

「無論、こちらに」

　次の瞬しゆん間かん。タカトは眼を大きく見開く。

「……お兄、ちゃん？」

　傍かたわらの廃はい墟きよの中から、おぼつかない足取りながら、しっかりと雪を踏ふみしめて。一人の少女が姿を現した。

　落ち着いて考えてみれば、おかしいと気づくことは出来たのだ。何せ、至し希きが化けていたミサゴは、五年前とまるで変わらない姿だったのだから。いくら体が弱いとはいえ、成長期の子供が五年も同じ姿のままでいるはずがない。

　だから、幻。冷静になれば見抜くことは十分可能だった。

　しかし今、至希の隣となりに進み出て来たミサゴの姿は──違う。

　儚はかなさを感じさせる面影は残しつつ、しかし五年という月日の経過を感じさせる程度に、大人の体へと、確かな変化が見て取れる。

「みさ、ご……？」

　至希と対たい峙じしてから、眼に映る全ては幻と決めつけてかかるつもりでタカトはここに来た。

　だが、そんな覚悟を踏みにじるかのように。眼の前のミサゴは、表情も、雰囲気も、ふとした仕草も、何もかもが現実味を帯びている。

　自分の方を、疑ってしまいたくなるほどに。

　しかし、再び靄もやに包まれ始めたタカトの意識は、至希が抜ばつ刀とうした音の鋭するどい響ひびきと、その切っ先がミサゴの喉元に向けられた光景で、即座に現実に引き戻された。

「こうして妹を人質に取られる危険は考えなかったのか。愚ぐ鈍どんにも程がある」

　次の瞬間、至希の白刃が、ミサゴの頰ほおを浅く裂いた。悲痛な叫び声と共に、ミサゴが頰から血を流してその場に倒れ込む。

「ミサゴ！」

「お兄ちゃん……っ！　駄目、こっちに来ないで！」

　間違いない。ミサゴは生身だ。生きた肉体を持って、確かにそこにいる。

「やめろ！　話は聞いてやる！」

　落ち着けと、呼吸と状況を必死に整理して、タカトは至希に眼光を向けた。

　人質は、殺したら意味がない。相手に対するアドバンテージを自ら捨てることになる。ミサゴはあくまで餌えさとして、タカトをここに呼び込み、その行動を縛るための囮おとりに過ぎないのだ。

　ましてこの状況。タカトの眼の前でミサゴを殺すようなことをすれば、交渉の席は確実に破は綻たんする。

　ミサゴは殺されない。少なくとも、この膠こう着ちやく状態が続く限りは。

「辛かろうじて理性を残してきたか。ならば良い。話はすぐに済む。貴様が要求を飲めば、この女はすぐにでも解放する。早まった真似をすれば、首をはねるがな」

　至し希きは刀を再び鞘さやへと戻した。これは単に、至希の方も約束を守ったという証明だ。

　全ては、ここから。

「始めよう。自分の要求はただ一つ。タカト＝ミソラマ、貴様の中に眠る天あま戸と様の、完全なる復活だ。天戸様の意識を表層に。天戸様の力を最大に。天戸様の肉体を万全に。支し配はい種しゆにして粛しゆく清せい者しや。完璧な形で……英雄、天戸を取り戻したい」

　闇やみ夜よに光る獣けもののような冷めた眼光を見返して、タカトは早はや鐘がねのように鳴っている鼓こ動どうを煩わずらわしく思いながら口を開く。

「俺おれがそれに応えるには、どうすればいい？」

「無論、死んで頂く他ない」

　これが彫刻のような鉄面皮で放たれた言葉でなければ、思わず笑ってしまっていただろう。

「……それの、どこが交渉だ。笑わせるな。俺を殺したいならさっさと来ればいいだろっ！」

「何も知らぬ貴様には冗談に聞こえても仕方ないだろう。だが自分は至って本気だ。単刀直入に言おう。このままでは──否、既に──貴様はいつ死んでもおかしくない体なのだ」

　突き刺すように放たれた言葉の衝しよう撃げきに、タカトの脳裏に強烈なノイズが走る。

「どういう、ことだ」

「支配種のコアを宿した人間の末路……冠かん照てら殿から話を聞いたか？」

　あの時、結局具体的な事例を聞くことなく、話は終わってしまった。

「自分の知る限り例外はない。支配種のコアを宿した人間は、全て一様に──自我の崩壊に至って無惨な死を遂とげている」

「自我の、崩壊？」

「コアを宿した人間は、様々な特殊能力に目覚め、強きよう靭じんな力を手にする。貴様にも自覚はあるだろう」

　タカトの持つ、辻つじ神がみの気配を感じ取る力や、コアの位置を見極める力。それ以外にも、装着したコアの力を最大限まで引き出せる力や、風向きや天候を読み取る力まで。

　考えてみれば、何もかも大自然を司つかさどる『辻神』に関する能力だ。

「貴様の肉体は、体内のコアに呼応し確実に辻神へと近づいているはず。しかし、コアを移植された人間が受け継ぐのは力だけではない。支配種のコアに宿る『意識』も。共に貴様は受け継いでいるのだ」

　脳裏に過よぎるのは、顎あぎ斗との呪じゆ言げん。

「肉体の活性化と並行して、体内のコアに宿る支配種の意識も肥大化していくらしい。やがては貴様の意識と、天戸様の意識がぶつかり合うだろう。貴様はその圧迫に耐え切れずに自我を崩壊させ、コアの力を抑え込めなくなり、暴走を開始する。その身が自らの辻つじ風かぜに削られて砕け散るまで、見境なく暴れ狂う獣けものと化すのだ」

　全身の神経が、緊張で張り詰める。顎斗が語った忌いまわしい言葉は、この未来を見据えてのものだったのだ。

「誤解のないよう断言しておく。自分は──人間としての貴様を救おうと思っている」

　全くブレることのない視線をタカトに向け、その瞳ひとみに、あらゆる感情を飽ほう和わさせた表情のタカトを映して、至し希きは続ける。

「五年間、よくぞ天あま戸と様を守り続けてくれた。タカト＝ミソラマ。たとえ人間であろうとも、自分は貴様に対して一定以上の敬意を持っている。誓ちかって、噓うそ偽いつわりはない」

　自分の胸に手を当てて膝ひざをつき、深く深く至希が頭を下げる。

　冠かん照てらも言っていた。本来空に生きる辻つじ神がみが、地に伏せるということが、どれほどの屈辱であるのか。

「出来ることなら、貴様という人間を貶おとしめることなく、天戸様を取り戻したい。自分が最も恐れるのは、貴様が何も知らぬまま天戸様の力を暴走させ、天戸様ごと消滅してしまう結末のみだ」

　慣れ親しんだはずの、故こ郷きようの風の冷たさを、しかしタカトは感じ取れなかった。それほどまでに、全身の感覚が麻ま痺ひしていた。

「タカト＝ミソラマ。貴様の体内から天戸様のコアを摘てき出しゆつする。その瞬しゆん間かん貴様は死ぬことになるが、その代わり。貴様の妹の解放と……今後、ネスト５に対する一切の攻撃を停止することを約束する」

　どこまでも通る声で、至希がそう告げる。

「自分は今、人類を滅ぼすべく積極的な敵対行動を取る支し配はい種しゆの派は閥ばつに身を寄せている。だが、天戸様の復活に気づいたのは、たまたまこの大地を訪れていた自分だけだ。幸いにも冠かん照てら殿もいてくれる。先ほども急所は外しておいた。現状、ネスト５の攻略優先度は低い。自分が訴えれば、他の支配種がネスト５に攻撃を仕掛けることは完全になくなるだろう」

　語気を強めて、至希が結論を言い放つ。

「貴様の命一つと引き換えに、貴様の妹の命の保証と、貴様が暮らし、共に過ごした仲間たちが生きるネスト５の当面の平和を約束する。これが自分に出せるカード全てだ」

　膝ひざをついたまま言い終えた至希が、表情を険しいものに変化させる。

「信じられぬと言うのなら構わん。剣を抜くといい。その瞬間貴様の妹を殺害するが、潔く貴様と、恐らくは間もなく駆けつけて来るのであろう貴様の仲間たちと戦闘行動を開始しよう」

　視線を落とした至希が、自分の手を見つめて、呟つぶやくように言う。

「渡り合える自信はあるが……自分は敗北するだろう。しかし自分はそれでいいのだ。たとえ叶かなわぬとしても……っ！」

　彫像のようだった端正な顔に、初めて感情の色を表して、至希が堂々と声を上げる。

「自分の雄姿を！　あの日の無念を晴らすため、五年の月日をかけて研とぎ澄すまし続けた意志を！　貴様の中に眠る天戸様に、せめて最後に示せるのであれば……この地で無様に、滅ぼした地の人間に裁かれるのも一興だろう」

　顎あぎ斗ととはまるで気配が違う。しかし、何の色にも染まらず、何者の干渉も許さない、独善的な狂気の色が、その瞳ひとみの奥に揺らいでいるのをタカトは見過ごさなかった。

「何なんだよ……何なんだよ、お前は……」

　握にぎり締しめた拳こぶしを振って、タカトは叫ぶ。

「一体何なんだ！　あの日、この場所で……一体何があった！」

　この思いの根源は何なのか。天あま戸ととは一体、何者なのか。至し希きとの関係は何なのか。

　ここに来て胸に渦巻き始めたのは、至希と、自分の中に眠る者との絆きずなに対する疑問だった。

「……天戸様のためなら命すら惜しくはない。身も心も、何もかもを捧げる覚悟で、かつて戦乱の時代を共に駆け抜けてきた……」

　ゆっくりと、至希が思いを口に出していく。

「下らんと笑いたければ笑うがいい。この極寒の地で、貴様から血の繫つながった家族の温もりを奪い去ったのは他でもない、この自分だ。憎いだろう。辛いだろう。忌いまわしいだろう。耐えがたいだろう。許せないだろう。気持ちが悪いだろう。だが、それでも……っ！」

　細長い手指を拳に固めて、悲痛な中に揺るぎない覚悟を決めた表情で、至希は奥歯を嚙かみしめる。

「取り戻したい……っ！　臆おく病びようで、身寄りもなく、ただただ襲おそってくる人間に怯おびえながら、幻のヴェールに引きこもるばかりだった自分に……確かな価値と、居場所と……生きた温もりを与えてくれたのは、あの方だけだったのだ！」

　タカトはたじろいでいた。一歩も引かぬと決意して、どんな手を使ってでも至希と決着をつけるつもりでここに来たのに。

　彫像のような美しさを持った至希の頰ほおを流れる──ただ一筋の涙に──自分の中の何かが、急速に冷めていくのを感じた。

「人間が憎い。単純だが、ただそれだけを心の支えにして戦っている同朋は、この時代でもまだ多い。自分も同じだ。だからこそ……我慢出来なかったのだ。あの日……天あま戸と様から、人間に自らの命運を託たくすつもりだと聞いた時は」

　遠い記憶を思い返すように、至希は空を見上げる。

「……貴様なら……どうする……」

　少しだけ、次の言葉を躊躇ためらった様子の至希が、しかしはっきりと口にした。

「愛する人が……薄汚い猿に自分の命を捧げるつもりだと分かったら……貴様ならどうする？」

　精せい巧こうな彫刻を思わせた美び貌ぼうは、しかしガラスで出来ているかのような脆もろさを露ろ呈ていさせて、痛ましい疑念を口にする。

　その時初めて至希のことを、一人の女性なのだと、頭の片隅で思った。

「自分では、その決意を止められなかった。だが……何だそれは。そんな決断、気が狂ったとしか思えない。掟おきてで禁じられていないだけの……いや、禁じるのも馬鹿らしいほどの、本当に意味が分からない行動だとは、思わないか……？」
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　あんまりな言い方にタカトの心も濁にごるが、その認識は、人間と敵対した辻つじ神がみであれば、当然かもしれないと感じた。

　人間同士であっても、敵対する相手を同じ人間として見なさないことが、あったのだから。

「自分には、天あま戸と様が取った行動が頭のおかしい狂ったものだとしか思えなかった……何としても止めたかった……我々を裏切った下げ賤せんな猿どもに、憧あこがれ、恋い焦がれた英雄が、奪われて、犯されて、消えてしまうだなんて……耐えられなかったっ！」

　美しい至し希きの顔に、激情の亀裂が走る。

「すぐ傍そばで、何でもするつもりだった。なのに、あの方は……自分ではなく……貴様ら人間に可能性を見出し、希望を託たくした！　この気持ちが貴様に分かるか！」

　至希にしてみれば、それは──尊敬し、心から仕えてきた主人に、無価値と判断されて切り捨てられたも同然のショックだったのだろう。

「この地を己の最後の地として選択し、どうか人間を信じる心を忘れないで欲しいという願いだけを言い残して、天戸様は消えた！　だが……受け入れられるものかっ！　天戸様を止めるために……自分は……この村を滅ぼした。初めて、天戸様の命令に背いた……っ！」

　無惨な廃村を見渡して、至希が叫ぶ。

「他にどうすれば良かったのだ！　どうすれば、あの方を止められたのだ！　人間にコアを移植するだと!?　無駄死にする可能性の方が圧倒的に高い、賭かけとも言えぬ確率をどうして信じられる！　あの方の選択肢、その全てを消し去る以外に……自分は、何の手段も思いつかなかったのだ……っ！」

　恩師を死なせたくない。最愛の人を憎い人間に取られたくない。自分を遺のこして逝いってほしくない。それが、至し希きの激情の本質。

　この上なく、人間らしい心の揺らぎだったのだ。

「死に瀕ひんした肉体だった。もう限界なのは分かっていたのだ！　だが、せめて……人間などと関わらず……最後まで！　英雄として、その生涯を全まつとうしてほしかったのにっ！」

　最期まで、憧あこがれた、理想の存在でいて欲しかった──。

　吐き出され、風に溶けたその思いを浴びて、タカトは静かに視線を下げる。

「たとえそれが、コアだけの意識体であっても……どんな姿でも良い……もう一度天あま戸と様に会いたい……自分の願いは、ただそれだけだ……」

　タカトにひれ伏すように、大地に向けて悲痛な思いを落とし続ける至希に、タカトはかける言葉が見つからなかった。

　そして、かける言葉を探していた自分自身に、どうしようもなく嫌気がさした。

　この場所で。沢たく山さんの優しい人たちの魂が眠るこの場所で。よりにもよって、その悲劇を引き起こした張本人に、あろうことか歩み寄ろうとした自分の甘さに、タカトは首を振る。

　──違うだろ……。

　たとえどれだけ強い思いがそこにあったとしても。

　警戒も何もなく、切りつけてくれと言わんばかりの隙すきだらけの姿で、雪に突っ伏して声を殺している女性を──それでも許すことは出来ない。

　至希のすぐ傍かたわらで、息を飲んで状況を見守っているミサゴに眼を向ける。話したいことが沢山ある。これまでのことも、沢山聞きたいことがある。

　会わせたい、新しい家族がいる。

「至希」

　だから、これが最初で最後の、至希に向けた一言だ。

　託たくされた刀には手を掛けず、タカトは至希に歩み寄り、片かた膝ひざをついて視線を合わせた。

「五年前、天戸に言われた言葉を……今でも覚えてる」

　この地で出会った、天戸本人に言われた言葉と、交わした誓ちかいを思い出す。

「自分が信じたものを、生きて信じ抜く。俺おれはその誓いを守りたい。だから……っ！」

　誰かのために命を賭けることに躊躇ためらいはない。だが、この身に粛しゆく清せい者しやの業ごうと呪のろいを背負い込むことになろうとも。

　──俺はもう絶対に死に逃げない！

「俺おれは……信じた奴やつらと最後まで生き抜く道を選ぶっ！」

　次の瞬しゆん間かん、拳こぶしに握にぎり込んだ切り札──ミオがリストバンドに仕込んでくれた閃せん光こう弾だんを──至し希きの眼の前に叩たたきつける。

　アクロポリス製の、小型だが強力な閃光弾。不意打ちに使うには絶好のアイテムとなってくれた。この光が確かな合図となって、上空のリンたちに伝わるはず。

「ぐっ!?」

　その研とぎ澄すまされた感覚が仇あだとなる。投げつけられた物が何か判断するため、まともに凝ぎよう視しした至希が、閃光に弾はじかれるように仰のけ反ぞった瞬間を狙い、タカトは片かた膝ひざをついた姿勢、つまりはスタートダッシュの構えから、眼を覆おおっているミサゴに向けてウィングを展開する。

「ミサゴ！　摑つかまれぇぇぇっ！」

　爆風と共に、タカトの体が前に押し出され、ミサゴの華きや奢しやな体を攫さらいつつ、一気にこの地から飛び出した。

　全天を見据えて、ネスト５へと飛翔するウィングの超加速は、わずか二秒で限界を迎えてしまったが、それでも故こ郷きようを遥か下に見下ろせる程度までは上昇できた。

　あとは待機してくれているリンたちと合流し、ミサゴを安全圏に避ひ難なんさせる。その後に反転して、至希を打倒する。

　後味の悪い、悲しい戦いになるだろう。だが、その痛みを乗り越えた先にこそ、タカトが歩むべき未来がある。そう思った瞬間だった。

「貴様の答えは分かった。いい覚悟だ」

　タカトは妹を抱いているはずの腕の中に、宿命の怨おん敵てきの姿があることに気づいた。

　眼を見開き、何故、と思う間もなく。装甲の隙すき間まに突き込まれた刃やいばが、激痛と共にタカトの体を抉えぐった。

「う……ぐあっ!?」

　アイギスの弱点となるゼロ距離からの攻撃を受けた。わき腹を刺されたようだ、痛みで意識が強烈に揺さぶられ、纏まとう辻つじ風かぜが大きく揺らぐ。

「容た易やすいものだな。初めから自分の肉体を、貴様の妹の幻を映した辻風で覆っていただけで、貴様を欺あざむくことが出来た。貴様が吞のん気きに喋しやべっていたのは、幻の方だ」

　完全な失策に、タカトは食いしばった奥歯を軋きしませる。

「貴様の妹など……とっくにこの世に居はしない！」

　度重なる衝撃で、思考はいよいよ雪のように真っ白に染まっていく。

　──ミサゴ……。

　希望を抱いていたわけではない。だが、信じられずにいたことも確かだった。

　今ようやく、タカトは妹の死を現実のものとして突きつけられたのだ。

「安心しろ。この自分の手で……今、同じ場所へ送ってやる！」

　至し希きは天てん鎧がい化かしていない。顎あぎ斗とのように衰弱で天鎧化することが出来ないのかもしれない。振りほどくことさえ出来れば離脱することは可能かもしれないが、至希の自重に加え、真上へ向けて放たれている辻つじ風かぜで、今、大地へ向けて急加速している。

　どうにか振りほどこうともがくが、女性とは思えない鋼のような剛腕と、体に刺さった小こ太だ刀ちが楔くさびのように体の自由を奪って放さない。

　だが、抵抗する力がどこか弱々しいのは、痛みのせいだけではないのだろう。

　この速度で、この高さから地表に叩たたきつけられたら確実に死ぬ。迫ってくる故こ郷きようの大地に飲み込まれていくような錯覚に、もう駄目かと諦あきらめかけたその時。

「──させないっ！」

　凛りんとした気迫と共に、漆しつ黒こくのアイギスが割って入った。

　救援に駆けつけてきたリンが、黒刀を構えて至希を迎撃しようとする。だが至希の反応速度も尋常ではなく、邪魔が入ったと見るや、即座にタカトに突き刺していた小太刀を引き抜き、タカトの鮮血を宙に散らしながらリン目がけて刃を振り下ろした。

　曇どん天てんに咲いた火花を受けながら、どうにかその一太刀を受け止めたリンだったが、間かん髪はつ入いれずに至希が、傷を負ったタカトをぶつけるように眼下のリンに投げつける。

　──しまった……っ！

　生きてさえいれば、タカトの身がどうなろうと至希には関係ないはず。リンに抱き止められた瞬しゆん間かん、タカトは自分がリンにとっての障害物になってしまったことを悟る。

「リンさんっ！」

　状況の説明をする間などあるはずもなく、ただ名だけが叫びになった。タカトの背後、すなわち真上から、至希がタカトもろともリンを貫こうと小太刀の切っ先を向けて迫る。

　次の瞬間、リンが空中で反転し、タカトを庇かばうように至希に背を向けた。

　リンが刺される──その一瞬は、タカトの脳裏に走馬灯のようにトラウマを思い起こさせたが、しかしリンの紅くれないの瞳ひとみから、闘志の炎は消えていなかった。

「はぁっ！」

　凶きよう刃じんに食い破られる寸前、ブラックレオンの背中から雷の翼つばさのように大量の電流が迸ほとばしった。間近でブラックレオンの電撃を受け、流石さすがの至希も顔を歪ゆがませてのけぞる。

「っ……ほう。辺境の地と侮あなどったか」

　感心したように鼻を鳴らす至希と距離が開いた。この僅わずかな猶ゆう予よで、リンがタカトに一つの命令を下す。

「飛んでっ！」

　至希を相手に、タカトを庇いながら離脱する力はリンにはない。タカトの傷は深いが致命傷ではないようだ。リンの一喝で、どうにか揺らいでいた意識がはっきりする。

　タカトの意識が再起すると同時に、ルーガーから受け取ったガルムのコアが再び輝かがやき、ブラストホークに活力が戻った。

　それを見届けたリンは、すぐに至し希きへと挑みかかっていく。タカトが離脱する時じ間かん稼かせぎをするつもりだろう。

　だが、至希の速さは達人のそれだった。

　天てん鎧がいなしの、自由落下状態であるにもかかわらず、リンが全速力で放った突きを背後に倒れ込むように回かい避ひし、リンの懐ふところに潜もぐり込むと、瞬時に足へと風を集中させ、凄すさまじい勢いで身を回しながら、がら空きの胴体に爪つま先さきを叩たたき込んだ。

　風の爆弾が至近距離で炸さく裂れつしたかのように、リンの体が弾はじけた暴風と共に宙を舞まう。

「貴様の相手をしている時間はない！」

　すかさず至希が虚こ空くうに手をかざし、辺りに眼を覆おおうほど鮮烈な蒼あおき閃せん光こうが広がった。

　光が影を生むように、その閃光の中心から巨大な体が飛び出す。またしてもタカトの前に姿を現したのは、藍あい色いろの眼光を邪悪に輝かがやかせる悪狐クトネシリカ。

　至希はクトネシリカの頭に降り立つと、再び高度を上げながら、鋭するどく命令を下す。

「クトネシリカ、邪魔者を近寄らせるな！」

　至希が飛び降りると同時、甲高い鳴き声と共に、クトネシリカがリンの方へと宙を駆け抜けていく。

「さぁ、終わらせるぞ……タカト＝ミソラマ！」

　落下を始めた至希が空中で高密度の辻つじ風かぜを纏まとい、その四肢に、ブレスレットやアンクレットを思わせる小ぶりな天鎧が出現する。

　顎あぎ斗とですら成し得なかった天鎧化を成なし遂とげ、至希は小こ太だ刀ちを手にタカトと同じ高度まで、冷れい徹てつな気配を滾みなぎらせながら上がってきた。

　曇どん天てんの下、故郷の山の上空で、遂ついに雌雄を決する刻が来たことを悟る。

　もはや逃げることは出来ない。タカトは無言のまま、ルーガーに託たくされた腰の蒼そう刀とうを引き抜いた。

　見れば、タカトの体から流れ出る血が、ぽつぽつと、鎧の縁ふちから故郷に零こぼれていっている。

　これは償いになるのか、それともこの上なく非情なことなのか、ふとそんなことを思った。

　こんな状態で、至希に勝てる見込みはない──ならせめて、自分の誇りに殉ずる覚悟で一矢報いようと、そう覚悟した時だった。

「ごふっ……ぐっ、ごほっ！」

　眼の前で、至希が口から大量の黒い霧きりを吐いて咳せき込んだ。

「至希、お前……」

「くっ……ふ、ふふ……流石さすがに限界か……だが、これで良い」

　至希が口元を拭ぬぐいながら、小太刀を構える。

　そうだ。万全の状態だった鍔つば芽めでさえ、統とう率そつ種しゆの召しよう喚かんからの天鎧化であれほど弱っていた。

　四百年前からの戦いを潜くぐり抜け、更さらにここ数日、ずっと辻つじ風かぜの力で幻を纏まといながら、更にはクトネシリカの召しよう喚かんを連続させて、消しよう耗もうがないわけがない。

　いや、その消耗はとっくに限界を超えているはず。

「あと、一歩なのだ……っ！　そこに……あの方がいるのだ……っ！」

　歪ゆがんでいても、否定しきれない覚悟を受けて、刀を握にぎるタカトの手にも力が入る。

「共に後がない身。互いに癒えぬ傷を負ったこの地の、この空で──」

　暗い空から、冷たい雨粒が一滴、頰ほおを濡ぬらした。

「物語を、締めくくろう……っ！」

「……あぁ。終わりにしてやるよ」

　やがて大粒となって降り始めた雨の中、因いん縁ねんが交差するように、二人が同時に加速する。







　タカトを救出するべく、単身ここまでやってきたリンだったが、状況は最悪だ。

　もう支し配はい種しゆの存在を隠す必要がどうのと言っている場合ではない。生きて帰るために、全戦力をここに投入するべきだ。

　既にクラウディアに状況は伝えた。あとは援軍が来るまで持ちこたえればどうにかなるはずだが、結界の異常が修復される前に襲しゆう撃げきを許したのは痛恨だった。

　至し希きが向かわせたとみられる従じゆう属ぞく種しゆの群れを相手に、防衛部隊は手一杯だ。未いまだにアイギスの出力が戻らないネスト５からの援軍はどうしても遅れてしまうだろう。

　だが、諦あきらめるわけにはいかない。タカトを救って空に帰る。今自分が生きる理由はそれだけでいい。

「邪魔なんかさせない！　行くよレオン！」

　激しさを増してきた雨の中、黒刀を構え直し、立ち塞ふさがる統とう率そつ種しゆクトネシリカへ挑む。

　自分を、何よりもその夢を信じて背中を託たくしてくれたタカトの信頼に応えなければ、自分は隊長として胸を張れなくなる。

　何より、タカトの言葉がとても嬉うれしかったから。困難に挑む力は全身に満ちていた。

「はあぁぁぁっ！」

　充電完了。空に真しん紅くの電流でヒビを入れながら、リンが黒刀を前に向けた最大威力の突撃をクトネシリカに叩たたき込む。

　だがしかし、確実にその体を砕いたはずの一撃は、何の手応えもなくクトネシリカをすり抜けた。

「なっ──うあぁっ!?」

　背後から、右肩の装甲に深い切り傷が刻まれた。咄とつ嗟さに身を回さなければ、アイギスごと肉を斬きられていたほどの鋭えい利りな斬ざん撃げきだ。

　あの剣のような尻尾しつぽの攻こう撃げきだろうか。体勢を立て直したリンが何度か眼を瞬またたかせて、狂った遠近感を正そうと敵を注視する。

　攻撃が当たらない。いや、確実に当たっていたのに手応えがなかった。

「至し希きの統とう率そつ種しゆ……なるほど、見えてる姿は幻ってわけ」

　今、タカトが戦っている至希は、幻を操る支し配はい種しゆだという。先刻の花畑でも、何もない空間から陽炎かげろうのように出現した。

　この化け狐も、幻を操る能力を持っているという考えで間違いないだろう。

　物理的な攻撃を受けた以上、実体があるのは間違いない。だが、その実体がどこから攻撃を仕掛けてきているのか見切らない限りはジリ貧だ。

　幽ゆう霊れいに遊ばれているかのような感覚に、リンの苛いら立だちはますます容量を増していく。

「まったく……お化けは嫌いなんだってばっ！」

　とにかく攻撃を繰り返して活路を見出すしかない。ブラックレオンのコアを自分に出せる限界まで活性化させ、出力全開で一気に周囲に拡散させる。

「これで……どうだぁぁぁっ！」

　真しん紅くの電流が無数の龍を思わせる形状と化し、曇どん天てんを引き裂いた。攻撃範囲を広く取ることで、敵の実体を見極めようとする試みだが、しかしクトネシリカは意にも解さぬ様子で電流を搔かい潜くぐり、リンへと突進してくる。

　統率種にしては小柄な方とはいえ、あのサイズで当たらないはずがない。思い通りに戦えない焦りを更に溜ため込んで、リンは黒刀で接近してきたクトネシリカを迎むかえ討うつ。

　だが、クトネシリカはリンに激突する寸前で優雅に身を翻ひるがえすと、突風でリンを仰ぐように再び距離を取った。直感で危険を感じ取り、咄とつ嗟さに距離を取った次の瞬しゆん間かん、唐突に体に衝撃が走り、再びブラックレオンの装甲に深い切り傷がつけられた。

　眼の前で雨粒が弾はじけ飛び、欠けた装甲の内側が血で染まる。今度ははっきり分かった。クトネシリカはリンに一切触れていない。

「ぐっ……こ、のぉぉ……っ！」

　このままでは翻ほん弄ろうされるばかりだ。一刻も早くタカトを助け出さなければならないのに、自分が足手まといになってどうするのか。

　敵の正体が分からないまま突っ込むのは極めて危険だが、タカトが長く持つとは思えない。いっそ最大威力の電撃を放出しながら、クトネシリカの全身を焼き切るように、捨て身で突っ込んでみるかと、危うい賭かけに挑む覚悟を決めた、その時だ。

「リン！　下がれ！」

　いつもいつも頭上から降ってくる声に反応し、リンがクトネシリカから更に距離を取る。途端、眼前に鮮血の色をした蛇腹剣が弧を描き、クトネシリカを三日月状に切り裂いた。

　勿もち論ろん、手応えはなく、蛇腹剣は雨粒を弾きながらクトネシリカの体を透過していっただけだが、頼もしい救援にリンの心も少し落ち着きを取り戻す。

「遅くなってすまない！　無事か！」

「ルーガー隊長!?　って、怪我してるはずでしょう！　それに部隊の指揮は!?」

　白銀のストライクウルフを輝かせるルーガーは、頭上から戦局を見定めているようだ。

「部隊の指揮は副官がやってくれているから問題ないよ、傷も大したことはない！」

「だったらタカトくんの方へ！　タカトくん、重傷で──」

　その時、クトネシリカがいち早くルーガーに襲おそい掛かった。ギラつく瞳ひとみから藍あい色いろの残光を引きながら、しなやかな身のこなしで尾を振り抜く。

「っ、ルーガー隊長、止まっちゃダメ！」

　リンの言葉に弾はじかれたように、ルーガーが咄とつ嗟さに身を返す。次の瞬しゆん間かん、傍はた目めからでも分かるほどはっきりと、ルーガーが飛びのいた空間の雨粒が鋭するどく弾けた。

「っと……主人を守る番犬、いや、番狐か。リン！　こいつは僕が相手をする。距離を置いて援護しつつ、隙すきを見てタカト君の救援に向かえ！」

　ちらりと、ルーガーが眼下の霊れい山ざんを見下ろした。

「……この場所に後悔を残しているのは、タカト君だけじゃないからね」

　武器を携えたルーガーが、クトネシリカに対たい峙じする。

「さて、さっさと済ませて、リンの大事な彼氏候補を助けに行くよ！」

「っ……後で雷に打たれて殉職したって報告しますからね！」

　空に浮かぶ、黒と、白と、藍あいの獣けものが、一斉に交こう錯さくを開始する。







　豪雨の中を全力で翔かけ抜ぬける。このスピードで悪天候の中を飛ぶのは、滝に抗って泳ぎ続けているような苦行だった。

　眼で追いきれぬ高速の中で絶えずタカトを攻め立てる、天てん鎧がいを纏まとった至し希きの動きは、先ほどまでとは比べ物にならなかった。

　視界の中を縦横無尽に駆け回り、上下左右、空間そのものが敵と化しているかのように、一瞬たりとも気が抜けない怒ど濤とうの猛攻が続いている。

　幸いだったのは、もはや幻を操る必要がなくなった至希が、自分の辻つじ風かぜを全て高速機動に回しているため、気配が感知できるようになっていたことだ。

　抜きつ抜かれつの、もはや小賢しい理性など何の意味も成さない嵐のような戦場の中で、タカトは手負いの身ながらも寸前で防御することが出来ていた。

「欺あざむき、騙だまし、そんな人生の中で……たった一つ、信じたものを信じ抜く……っ！　自分の覚悟も、貴様と同じだタカト＝ミソラマ！」

　この一戦、今この瞬間に全てを賭かけている命の全力が、猛烈な速度で追いすがってくる。

　刃やいばがぶつかる度に、互いの心の叫びが響ひびいていくようだった。

「天あま戸と様……っ！」

　暴れ狂う飛龍のような軌道で接近してきた至し希きが、真上から小こ太だ刀ちを振り下ろす。神の鉄てつ槌ついすら思わせる強したたかな一撃に、タカトは腕を振るわせながら何とか押し返そうとするが、鍔つば迫ぜり合いの姿勢のまま、至希は一気にタカトを地表に叩たたきつけようと加速した。

「ふ、ふ、ふ、皮肉なものだ。信じられるものなど、たった一つしかない生涯だったというのに……こうして最後の最後に、血肉を削ってまで、情に突き動かされているとはなっ！」

　上を取られたタカトに押し返す力は残っていない。鷹たかに襲おそわれた獲え物ものはこんな気分だろうかと奥歯を嚙かみながら、大地目がけて押し込まれていく中で、タカトは一つの想おもいを叫んだ。

「あんたは、勘違いしてる……っ！」

　切れてしまいそうな意識を繫つなぎ止めながら、もう感覚すら定かではない体に力を込める。

「天戸が今も出てこないのは……必要がないからだっ！」

　天戸と言葉を交わしたことなど、あの時だけ。冠かん照てらも、天戸は自力で出てこられないようだと推測していた。確かなことなど何一つない。

　だがしかし、それでもタカトは確信していることがある。

「天戸はあの時、どれだけ無様でも、自分の意思で生き抜くって俺おれに誓ちかわせた。だから、俺が自分の力でその誓いを果たせなくなった時にだけ、力を貸してくれるんだ！」

　タカトの死は、天戸の死。タカトの身に危険が迫ったなら、すぐにでもその体を守ろうと力を貸してくれてもおかしくないはずだ。だが──その矛盾が何より強く教えてくれる。

　それが、タカトの何もかもを信じていなければ出来ないことだと。

　しかし、至希は忌いま々いましそうに舌を打つ。

「ならば今出てこないのはおかしい……貴様は、このままでは確実に死ぬのだ！」

「分からないのか……っ！」

　タカトは、その確信を言葉にして言い放つ。

「天戸は俺の中で、今でもあんたを信じてるんだ！」

　荒ぶる風の化身のようだった至希の加速が、その言葉を境に、ぴたりと止まった。

　至希自身が、その口で言っていたはずだ。天戸が遺のこした最後の言葉を。

「最後の……本当に最後の瞬しゆん間かんまで、あんたが大切なことを思いだしてくれることを信じてるんだよ！　あんたが──託たくされた願いに気づいてくれることを信じてるんだ！」

　人間を信じて欲しい。その言葉に秘められた天戸の想いが、タカトには分かる気がした。

　きっと天戸という男は人を疑うことを知らない。いや、信じることしか知らないのかもしれない。

　大切な副官に、憎しみに縛られずに生きて欲しいと願いを託して。その相手が刃を手に向かってきてもまだ、自分の願いが伝わると、気づいてくれると信じている。

　傲ごう慢まんとは次元の違う感性だ。気持ちが伝わらずに、誤解を招いて殺されても──一向に構わないと──それほどの覚悟で生きていたのだろう。

　願いを託たくし、しかし相手の生き方と選択に極限まで干渉しない。それが天あま戸とという男が選んだ、粛しゆく清せい者しやとしての生き方だったのかもしれない。

「あんたなら、きっと分かるはずだ！　だから、あんたが気づかない限り……どれだけ叫ぼうが天戸は出てこない……大して知ってる相手でもないけど、それだけは確実に分かるっ！」

　刀の柄つかを握る力が弱っていくのを感じる。だがまだだ。まだ地に落ちるわけにはいかない。

「もう時間がないんだろ。あんたの想おもいは分かったよ……悔しいけど、認める。納得は出来ないし、許しもしない。けど……天戸のために死ねるほどの覚悟を決めているなら──っ！」

　これだけは、タカトにとっても絶対だ。

「せめて最さい期ごまで、大切な人に胸張れるような生き方をしろよっ！」

　初めて、タカトの眼光が至し希きをたじろがせた。その瞬しゆん間かん、タカトは剣を僅わずかに押し返し、絶対不利な態勢から脱出する。

　激しい雨粒と、凍いてついた冷気の中、向き合う二人の間に沈黙が満ちていった。

「……そうか」

　寂しげな呟つぶやきと共に、憑つき物ものが落ちたように、至希の体から力が抜ける。

　不意に訪れた極寒の静寂の中、ゆっくりと、時間が過ぎていく。

「……天戸様……この言葉が届いているのなら、どうか聞いて頂きたい」

　しばらく空中に佇たたずんだ後にそう呟いて、至希は自分の刀を鞘さやへと戻した。

「眼の前に立つこの少年は、たとえこの場で、自分が全ての罪を懺ざん悔げしたところで、自分を許してはくれないでしょう。そして……無論、貴方も。言いつけを破り、この五年間……志もなく、貴方を失った喪失感に苦しむばかりの、抜け殻のようだった自分を、許してはくれないのでしょうね」

　ここにきて至希が見せた表情は、女性らしい柔らかな微笑だった。

　この、あどけなさすら感じる笑みが、きっと争いに身を投じる前の、純粋な至希の表情なのかもしれない。

「自分を仇かたきと憎む人間の少年に教えられるなど……ふふ。貴方は自分を信じて、確かに道を示していってくれたのに……そんなことすら見失って、自分は何をしていたのでしょうね」

　そして至希は刀を腰に構え、そのまま静かに、姿勢を低く変えた。

「既に残り数分の命。ですが、自分はそれでも……貴方を諦あきらめない！」

　出しかけた言葉が止まる。眼前で身構える至希の、近づくだけで両断されそうなほどの凄すさまじい気迫が、辺りの空気をより一層凍えさせていることに気づいたからだ。

　背水の陣。一歩も引かぬ決意と覚悟が、これまで以上の脅威を纏まといながら、眼前に立ちはだかった。

「最後の一いつ閃せん。全力で参ります。この刃やいばがその少年の体を切り裂き、貴方に届いたならば自分の勝利。その少年の骸むくろから貴方を引きずり出して、天あま戸と様が希望を託たくした人間という存在が、無価値な存在であったことを証明しましょう。それが……貴方の勝利を支えるために生まれてきた、副官たる自分の最後の務め！」

　凛りんとした声が、周囲の空気を威圧する。

「ですが、もしその少年が自分を討うち破ったのであれば──」

　消える寸前の蠟ろう燭そくのように、晴れやかな笑みを見せて、至し希きは言った。

「──永遠に届かぬ英雄に、自分はまた会えることでしょう」

　その一言を最後に、至希の顔から笑顔が消える。

「タカト＝ミソラマ！　貴様が天戸様の見出した希望だと言うのなら……証明してみせろ！」

　次の瞬しゆん間かん。高密度の辻つじ風かぜを纏まとった至希の姿が完全に視界から消えた。







　多くの交戦経験のあるルーガーが分析する、クトネシリカの正体。

「見えているあの狐は、全てが幻で間違いない。恐らくは……非常に小型の統とう率そつ種しゆが、あの狐の幻を目くらましにしつつ攻撃をしている」

「小型？　けど攻撃される瞬間も、他の敵の姿なんて見えませんでした」

「そう、だから僕らは錯覚してるだけだ。敵は今も、僕らの眼に映っている」

　敵はまず、クトネシリカという幻を映した辻つじ風かぜを大きく展開する。

　人間の眼では追い辛い、小動物の複雑で俊敏な動作を完全に再現し、焦って標的の眼が泳いだ隙すきを突き、その幻に紛れて、本体が、刃の弾丸の如ごとく鋭するどく切り込む。

　これが、統率種クトネシリカの戦術だ。初見の相手には脅きよう威いだが、種が分かれば単純な、暗殺者じみた統率種だと言える。

「こいつを倒すには、攻撃された瞬間にカウンターで仕留めるしかない」

　ルーガーが、蛇腹剣を直刀へと変化させ、正面に構える。

「さぁ行こうか。あの日の雪辱──果たさせてもらうぞ！」

　敢えて声を高く上げ、こちらの全力をアピールしながら、ルーガーは猛スピードで正面からクトネシリカに突っ込んた。

　藍あい色いろの眼光、その中心を目がけて、先ほどのリンを模も倣ほうするように、刀身を真まっ直すぐに構えて、体全体で渾こん身しんの刺突を繰り出す。

　当然、体はクトネシリカの幻をすり抜け、相手に無防備な背中を晒さらす結果となる。

　だが、相手が狡こう猾かつであるのなら必ずその隙を狙うはず。すなわちこの瞬間。攻撃は必ず後ろから来る。

　敢えて隙を晒すことで敵の攻撃を誘うのだ。

　空中戦において恐ろしいのは、人間にとって死角となる上下からの攻こう撃げきが襲おそってくること。

　敵が複数の従じゆう属ぞく種しゆであればその脅きよう威いは更に増し、アイギスを纏まとっていても必然的に装甲が薄くなる頭や足元を攻撃される危険性が際限なく高まっていく。

　だが敵が一体で、更さらに特定の攻撃を誘うことが出来れば、戦局は一気に覆くつがえる。

　ルーガーは体を包む辻つじ風かぜを全て、背後に超圧縮した状態で展開した。強力なクッションになる全神経を集中した防護の盾だ。これなら攻撃を受けても即座に反応出来る。

　今のコアはネスト１から持ち帰った戦利品。慣れていない分、本当にギリギリの攻防になるが、しかし攻撃を感知した瞬しゆん間かん、受け流すように体を回し、敵の本体を蛇腹剣で捉とらえれば、勝利をもぎ取れる。

　しかし。

「──ぐっ!?」

　空に舞まったのは、愛機ストライクウルフの銀の破片。強烈な衝撃と、骨の髄ずいまで凍り付くほどの冷たさが『真正面』からルーガーの体に食い込んでいた。

「ルーガー隊長！」

　リンの叫びがずっと後ろから聞こえる。わずかに視線を上げれば、今しがた全身を貫いたはずのクトネシリカの幻が、何故かルーガーの前方に浮いていた。

　滑らかな体毛に覆おおわれた、変幻自在の尻尾しつぽ。その鋭い先端が、ルーガーの体に食い込んでいる。

　クトネシリカもまた、敵が自分の能力をどこまで把は握あくしたのかに気づいたのだ。どうやらこの幻は、本体を起点に一瞬で位置を移せるらしい。突進して突き抜けたと思った場所は、巧みに目測を誤らせたクトネシリカの攻撃圏内だったのだ。

　裏をかかれ、不意を突かれた人間の思考力など塵ちりに等しい。藍あい色いろの眼光が、勝利を確信して不気味に輝かがやいた、その瞬間。

「……生憎あいにく、幽ゆう霊れいやお化けの類は、よく夢に出てきてくれてね」

　クトネシリカの方をこそ嘲あざ笑わらうかのように、白はく狼ろうの瞳ひとみが獲え物ものを捉えて冷たく光る。

　勝敗を決める、とどめの一撃でなければ、この隙すきは生まれなかっただろう。通常の攻撃とは違い、相手の生死を判断するために、ほんの僅わずかなロスが生まれるこの濃密な時間。

　それを、初めからルーガーは狙っていた。

「お前が『クトネシリカ』だな」

　クトネシリカの本体は、まだルーガーの体に刺さったままだ。

　敢えて肉体に食い込ませた一撃であれば、当然、その位置は手に取るより正確に分かる。

「本当に後ろから来たらどうしようかと思ったが……いい子だっ！」

　激しい痛みが、クトネシリカ本体の正体を浮き彫りにする。ただでさえ傷ついた自分の体を囮おとりにして作った、この隙。

　タカトが──あんな少年が、自分の命を囮おとりにして死地に向かうのに。大人がこの程度の傷すら庇かばうようで、何が隊長か。

　体に突き刺さった、その本体目がけて。ルーガーはストライクウルフの左腕手甲に眠る、白はく狼ろうの牙きばを剝むき出し、吼ほえる。

「これでもベテランでね……っ！」

　次の瞬しゆん間かん。瞬まばたきも追いつかぬほどの速度で撃うち放たれた『二連装パイルバンカー』が、クトネシリカの本体を粉々に打ち砕いた。

　その正体は、どこまでも美しく澄すみ渡り、それだけに鋭するどく、脆もろく、儚はかない、光すらもその身に溶けさせる、氷で出来た一振りの剣だった。

　クトネシリカの尾に紛れ、日中でも、夜間でも、極端に見えづらいその刀身こそが、伝説に語られる、神しん獣じゆうを宿した宝剣だったのだ。

　砕け散った刀身の内部から、蒼あおく輝くコアが飛び出す。そのコアを空中で回収したルーガーは、悪狐クトネシリカの最さい期ごを見届けた。

　その幻は、自身の伝承が伝わる地へと落下していき、やがて風景と同化するように消えていった。

「何かを守ろうとした、意志の剣か……」

　色いろ褪あせない輝きを手にしたルーガーは、全身から力が抜けるのを感じた。

「お、っと……流石さすがに、傷が……」

　最後の一撃で傷が大きく開いたらしい。一瞬飛んだ意識が辻つじ風かぜの結界を消失させ、その体がゆっくりと落ちていく。

　頭上で躊躇ためらった様子のリンが見えたが、すぐさまルーガーではなくタカトの方へ飛んだリンに、それでいいと頷うなずいて、ルーガーは眼の端に映る蒼い輝きを見つめた。

　亡き友の形見を託たくした、あの日、この手で救った命。その本当の輝きを近くで見届けたいと思ったが、ルーガーは激痛に呻うめくと、力なく地表へと落下していった。







　タカトは視界の奥で、怨おん敵てきクトネシリカが消えていくのを捉とらえた。あちらの戦いは決着がついたようだ。

　リンが真まっ直すぐにこちらに飛んでくる。今なら、リンと一緒にこの場を離れれば、至し希きは確実に消しよう耗もうに耐え切れずに自滅という形で消えていくだろう。

　だが、そんな結末では絶対に駄目だ。

「来るなっ！」

　リンに向けて、腹の底から叫んだ。それでは駄目なのだ。

　全力で迎え撃つ──どんな結末が待っていようと、自分が納得できる答えは、この道の向こうにしかない。

　リンもその異様な迫力と、張り詰めた場の雰囲気を感じ取ったか、まるで見えない結界に阻はばまれたかのように、息を飲んでゆっくりと後退していく。

　これでいい。最後の激突。ここまで、ずっと続いてきた因いん縁ねんに決着をつける時。

　タカトは居い合あいの要領で腰に構えた刀の柄つかに手を置いていた。居合の心得などまるでないが、抜ぬき身みで無闇に振るうよりは、ずっと正確に振り抜けるのではないかと思ったからだ。

　奇くしくも、至し希きの構えと全く同じ。

　至希の姿は未いまだに見えない。幻惑の支し配はい種しゆ至希は、恐らく自分を覆おおった辻つじ風かぜに、背景と全く同じ風景を映し出して、自分の体を隠している。

　音も、気配も、何も感じない。感じるのは、出血と雨に濡ぬれた寒さのせいか、いつもより激しく感じる自分の鼓こ動どうだけ。

　──集中しろ……っ！

　辻風を広く大きく展開したところで、本気で身を潜ひそめた至希の気配などタカトには感じ取れない。

　なら、と。タカトは自分の体を押し潰つぶすほどの気持ちで、纏まとう辻風を圧縮させた。

　辻風は意思に呼応して姿を変える。なら体の一点に凝縮させれば、それは集中力が眼に見えているようなものだ。極限まで精神を研とぎ澄すます目安になってくれるはず。

　風と一体になるつもりで、タカトは自分を守る意思の防護全てを、その身に収束させる。

　最後の一いつ瞬しゆん、全てを爆発させるために。

　──来る……。

　静寂の中に溶け込んだ、感覚でしか分からない微かすかな感情の揺らぎを察知できるほどに、今のタカトは集中していた。

　決着が、一筋の剣けん閃せんとなって翔かけ抜ぬけて来る。

「──────」

　すぐ背後で、小こ太だ刀ちが鯉こい口ぐちを切る音がした。

　剝むき出しにも等しい神経が全て背後の音へと持っていかれる。振り向きざま、タカトは全身全霊で刀を抜き放つ。

　だが、蒼あおき刀身を完全に鞘さやから放つ前に、タカトは眼を見開いた。振り向いた背後に至し希きの姿はない。

　あの金属音は、タカトの注意を引きつける囮おとり。極限の集中力を発揮するこのタイミングで、狡こう猾かつに陽動を仕掛けてきたのだ。

「許せ……っ！」

　一秒に遠く及ばない圧縮された時間の中、背後から沈んだ声が聞こえた。

　もう迎撃は間に合わない。およそ一瞬先、至希の一太刀でタカトという存在は完全に刈り取られる。

　敗北を悟った瞳ひとみに映ったのは、懐なつかしい故こ郷きようの姿だった。

　──ミサゴ……みんな……。

　不思議と後悔はなかった。申し訳ない気持ちは浮かんでくるが、これは、あの日の自分が望んだ結末だったはず。結局ここに行き着く運命だったのだ。

　出来ることなら、みんなと明日の空を羽ばたきたかった。新しく見つけた夢を、リンや、あの空に残る仲間たちと、どこまでも追っていきたかった。

　だが、それも叶かなわないようだ。しかしこれでいい。たとえ夢で終わったとしても、自分は傷ついた心を埋めてくれる人たちと、目指すべき場所を見通すことが出来たのだから。

　これまでのことは、この日のために与えられた時間だったのだと、タカトが笑みすら浮かべて、あの日に帰ろうとした、その刹せつ那な。

「っ!?」

　身勝手な自己完結など許さないとばかりに──握にぎり締めていた蒼そう刀とうが猛烈な勢いで振動を開始し、タカトが眼を見開くよりも速く、爆発するように鞘さやから飛び出した。

　その威力たるや担い手の腕ごと引き千切りそうな勢いで、蒼あおき刀はタカトの体を無理やり回転させ、完全に至し希きのものとなっていた勝者の時間に割って入った。

「な、なにっ!?」

　攻撃のタイミング、精度、威力。至希の方も、完全に勝利を確信していた矢先に起きた、両者にとって想定外だった、あり得ざる防御。

　それは、暗い空に輝かがやく蒼い刀身が、物言わぬ意志を示した瞬しゆん間かんだった。

「う、おおぉぉぉぉっ！」

　至希の小こ太だ刀ちを受け止めた刀身の輝きは、衰えるどころか益々眩まばゆく、強大になっていく。

　タカトですら制御しきれない、とてつもない風の奔ほん流りゆうと、拡大していく蒼き閃せん光こうが、至希もろともタカトを飲み込む。

「こ、この光は……まさかっ！」

　タカトにも見覚えがあった。今手の中にある一振りの刀が迸ほとばしらせている、この蒼い輝きを。

　顎あぎ斗との時も、そして、つい先ほども眼の前に見た。見間違えようのない、美しく荘厳で、この上なく雄大な、神が生まれる瞬間の閃光。

　統とう率そつ種しゆが召しよう喚かんされる時の光だった──。

「天あま戸と……様……？」

　光の中で最後に、至希の小さな呟つぶやきだけが聞こえた。

　次の瞬間。蒼刀の柄つかは光の翼つばさに、切っ先は鳥のクチバシのように、刀身そのものは逞たくましく屈強に、蒼刀が確かな生物としてのシルエットを宿した光の巨鳥となって急速に拡大を始めた。

　輝きと吹き荒れる爆風はとどまるところを知らず。瞬く間に至希を飲み込んだ鳥の姿をした光は、全長二十メートルはあろうかという大きさまで拡大すると、そのまま一気に曇どん天てん目がけて飛翔を開始した。

　光の怪鳥が飛び去った後には一条の光の柱が残り、空を真っ二つに切り裂きながら、どこまでも高く飛んでいく。

　その美しさに、それを見ていた全ての者が息を飲んだ。

　遂ついに分厚く広がっていた雨雲すらも貫き、威風堂々とした鳴き声と共に、巨大な翼つばさを広げた怪鳥が、雨雲のカーテンを吹き晴らし、澄み渡る蒼そう天てんを切り開いてみせた。

　雨は降り止み、立ち込めていた暗く重い雰囲気も、差し込む日差しによって全て振り払われていく。

　──そうだ……この空だ……。

　あの日、この場所で憧あこがれた、無限の蒼天。焦こがれた夢が広がる場所。

　やがて、白く透き通っていく光の怪鳥が、最後に一度だけタカトを見下ろした。

　力強い中にも、どこか優しさを感じる、その堂々とした姿に、何故か一瞬だけ、翼を得て笑っているミサゴの姿を幻視した。

「……そうか……そこに、居てくれたのか」

　一筋の涙で頰ほおを濡ぬらしながら、空に手をかざす。

「タカトくん、今の……」

　その時だ。澄み渡った蒼空から、真っ逆さまに至し希きが落下してくるのが見えた。

「至希……っ！」

　今の統とう率そつ種しゆの一撃で完全に撃破したはずだが、まだ終わっていない。至希と決着をつけなければと身構えた途端、タカトの体にも限界が来た。

「た、タカトくん！」

　朦もう朧ろうとする意識の中、タカトも再び、故こ郷きようへと落ちていく。
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　落下の直前にリンに支えられ、気配を辿たどって故こ郷きようの山中を飛んだ。

「至し希き……」

　これもまた運命なのだろうか。至希が倒れていた場所は五年前、タカトが力尽き、天あま戸とと出会った場所だった。

　今、タカトの前で横たわっている至希は全身ボロボロで、もう起き上がる力さえ残っていないように見える。

　そのあまりに痛ましい姿に、タカトは顔を歪ゆがめて口をつぐむ。

「……下らん意地の張り合いに付き合わせて……すまなかった……」

　ゆっくりと、霧きりとなって消えていく至希の口から最初に放たれたのは、謝罪の言葉だった。

「人の身で、統とう率そつ種しゆを召しよう喚かんすることなど出来はしない……天あま戸と様……やはり、その少年に、全てを託たくしたのですね……」

　タカトが成し遂とげた統率種の召喚。タカトの力もそうだが、ルーガーから借り受けたこの剣に、何故そんな力が宿っていたのだろうか。

「……タカト＝ミソラマ……最さい期ごに、聞いていけ。貴様の、妹のことだ」

　はっとして、途切れ途切れの言葉に耳を澄すます。

「あの時……崩れた家屋の下敷きになった貴様の妹の前に、自分は姿を現した。あの娘は自分……いや……私のことを、村の生き残りだと錯覚したらしい」

　タカトを通して、遠くを見つめながら。至希は、ミサゴが伝えようとした言葉を伝える。

「間もなく死ぬというのに……兄である貴様が無事に逃げ延びたかどうかを、心配していた。私の答えを聞いて……あの娘は……安心したように、笑って息を引き取ったよ」

　息を飲むタカトの脳裏に、ミサゴの微笑ほほえみが蘇よみがえる。

　至希が、何と言って返事をしたのか。そして今、どうしてタカトが生きているのか。

「……貴様の妹の姿を好んで使っていたのは……人間の身でありながら、その最期が印象に残ったからだ。私が見て来た中で……最も優しく、気高い人間だったから……」

　言葉にならない思いがタカトの喉元までこみ上げてくるが、それは結局言葉にならず。

「ふ、ふ、ふ……お前たち兄妹には心を挫くじかれてばかりだ……」

　その言葉を最後に、至希の体が一気に朽くち始めた。深く考える前に、タカトの体は動いていた。跪ひざまずいて、その手を握り締める。

　綺き麗れいな新緑の瞳ひとみを見開いて、涙を流しながら微笑んだ至希は、最後に何を見たのだろう。







　消えていく体を感じながら、至希は冷たい空気を吸い込んだ。これが天戸が最後に吸った、この世界の空気なのだろう。

　感服する他ない。極限状態の中で、これだけの希望を見出した天戸に。そして、その意志を余すところなく継いでいるタカトという人間に。

　最後に、天あま戸とが見たものと同じ希望を見られて、良かったと、至し希きは眼を閉じる。

「──至希」

　気のせいだろうか。傍かたわらに、その人が寄り添ってくれている気がした。

「お疲れ様……よく頑張ったね」

　抱き起こされた体が温かい。すぐそこに見える微笑ほほえみに、至希はようやく、心からの安らぎを覚えた。

「勿もつ体たいなきお言葉です」







　タカトが目覚めたのは、山頂の広場だった。

「気が付いた？」

　タカトはリンに膝ひざ枕まくらされていた。傷口には簡単な応急処置が施されていて、多少は痛みが引いているような気がする。

「あれ……俺おれ……」

「至希の最さい期ごを見届けてすぐに、タカトくんも気を失ったんだよ。ルーガー隊長も無事だったみたい。無線で助けを呼んでくれたよ。ルーガー隊長も傷が開いちゃって、わたし一人で二人抱えて戻るのは難しいんだ」

「そうですか……良かった」

　笑みを見せてくれたリンに、タカトもようやく緊張が解けた。

　口を閉じれば静けさが満ちていくこの場所で、タカトは痛む体をおして立ち上がる。

「リンさん……少し、一人にしてくれませんか。救助が来たら、呼んでください」

　その心中を察してか、リンが頷うなずいて、その場を離れていった。

　無言のまま、タカトは一人で村を見渡す。落ち着いて見れば、当時の風景が、所々面影として残っている。

　見渡せば、周囲の木々にも若草色の新芽が顔を出していた。

　点々と根付いている自然の景観に、何となく、お帰りと言われた気がして、その表情に空に焦がれていたあの頃の無む垢くな穏おだやかさが戻ってくる。

「……本当は、もっと堂々と帰ってこようと思ってたんだけどな」

　この土地に残る命に微笑んで──タカトは、五年ぶりの帰郷を果たした。

「ただいま。土産話、沢たく山さんあるから……五年も門限破ったこと……許してくれるかな……」

　自宅の前で揺れる白い花に向けて、少しだけ、タカトは家族との時間を過ごす。

　降り注ぐ日差しと心地良い風を浴びて、花弁に残っていた雨粒が、ぽつりと落ちた。







「では、至し希きをこの地に呼び寄せたのは、貴方だったのですか？」

　ネスト５の花畑の中心で、チャイムは冠かん照てらの言葉を聞く。

「そう。天あま戸と復活を感知したあたくしは、すぐにでも詳細を確認したかった。けど、幾らなんでも地上から浮ふ遊ゆう大たい陸りくの内情を感知できるほどの力は、あたくしにはないもの」

　地上で語ったこととは、少し違う実情が明らかになる。

「だから、密みつ偵ていとしての優れた能力を持ち、天戸に対する深い忠誠心を持った至希に連絡をしたの。案の定、ネスト１への攻勢を放り出して駆けつけてくれたわぁ。勿もち論ろん、地上の別の大陸に連絡を取るわけだから、一か月ほど時間はかかったけどねぇ」

　未いまだ眠ったままの鍔つば芽めの髪を撫なでながら、冠照は続ける。

「あたくしと至希の共通目的は二つ。天戸がもし人間側に下り、同朋に牙きばを剝むくようであれば即刻殺害すること。そして可能であれば天戸の意識を完全に覚かく醒せいさせ辻つじ神がみ側がわへ引き込むこと」

「冠照様は……中立の立場ではなかったのですか？」

「だからこそ、よ。誰よりも、何よりも、中立の立場を貫き通した天戸の意識を覚醒させることで、彼自身の判断を仰ごうという思惑だったわけ……だから至希をこのネスト５へ潜入させて、天戸のことを探ってもらおうとしたの。結局、鍔芽ちゃんたちとは入れ違いになる形だったけどねぇ」

　概おおむね、思惑通りに進んだと、冠照は微笑ほほえむ。

「地上でタカトの坊やを観察したけれど、鍔芽ちゃんを抱えているにもかかわらず、死を覚悟してリンって子を助けに戻ったりしてたし、その精神的な危うさは、天戸という力を預けておくには少々危険だと思ったのよぉ」

「だからタカトの仇かたきを使って、揺さぶりを？」

「人としての本質を見極めるには、手っ取り早い方法でしょう？　まぁ、多少ネスト５の人間に危険が迫るかもしれなかったけど、別に困りはしないしねぇ」

　んふふ、と笑う冠照に、見えない位置でチャイムは拳こぶしを握る。

「天戸の戦友として、至希とは何度も顔を合わせていたからね……自分の命を賭かけてでも、必ず天戸を目覚めさせると約束してくれたわぁ。こまめに小鳥で情報のやり取りをして、一芝居打ったってわけ」

「……それで、結論は？」

「流石さすが、チーちゃんが集めた仲間ってところかしらぁ？　んふふ、いいお友達が大勢いるみたいねぇ。まだまだ未熟だけど、憎しみに捕らわれるようなことがなくて何より。当面は放っておいて大丈夫でしょう。現状維持。それが本当の最終結論。今頃は地上でも決着がついているでしょうけど……それにしてもさっきの統とう率そつ種しゆ、何だったのかしら？」

　無言のまま、チャイムはその結論に聞き入った。

「至し希きには本当に申し訳ないことをしちゃったけれど……彼女の目的も果たされた。憐れむようなことを考えちゃダメよ、チーちゃん」

　チャイムの内心を知ったような言葉を吐いて、冠かん照てらは空を見上げた。

　これでも四百年前──数ある英雄たちと共に絶望的な末期の戦場を駆け抜けた伝説の一人。

　支し配はい種しゆの頭脳。王位を示す冠を輝かがやかせ照らす者、冠照。

　五年前、あのメタルネットが破られ、多くの犠牲を出した日に、地上の支配種から、密みつ偵ていとしてネスト５に送り込まれたチャイムが、真っ向から口を出せるような存在ではない。

　しかしそれでも。何年経たってもこの探究者は好きになれなかった。

「そうやって……家畜の観察でもするように人を操るのは、変わりませんね」

「んふ、酷ひどいこと言うわねぇ。あたくしは探究者、全て必要な情報でしょう？　知識を得ることを躊躇ためらってはいけないと、そう教えたじゃない？」

　その時だけ、冠照の顔が底知れぬほど陰って見えた。

「それとも、やっぱり人間に情が湧いちゃった？」

　その言い方に、チャイムは怒りを嚙かみ殺すのに必死だった。

「ねぇチーちゃん……貴方、タカトの坊やの中に天あま戸とが眠っているって気づいてたかしらぁ？」

「……出会った時に予感はしていました。確証はありませんでしたが、今回の件ではっきりしました」

　タカトは、天戸に雰囲気がとても良く似ていたから。

「んふふ、育ての親がお友達の中に居る気分てどんなもの？」

　敢えて答えず、チャイムは口をつぐむ。

「冠照様、引き続き空から歴史の謎を追い続けます。優秀なクラウディアという人物ともパイプを得ました。スカイアの深部に手を伸ばせるまで、もう間もなくかと」

「えぇ、よろしくね……あの戦争を無かったことになんて、させるわけにはいかない。どんな手を使ってでも、必ず……散っていった同朋たちに報いるためにも、ね」

　その一点においては、チャイムも全面的に賛成している。

　あの戦争を無きものとし、辻つじ神がみを封印した者たち──必ずこの手で追い詰める。

　ふと、鍔つば芽めのかすかな動きに気づき、チャイムは話題を変える。

「時に冠照様、気になっていたのですが……どうして鍔芽に眼をかけていたのですか？　女好きなのは知っていますが、貴方、そういうキャラではないでしょう？」

「あぁ……あたくしはね、この子の両親の親友なのよ」

　おだやかな寝顔の鍔芽を撫なでながら、冠照は切なげに口にした。

「鍔芽ちゃんの両親も、あたくしと同じく世界の……歴史の謎を追っている。全てが判明した時、優しい世界に目覚めて欲しいからと言って、鍔芽ちゃんを眠らせたまま調査に出て行ったのよ。後のことを、あたくしに任せてね。あ、勿もち論ろん二人ともちゃーんと生きてるわよ？」

　そういうことかと、鍔つば芽めの寝顔を眺めながら納得する。

「あたくしにとって二人は親友であり、先せん輩ぱいでもあったからねぇ。正直頭が上がらない相手だから……鍔芽ちゃんを安全な場所に匿かくまいつつ、あたくしも陰でお手伝いをしていたのよ。なーんか気の良い家政婦を任されてるみたいで癪しやくだから、鍔芽ちゃんには内緒だけどね」

　これで全ての疑念は晴れた。冠かん照てらが自分の内心を深く吐と露ろするようなことはあまりしないことは知っているし、必要なことであれば、どんな厳しい現実であっても平然と口にすることも知っている。

　それでいて、自分の立場を不利にするような情報は相手が誰であろうと口にしない性格の悪さだ。鍔芽にも、どうせ最低限のことしか話してはいないだろう。

　だからこそ、してやったり、とほくそ笑みながらチャイムは背を向けた。

「では冠照様、私はこれで……最後に一つよろしいですか？」

　人を食ったような腹の立つ探究者に、チャイムは自分らしくこう仕返しする。

「だそうだ鍔芽！　もう起きていいぞ！」

　鍔芽が起きていることに先に気づき、心情を吐かせたチャイムの勝ちだ。

　冠照をミステリアスな凄すご味みのある支し配はい種しゆから、ただの人のいいおばさんに変えてやった。







　どれくらいの時間が経たったのだろうかと、最初にそんなことを考えた。

　だが考えがまとまるより早く、起き上ったタカトの耳を、歓声がつんざいた。

「うわ──っ！　タカト様が生き還かえった──っ！」

　眼を開いた途端、ミオが胸の間にタカトの頭をホールドし、激しく揺さぶり始めた。

「ん、ぐっ!?　お、おい、ミオ！　やめろ、放せ！」

　何とかミオを引き剝はがして見渡せば、そこはネスト５支部の救護室で、タカトのベッドの周りには、慣れ親しんだ面々が揃そろっていた。

「うーっすタカト、やっと眼ぇ覚ましたか」

「タカトさん！　無事で何よりです！」

　手をひらひらさせながら笑うジャールと、枕元でタカトの手を握にぎっていた鍔芽。

「おはようタカト。全治三週間ってところね」

「タカトくん、お疲れ様」

　白衣姿で腕を組んでいるクラウディアと、隣となりのベッドに座っているリン。

「やぁやぁタカト君！　美少女に囲まれてご機嫌な目覚めだね！」

　正面のベッドで、全身を包帯でぐるぐる巻きにされているルーガーが。

　タカトの周りに、集まってくれていた。

「みんな……こんなに集まって何してるんだ？」

「バカかお前は！　みんなお前を心配してたんだよ！　安心しろよ、ネスト５は護まもり切ったし、結界の修復も無事に済んだってよ！　リーダーは冠かん照てらって人とアクロポリスで待ってるぞ」

　そうか、と安心したタカトだったが。

「……ん？　ちょっと待てジャール、お前今何て……」

「ふっふーん、タカト様。もう隠し事なんてさせませんからねーっ！」

　不敵に笑うジャールとミオの前で、鍔つば芽めが微笑ほほえんで頷うなずいた。

「リーダーに相談して……私のことを、お話ししたんです。本当はタカトさんもいる前で、落ち着いてお話ししたかったんですけど」

　鍔芽が、ジャールとミオをそれぞれ見つめて、恥ずかしそうに縮こまる。

「タカトさんが目覚めるまでの間に……思い切って、お話ししました」

「そーいうことだ！　ったく水くせぇよなぁ。んな大事なこと秘密にすんなっての。そりゃ驚いたけど納得したし、俺らがそんなことで手のひら返すわけねーだろうがよ！」

　ジャールが鍔芽の背中を軽く叩たたいて、不服そうに鼻を鳴らす。

「あたしは別に初めから辻つじ神がみがどうこうとか、どうでもいいですし？　鍔芽ちゃんが神様でも、可愛いんだし友達なんだし、それで全然オッケーじゃないですか！　おサルさんこそ、そろそろ類人猿だってこと認めて話した方がいいんじゃないですかねー？」

「てっめ、ふざけんな！　人が折角いい雰囲気にしてやろうとだな──」

　ギャーギャーと騒ぎ始める二人を見て、鍔芽は、とても嬉うれしそうに微笑んで見せた。

「えへへ。みんな、あっさり受け入れてくれました」

　その耳には──銀ぎん翼よくのイヤリングが、誇らしげに輝かがやいていた。

「そうか……良かったな鍔芽」

　その様子を見ていたクラウディアが深くため息をつく。

「はぁ……全く。いい加減支部内でも怪しむ声が出てきてるわよ？　最近不自然な極秘作戦とか、単独行動とかが目立ったせいね。言い訳を考える身にもなってほしいわ」

「まぁまぁ。今後は僕も、傷が癒いえるまでは支部長代理補佐って役回りになりそうだから。上手くフォローするさ。タカト君こそ、傷が治るまでは休養かな？」

　確かに、少し身を回すだけでかなり深い所まで痛みが走る。しばらくは静養することになりそうだ。

　──ここ、だろうな……。

　仲間に秘密を打ち明けるとするなら、ここなのだろう。

「ジャール、ミオ。俺おれからも、聞いて欲しいことがある」

　自分に集中する視線を感じながら、タカトは意を決して切り出した。

「俺も……純粋な人間じゃないんだ。体の中に鍔芽と同じ、辻神の支し配はい種しゆのコアが埋め込まれてる。今回の騒ぎも、俺の中の……いや……俺のせいなんだ。この先も、もしかしたら……俺の力を狙って、化け物みたいな支し配はい種しゆが襲おそってくるかもしれない。だから」

　だから──何と言えば良いのだろう。自分はみんなに、どうして欲しいのだろう。

　言葉に詰まるタカトだったが、しかし。

　背中を物もの凄すごい力で叩たたいてきたジャールのせいで、躊躇ためらいごと頭の中が激痛でショートした。

「んぐあぁぁっ!?　ぐ、が……じゃ、ジャール、お前、な、何す……」

「なーにグチグチ言ってんだよ、らしくねぇ。お前の考えることくらい、言わなくたって分かるってんだよ」

　口調こそ快活だが、その表情は、タカトを咎とがめるように険しいものだった。

「その化け物の力とやらで、お前が俺おれたちを裏切るようなことしたのか？　掟おきて破って誰かを傷つけるようなことしたのかよ？　そうじゃねーだろ」

　気に食わなそうにジャールが鼻を鳴らすが、すぐに、その顔には不敵な笑みが浮かんだ。

「舐なめてんじゃねーよ。そもそもお前が化け物じみてることなんか、とっくにみんな知ってるっつーんだ……支配種っていう辻つじ神がみの大ボス共……上等じゃねーか。ようやくぶっ倒す相手が見えてきた感じだな。それに、敵ばっかりでもねぇ。鍔つば芽めちゃんも……お前もいる。これは勝ち目のない戦いなんかじゃねーってことだ」

　ジャールの言葉が、場の全員の気持ちを一新していく。

「あ、や、そのー、だ、だから！　何も気にすんなってことだよ！」
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「そのとーりです！　さっきも言った通り、あたしはタカト様が神様でも悪魔でも魔神でも、ぜーんぜんオッケーです！　多分、みんな同じ気持ちだと思うんですけど？　信じてくれないなんて酷ひどいですー」

「まったくだぜ。つーか、そもそもお前が純粋な人間であってたまるか」

　言われたい放題の中、ようやくタカトも、いつも通りの精神状態に戻る。

「覚えてろよサル……」

　戻ってくる朗らかな空気の中、鍔つば芽めがタカトを見つめて、嬉うれしそうに微笑ほほえみながら、一筋の涙で頰ほおを濡ぬらしていた。

　まるで、意地っ張りなタカトの代わりに、その胸中を示してくれたかのように。

「タカトくん。まずは怪我を治して、それから……堂々と戻ってきてね？」

　リンに見つめられて、タカトはようやく、それでいいんだと受け入れる。

　──ミサゴ……ここが今の、俺の居場所だよ。

　この瞬しゆん間かんがいつか過去になっても。

　どんな時でもきっと、胸を張って、そう伝えられる。







[image: 終章　あの日の空で]







　その後、ネスト５の結界は完全に元の状態を取り戻し、アイギスの出力低下は改善。一部体調不良を訴えていた人たちも全快した。

　冠かん照てらは、もう数日結界の調子を確認し、それが済んだら地上へ帰るそうだ。鍔つば芽めは寂しそうにしていたが、それぞれが為なすべきことのために戦う場所があると鍔芽を諭さとしていた。

　何となく冠照が鍔芽に遠慮気味だったのは気のせいだろうか。

　そして、アクロポリスで静養することになったタカトは、退院の際に、ルーガーにあの蒼そう刀とうを返したのだが──。

「ルーガー隊長、この剣のお陰で助かりました。本当にありがとうございます」

「ん、確かに返してもらったよ。というか、僕も地表から見てたんだけど……あの統とう率そつ種しゆを召しよう喚かんするのってどうやってやるの？　僕にも出来るかな!?」

　子供っぽく興奮している様子のルーガーにちょっと引きつつ、あの後、地上での出来事を聞いた冠照の分析を口にする。

「その剣の刀身、辻つじ神がみのコアを加工したものだそうです。統率種っていうのは、コアの周りを超高密度の辻つじ風かぜで覆おおった存在だって、前に鍔芽が言ってました。あの時俺おれは、集中力を高めるために、辻風を限界までその剣に集中していましたから……」

　コアの出力を最大の威力で発揮できるタカト、それは見方を変えれば、辻風の扱いに関しては支し配はい種しゆと同等のことが出来るということだ。

　そこにルーガーから受け継いだコアそのものとも言える剣と、強力なガルムのコアがもたらす辻風が組み合わさり、偶然統率種を召喚するに至った──ということらしい。

　もっとも、やはり体内の天あま戸との力が、少なからず影響しているだろうというところまでが冠照の分析だったが、そこはやはり不ふ明めい瞭りような部分だ。

「そうか僕じゃ召喚出来ないのか……よし、そういうことなら、この剣は今日から君の物だ」

「え？　な、何を言って……そんな簡単に受け取って良い物では……」

「言っただろう？　僕が受け継いでるのは剣じゃない。そこに込められた意志なんだ」

　そう言って、ルーガーはたった今返された剣を再びタカトに手渡す。

「これを、武器として最も有効に使えるのは君だろう。なら君が持っているべきだ。次の世代へ……この先の未来を担っていく戦士がね」

　それでも、まだまだ未熟な身で安易に受け取って良い物であるはずがない。受け取るのを渋るタカトに苦笑しながら、それなら、とルーガーは言う。

「なら、いつか君が隊長になった時の就任祝いってことにして、取っておこうか」

「え？」

「目指すんだろう？　そこを」

　優しい問いかけに一いつ瞬しゆん戸惑ったが、しかし、心の航路はブレることなく、その行先を示していた。

「……はい！」

「ははは、こりゃ楽しみだね。それじゃ、まずはゆっくり体を休めておいで」

　そう言って送り出され、タカトはアクロポリスに戻ってきた。

　これまでよりどこか心地良い空気の中、タカトは久しぶりにのんびりと、聖堂の傍かたわらにある展望台で、一人空を眺めながら羽根を伸ばしている。

　過去の因いん縁ねんから続く戦いは幕を下ろした。

「粛しゆく清せい者しや、天あま戸とか……」

　至し希きが語った、支し配はい種しゆのコアを宿した人間の末路を思い出す。冠かん照てらが語ったこととは少し違ったが、どちらが正しいのだろう。

　タカトはこの先、タカト＝ミソラマとして意志を貫いていけるだろうか。

　不安の種を憂うれい、深く眼を閉じた──その瞬しゆん間かん。

『心配ないよ』

　いつの間にか隣となりに、綺き麗れいな蒼あおい髪を揺らす青年が立っていた。

『すまなかったね、タカト。僕の大事な部下が、迷惑をかけて』

「……天戸？」

『今、眠っている君の意識に声をかけてる。少し、話をしないか？』

　どうして今更という気持ちもあるが、至希の件は、それだけ天戸の心も動かしたということだろうか。

「……天戸。あの時、助けてもらったことには礼を言うよ。だけど……正直あんたのやり方には疑問が残る。願いだけを託たくして、不干渉を貫くなんて、あんたを待ってる人だっていたのに、淡泊過ぎやしないか？」

　自分の言葉の意味に気づいて、タカトは視線を逸そらす。

　どうして、至希を憐れむようなことを言っているのか、と。

『冠照に聞いたよね。僕は粛清者、その命が紡つむぐ物語を締めくくる者だ。決して、その物語に手を加えることがあってはならない』

　柔にゆう和わな表情を浮かべたままの天戸から、きっと永遠に揺らぐことはない生き方が、タカトに語られる。

『僕はただ、その命が、その命らしく生きられるように手を伸ばすだけ。その手を摑つかむか摑まないか。立ち上がるか、膝ひざを折るか、全ては、その命次第だ』

　さも正論のように語る天戸に、タカトは憤いきどおる。それでは、この男は──自分に希望を見た全ての命に、何の興味もなかったのか。

「命の行く末を左右しておいて無関係を装うのが……粛清者の生き方なのか？」

『いいや。誰とも絆きずなを結ぶことを許されなかっただけさ』

　思わず黙り込んでしまう一言を、平然と笑って言ってきた。

『自分の使命の外で、生きたいと願う命を理不尽から救いたい……僕に許された自由は、たったこれだけだったから』

　にこりと笑って、天あま戸とはタカトに手を差し出して見せる。

『僕は君に、物語を続けるか否かを聞いただけさ。さて、話を最初に戻そう。心配しなくても君は僕のせいで死んだりしない……かつての前例は全て、人間の意識を取り込もうとする支し配はい種しゆと、取り込まれんとする人間の意識がぶつかりあって起きた悲劇だった。僕が知る前例は全て……支配種が人間を、延命の道具としか見ていないような、そういう辛つらい物語だったから』

　唐突にぞっとするようなことを言われ、タカトはたじろぐ。

『けど心配要らない。僕は君の意識を取り込もうなんてしないから。君は自分の命に不安を感じる必要はない。僕なんかに気を取られず、君らしく生きてくれ。それが、たった一つのお願いだ』

　その言葉を最後に、不意に景色に霞かすみがかかった。

「ま、待ってくれ！　最後に聞かせてほしい！　どうして、俺おれを選んだ！」

　遠のいていく、偉大なる伝説の英雄は、風の向こうに消えていく。

『苦しみの中で、懸けん命めいに生きようとするあの姿が……とても気高く見えたんだ。至し希きは、避さけられぬ死を前にして、家族を想おもう君の妹に同じ気高さを感じたようだけど、それと一緒さ』

　微笑のような吐と息いきを最後に、景色は真っ白になっていく。

『僕は粛しゆく清せい者しや、間近で見続けてきたから誰より分かる。死は絶対だ。けれど、だからこそそれに抗おうと懸命にもがく生命の輝きは……何より尊く、美しく見える。あの日の君がそうだった……自分の全てを預けても構わないと、迷いなく決断できるほどにね』

　誰よりも優しい声色で放たれた言葉に、タカトは息を飲んだ。

『僕からも言わせてほしい。本当に君で良かったと。どうかその命を、誇り高く堂々と掲げて生きてくれ』

　次の瞬間。視界一杯に美しい蒼そう天てんが広がり、太陽に向けて羽ばたいていく新緑の鳥の幻影を見た直後に。

　タカトは眼を覚ました──。

「……あ、タカトさん。よく眠れましたか？」

「あ、起きた起きた。タカトくん、おはよー。今日はタカトくんの方が寝ね坊ぼ助すけだねー」

　気付けばタカトは展望台の上で、鍔つば芽めに膝ひざ枕まくらされていた。

「……鍔芽に……リンさん？　どうして？」

「タカトくんのお見舞いって名目で休暇をね。別にサボりの口実じゃないからね、うん」

　そう言ってリンは、果物が入っている籠かごと、何やら分厚い本を何冊も傍かたわらに積み上げた。

「え？　何ですかこれ？」

「ほら、タカトくん隊長を目指すんでしょ？　覚えなきゃいけないこと一杯あるし、折角ゆっくり休める時間があるんだから、わたしが傍そばで色々教えてあげようと思って！」

　積み上げられた資料の分厚さに、流石さすがに顔が引きつるが、リンがタカトの顔を覗のぞき込んで、悪戯いたずらっぽく笑って見せた。

「ふふ、家庭教師にするなら、クラウディアとどっちがいーい？」

　すぐに白衣を纏まとったスパルタな家庭教師の姿が脳裏に浮かんだ。

「……リンさんにお願いします」

「うん、よろしい。一緒に頑張ろうねタカトくん。復帰しても、夜なら付き合うからさ！」

　これは静養どころの話じゃなくなりそうだと、苦笑しながらため息をつく。

「はぁ……夢見るのも大変だな」

「ふふふ、そうですね。けどタカトさんなら……きっと良い夢が見られます」

　どうかな、とタカトはもう一度眼を閉じる。

　向かい風と、荒れ狂う神々が道を阻はばむ、そんな道を突き進んで行けと言われたような、厳しい夢だ。それでも、きっと忘れることのない夢だと、そう思える。

「おーい、タカトーっ！　起きてっかーっ！」

「タカト様ーお目覚めですかーっ！　ってあーっ！　何か女の子に囲まれてるし！」

　声が聞こえる。タカトのお見舞いに休暇を取ってきたジャールと、バイト先からお菓子を持ってきたミオが来るようだ。

「お、起きてるなタカト。おっとリンさんもご一緒でしたか。丁度いい、鍔つば芽めも一緒に聖堂に来い！　約束通り、お菓子でも食いながら近況の報告会といこうじゃないか！」

　いつの間にか展望台によじ登ってきていたチャイムが、相変わらず豪快に笑う。

「あはは、本当に賑にぎやかなところだねー」

「それじゃ、行きましょうかタカトさん？」

　頷うなずいて立ち上がり、全身に涼やかな風を受ける。

　スカイアに入ってからの、この一か月で得たものを、ちゃんとみんなに伝えなければと、タカトは集まってくる仲間たちを見渡した。

「あぁ、今行くよ」

　ここが、あの日夢見た空だ。傷が癒いえたら、また翼つばさを広げよう。ここよりずっと高い蒼そう天てんに届くように。遥か未来まで羽ばたき続ける伝説になれるように。

　その時まで──あの日のように、家族と夢を語り合おう。







あとがき




　タカトではありませんが、先日数年ぶりに故こ郷きようへと帰ってきました。

　ボクの故郷は本当に何もないところです。こんな狭い世界でずっと暮らすのかと、広がる景色を前にため息ばかりついていたのを覚えています。

　が、先日帰郷して、数年ぶりに景色を見渡したら、それがどれだけ素晴らしいものだったのか少しだけ分かって、不思議と優しい気持ちになれました。

　長い時間を過ごした分だけ、辛つらい記憶も多く残っているかもしれません。でも、やっぱり帰るべき場所があるっていうのは幸せなことなんだなと、まだまだ自分は若すぎるくらいに思っていますが、そんなことを感じて帰ってきた次第です。

　この変化が自分の『成長』であると信じたいですね。




　さて、過去のトラウマを乗り越えて、新しい夢を描いていく２巻。空へ地上へと忙しい物語でしたが、楽しんでいただけたでしょうか？

『負けられない時』──って人生で必ずあると思うんです。

　それは因いん縁ねんの宿敵と戦う時かもしれないし、何かを守る時かもしれないし、自分の中にある意地とか弱さとかを乗り越えなければならない時かもしれません。

　けれど、そういう戦いの後って、きっと自分の中で大きく何かが変わると思うんですよね。

　タカトにとって、空は夢と未来。地上は後悔と過去の象徴で、今回の戦いを経へて、タカトは自分の過去に一つの区切りをつけたことになります。

　移り変わりの激しい戦場を翔かけ抜ぬけて、タカトの中で何が変わったのか。そして変わらないものはなんだったのか。

　苦しい戦いを乗り越えたタカトの姿から、少しでも何かを感じて頂ければ嬉うれしいです。




　さてさて。今回も大好きな要素いっぱいに書かせていただきました！

　この場を借りて、今作の刊行に関わってくださった全ての方々に心からの感謝を。

　多くのアドバイスをくださった、担当編集の黒くろ崎さきさん。

　二巻でも魅力的なキャラクターを活き活きと描いてくださった夕ゆう薙なぎさん。

　そして、今この文章を読んでくれている貴方に。

　本当に本当に、ありがとうございます。

　眼の前にある小さな夢を摑つかもうとすることが、未来の伝説に繫つながっていくと信じて。

　蒼ゆ天めに向かって、どこまでも羽ばたいていけますように。





翡かわ翠せみヒスイ
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翡かわ翠せみヒスイ

１９９１年８月３日誕生。また一年が始まりますね。

顔を上げれば見渡す限りの『青』『蒼』『碧』……。

広大な蒼空への憧れを詰め込んだ作品ですが、ここが出発点だったんだと最近思い出しました。
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イラスト／夕ゆう薙なぎ

東京都出身＆在住のフリーイラストレーター。

ライトノベルイラストやゲーム原画などで活動中。

本巻発売の２０１４年12月で活動５周年目になりました。

これからも健康に気をつけながら頑張っていきたいです。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。
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